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《学アカ園デミー》の魔ま術じゆつ師しは恋こいを禁じられている。










　青年は一枚のドアを前に立ち止まる。

　講義棟の無機質な廊ろう下か、何の変へん哲てつもないドアの向こうには、少人数用のごくごく普ふ通つうの教室が広がるはず。教室にはおそらく少女が一人いて、今日も机にだらんと突つっ伏ぷしていることだろう、ひょっとすると無防備に寝ねているかもしれない。

　青年はそれを想像し、いや、冷静に想定し、深呼吸を一つする。

　この目の前のドアを開けるからといって、別に緊きん張ちようする必要もためらう必要もない。

　これは普通のドアで、その向こうには普通の教室があって、そこには少女が一人いるだけなのだから。少女は問題ごとにやたらめったら巻き込まれるはた迷めい惑わくな体質で、なおかつ特とく殊しゆな魔術を使えるが、まあそのくらいだ。ドアを開けて入ったからといって取って食われるわけではない。

　それなのに、なんだって自分はこのドアノブになかなか手をかけられないでいるのだ。

　青年は自問し、出てきた答えに大おお慌あわてで首を振ふった。

　冗じよう談だんじゃない。そんなことではない。そんなことは起こりえない。

　自分の胸に去来した答えを振り払はらい、青年は勢い良くドアノブに手をかける。

　一息にノブを回し、押し開けて中に入る。できる限りのきびきびした、無む駄だのない動作で。

「リティーヤさん、今日は定例の魔ま力りよく測定──」

　だが、十分な心構えをして、勢いもつけて部屋に入った青年の第一声は、そこで途と切ぎれた。

　結構な衝しよう撃げきを伴ともなって、顔面に温かくて柔やわらかくて部分的に硬いものがへばりついてきたのだ。

　獣けもの臭くささに息を詰つまらせながら払い落とすと、それは小さなリスに似た生き物だった。前まえ脚あしから後脚にかけて、妙みように皮が余っている。

　そいつは青年の足の間を走り抜ぬけ、部屋の外に脱だつ走そうしてしまった。

　あっけに取られて見送る青年の耳を、甲かん高だかい少女の声が叩たたく。

「ああっ、ゼストガさんのバカー！　そのトビフクロネズミちゃんを捕つかまえてくださいー！」

「は？」

「だからー、トビフクロ……ああ、もうっ、ほら、行きますよ！」

「行き？　あ！」

　青年は部屋にいた少女に腕うでを摑つかまれ、入ったばかりの部屋を飛び出すはめになる。抱かかえて持ってきた書類がばさばさと音を立てて落ち、急な方向転てん換かんに耐たえられず、靴くつが廊下の上で滑すべる。少女の長い金きん髪ぱつが一いつ瞬しゆんだけ青年の視界を支配する。

　引きずられて、青年はわけがわからないまま廊下を走らされた。

　毎日のテストやら実験やらに飽あきた少女が、捕まえた小動物をこっそり部屋に連れ込んだと知ったのは、三十分も走り回された後のこと──。




　青年は、順当な人生を歩んできたはずだった。

　没ぼつ落らく貴族の次男坊ぼうというスタートラインはともかくとして、幸運にも魔術の才を持ち、知り合いの魔術師によって大陸最大の魔術師組織《学園》へと導かれた。金と権力の集まる組織にお決まりの陰いん謀ぼう劇を持ち前の嗅きゆう覚かくとバランス感覚でうまいこと乗り切り、そこそこの魔術の才を持っていた彼は、やがてエリート集団と呼ばれる魔導書調査委員会に所属する。

　生まれのせいもあって多少の野心は持っていたし、それなりの才覚もあった。運もあった。これからも上を目指して行ってやる。自信はあった。

　そこへ立ちふさがったのが、一人の少女だ。

　本当に、まったく、冗談じゃない。




『君はリティーヤに恋してしまったのだ』




　何をどうしたらそういう答えに行き着くのだ。

　恋なんて、冗談じゃない。
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「んー」

　リティーヤは頰ほお杖づえをついたままぼんやりとページをめくる。秋も半ばを過ぎ、毎朝火を入れられている巨きよ大だいなストーブが、背中を熱いほどに暖めてくれる。

　暖かすぎて、眠ねむくなる。

　気がつけばとろんと閉じてしまいそうになる目を擦こすり、なんとか背筋を伸のばして黄ばんだページの文字を追う。

　リティーヤが読んでいるのは、図書館に何部もある歴史大系シリーズの一冊だった。

　魔術を使い人類と覇はを競きそった《ヘビの一族》、二世紀前突とつ如じよ二つの種族を襲おそった大寒波、冷夏と不作、長い冬。それは子どもが寝ね物もの語がたりに聞く、本当にあった恐おそろしい昔話だ。大たい抵ていの子どもはそこをすっ飛ばして、キツネとラガロの化かし合いを聞きたがる。大寒波の中、ラガロという男の前に現れた物言うキツネ。ラガロはキツネをうまく騙だまして、魔術と世界の秘密を教えてもらう──。

「でも、キツネが騙されて魔術を教えさせられたんじゃなくて、最初っから魔術を教えるつもりでラガロに会いに来た、っていうのは、もう定説でしょ？」

　隣となりの席から聞こえてきた声に、リティーヤは、ん、と眠たげな相づちを打って答えた。

「まあ、ねえ……そうなると、じゃあなんでキツネが魔術を教えたのかって話になるわけで」

　飢うえと寒さにあえぐ人類の前に物言うキツネが現れ魔術をもたらしたというのは、おとぎ話でもなんでもなく歴史的事実だ。本には幾いくつかの学説が紹しよう介かいされている。物言うキツネの正体、その目的──仮説は幾つも立てられているが、どれもリティーヤにはピンと来ない。

「人類を救おうとした……っていうことなのかなあ」

　もしキツネが魔術を与あたえていなかったら──。

　リティーヤはそういったことを考えてみる。魔術なしに、人類はどうやって寒さに耐えられる作物を生み出したのだろう。新しい種や技術を生み出す十分な時間は与えられていない。現在の産業形態に欠かせない蒸気機関や高度な製鋼法といった技術は、その元を大寒波以前に遡さかのぼるとはいえ、それが今のような形とスピードで復興・発展するには魔術による刺し激げきと支し援えんが不可欠だった。直接目に見える形で魔術が一いつ般ぱんの生活に介かい入にゆうすることはなくとも、魔術は科学同様、世界の有り様を発見し規定してきたのだ。

「でも、それだけじゃないよね」

　隣の声は、リティーヤの考えを肯こう定ていし、リティーヤは促うながされるままに思考を言葉にする。

「そうだよねえ。魔術はキツネから人類に与えられた運命、それなら何か……もっと違ちがう側面があるはず、だよね」

「うん、そうそう」

「キツネの期待……運命にあらがう……うーん……わっかんないや。あーあ、研究テーマ決まったのはいいけど前ぜん途と多難っぽいなあ。書庫もうちょっと漁あさろっかなー」

「ちょっと君！」

「ん？」

　リティーヤは呼びかけに気づいてくるりと背後を振り返った。隣から聞こえてきていた声とは違う、もっと年を取った感じの声だったのだ。

　司書の老魔術師が、額に軽く青筋を立てて立っていた。

「閲えつ覧らん室では静かにしなさい」

　気がつくと、閲覧室中の視線がリティーヤに集中していた。

「あはは、すいませぇん」

　笑ってごまかすと、老いた司書はため息をついて静かに受付に戻もどっていった。

「怒おこられちゃったね」

　くすくすという笑い声が聞こえる。そうね、と答えかけて、リティーヤは隣の少年を見て固まった。明るい金髪がちょっと伸びすぎた感じがする、華きや奢しやな少年だ。基き礎そ課程の制服を少々着き崩くずしている。

　彼は、凍こおり付くリティーヤに向かって、人なつこい笑え顔がおを向けた。

「やあ。先生」

「ば……っ」

　リティーヤはがたんと音を立てて椅い子すを転がし、立ち上がった。

「バゼル！」

　バゼル──というのは、目の前の少年の姿をした者がリティーヤに名乗った名だ。彼はかつてリティーヤが指テイー導チング助・アシ手スタントをしていた時に知り合った学生なのだが、その正体は別にあった。

「僕のこと調べてくれてたんだね、先生」

　少年の姿をしたモノは、目を細めて楽しそうに笑った。ちらりと尖とがり気味の犬歯が見える。

「僕が、どうして人類に魔術を与えたか──僕の目的が、知りたいの？」

「あんた何しに来たの！」

「ちょっと挨あい拶さつにね──」

　身構えるリティーヤに、少年はにこやかに答えた。

「先生は、新しい運命に出で逢あうよ」

「なん……？」

「あるいは、運命が新しい形を取るのかな？」

「運命？　あんた、また何かたくらんでるのね！」

　少年は摑みかかってきたリティーヤの手をかわして、ひらりと机を乗り越こえた。目立つ動きであるのに、周囲の誰も少年に注意を払はらっていなかった。これだけ大きな声で話しているのに、一いち瞥べつもくれない。先ほどの司書の魔ま術じゆつ師しだって、顔も上げずに書類を書いている──。

　周囲が魔術でたぶらかされ、少年に欠片かけらも注意を向けない中で、リティーヤだけが少年を、バゼルを見ていた。

　彼は笑って言った。

「ところでさあ、こんなとこいていいの？　先生の研究室、今なんか大変なことになってるよ」

「何を──」

　少年はリティーヤが動どう揺ようした隙すきに身軽に走り出し、図書館を飛び出した。

　リティーヤは少年を追って図書館を飛び出し、すっかり葉の落ちた木立と、その下を歩く魔術師たちの姿を見回した。少年の姿は、どこにもない。

「なんなの、今度は……！」

　新しい運命、運命の新しい形。あいつはそんなことを言っていた。

　それから──。

『先生の研究室、今なんか大変なことになってるよ』

　リティーヤは、急いで図書館にとって返し、鞄かばんとコートを回収すると、研究室のある第四研究棟に走った。




　人類に魔術をもたらしたのは物言うキツネ。そしてキツネから最初に魔術を教えられた男の名はラガロ。

　ラガロが、キツネに教えられた世界の謎なぞを解くため、寒冷化を食い止めるために作り出した組織が、大陸最初の魔術師組織、《学アカ園デミー》だった。

　リティーヤは、その《学園》の専門課程に在ざい籍せきする魔術師見習いである。

　所属は魔力環かん境きよう研究室。室長を入れても五人の、小さな研究室である。




「な」

　第四研究棟はリティーヤが本を読んでいた図書館西分館から歩いて五分のところに建つ。広大な《学園》の西の端はしに建つ建物で、これ以上先には試験農場と原生林くらいしかないため、僻へき地ちだのなんだの言われている。

　その三階、所属する研究室の前に辿たどり着いたリティーヤは、震ふるえる声を張り上げた。

「何これえええええええええっ！」

　いつもの研究棟のいつもの研究室に、見知らぬ男女が何人も出入りしていた。次々と運び出されていく書類、本、日誌、その他ファイルされた資料、そして出入りの男女の腕うでに見える腕わん章しようは、濃のう紺こんの地に白と銀の刺し繡しゆう入り──内部調査局の印だ。

　内部調査局は《学園》の防ぼう諜ちよう機関。内通者を取り締しまり、拷ごう問もん、暗殺の噂うわさも囁ささやかれる。

　その内部調査局が、研究室に踏ふみ込んでいた。

　窓の外では、鮮あざやかな黄色に色づいたイチョウが、青い空に真っ直すぐ枝を伸のばしていた。




　秋晴れのその日。

《Ａエース》位の魔術師にして副学長の一人、魔力環境研究室の責任者であるロードマスターが、他組織への内通罪で告発された。これを受けて内部調査局は魔力環境研究室への立ち入り捜そう査さを強行、さらに《学園》の教育研究評議会は、研究室の一時閉へい鎖さ、および所属研究員が行ってきた調査研究活動の停止を決定する。

　リティーヤには、わけがわからなかった。
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　魔力環境研究室に所属するのは五人。そのうち三人が、告発のあった日の午後、研究室の隣にある応接室に集まっていた。

「う、うちの研究室どうなっちゃうんですか……！」

　研究室同様本がはみ出している本ほん棚だなと、申し訳程度に置かれたソファの間を、リティーヤは落ち着きなく歩く。落ち着けるわけがなかった。室長が告発され、自分たちは研究活動を停止させられた。もしも、本当に室長が内通罪など犯おかしていれば、自分たちもこの研究室もただでは済むまい。最悪、研究室が取りつぶされてしまう可能性だって──。

「どう、だって？」

　だが、返ってきたのは、あくび混じりの声だった。リティーヤは驚おどろいて声の主を振ふり返る。

　それはチョコレート色の肌はだをした小こ柄がらな女性で、片かた腕うでをソファの背に回して足を組み、どっかりとソファに座っていた。そういった仕草、あるいは、男物のズボンを穿はき、《学園》支給のコートを着込んだ姿は傲ごう慢まんなまでに男性的だったが、彫ほりの深い顔立ちは少女のように愛らしい。

　名はテヨル。リティーヤの先せん輩ぱいに当たる女性魔術師だ。

「だ……だって内部調査局って、あの内部調査局でしょう？　ミカとか、ユローナとか追ってた。すごい力あって、口割らないと、ご、拷問されちゃうって噂聞いたことあるし……」

「拷問なんてのはな、リティーヤ」

　こみ上げてくるあくびを嚙かみ潰つぶして、テヨルは言った。

「する価値のある人間にするんだよ。あんたにしたって今日の昼食のメニュー吐はくだけだろ。余計な心配しないで黙だまって座ってな」

　それは確かにそうだが、それでは、する価値のある人間──つまりテヨルとかヤムセとかは拷問でもなんでもされて情報を吐かされるかもしれないということだ。

　恐おそろしいことを想像してしまって、リティーヤはぶるりと震えた。

「なんだよ、怖こわいのかい」

　心配している相手に真っ正面から不思議そうに言われ、さすがにむっとして言い返す。

「そりゃ怖いですよ！　テヨルさんこそなんでそんな平気そーなんですか！　ロードマスターがほんとに内通とかいうことになっちゃったら、研究室潰されちゃうんですよ!?」

「それはナイ」

「そんな、信用してるのかもしれないですけどもしものことだって──」

「あんたの口から、もしものこと、なんて言葉が出てくるなんてね」

「テヨルさんっ」

　リティーヤは、ロードマスターに会ったことすらない。

　ロードマスターは副学長という役職もあってかなり多た忙ぼうだ。この半年の間に研究室に顔を出したのはわずか二回、いずれもリティーヤはたまたま不在で顔を合わせていない。というか、研究室に捜査が入った今でさえ、ロードマスターは行方ゆくえ不明のままなのだ。

　だからテヨルにこんなふうに言われても、まったくピンと来ない。

　テヨルは興味なさそうに茶を啜すすり──渋しぶかったのか顔をしかめて、ミルクピッチャーに手を伸ばした。

「とにかく、あたしはあの人を信用なんかしてない。でも研究室が潰されることはない。なんでかっていうと、ロードマスターが戻もどればどうとでも対処して、告発内容が事実だろうがそうじゃなかろうが潰しちまうからだ」

「でも、内通ですよ!?　研究室にだって、こんなふうに踏み込まれて……」

「リティーヤ」

　低く、よく通る男性の声がリティーヤの名を呼んだ。

　リティーヤの指導教官であるヤムセだ。

「口を閉じて、座れ」

　ヤムセは黒くろ髪かみ長身の若手魔術師で、今はテヨルの向かいのソファに座って、もう幾いくつ目かわからない角砂糖をカップに投入していた。その隣となりには確かに人一人分の空間がある。

　そこがリティーヤの居場所だ。

　だが、リティーヤはいっそうむっとして腰こしに手を当て、ヤムセを睨にらみつけた。

「や、です！」

「やじゃない」

「説明してくれなきゃやです！」

「……見ろ」

　ヤムセは面めん倒どうくさそうにドアの方を指した。

　ドアの脇わきに、内部調査局の腕章を巻いた魔術師が一人、ひっそりと空気のように立っている。

　監かん視しだ。

「監視の人がいます」

「そうだ。だから口を噤つぐめ。おまえが口を開くたびにこっちは心しん拍ぱく数すうが上がる」

「恋こいですか先生!?」

　ぶ。

　テヨルが茶を噴ふき出した。

　ヤムセはひるむことなく、淡たん々たんとリティーヤの言葉を訂てい正せいした。

「おまえが妙みようなことを言って疑いの種を蒔まくようなことにならないかと懸け念ねんしているという意味だ。懸念であって懸け想そうではない」

「懸想かあ。先生の言い回しって古風だなあ」

「我々にできるのは、二つだけだ」

　ヤムセはリティーヤの言葉を完全に無視した。

「一つはロードマスターを捜さがし出して接せつ触しよくすること。大陸のどこにいるかはわからんがな。もう一つは、ロードマスターが戻るまでこの局面をやり過ごすことだ」

　服に零こぼした茶を拭ふきながら──ミルクを入れてしまった後だったから、妙な臭においがつくかもしれない──テヨルが物もの憂うげに頷うなずく。

「ロードマスターが戻って来たら、嫌いやでも解決しちまうんだ。結局それで終わっちまう」

　リティーヤはまだ見ぬ室長の人となりを考え、首を傾かしげた。確信に満ちた言葉を聞いている限りでは、少なくともテヨルはよほどその相手を信しん頼らいしているようだ。いや、まあ、内通は疑っているから信頼と言っていいのかどうかは謎だが。

　ヤムセは、砂糖の入れすぎでもはや茶の味がするとは思えない元・茶を満足そうに啜り、テヨルをちらりと見て言った。

「今回はそううまくいくかはわかりませんが。副学長を内通罪で告発するのに、証しよう拠こもないとは考えられません」

「でもねえ、ロードマスターだよ。証拠があったって、相手が悪すぎる。まったく、敵さんもどうせうちの研究室に喧けん嘩か売るなら拳こぶしで打ってくれりゃあいいものを。政治なんか持ち出しやがって……」

　リティーヤはテヨルの言葉に首を捻ひねった。

「喧嘩……？」

「喧嘩だよ、こりゃ。ほら。リティーヤ、あんたフレアバタンで色々あったろ？　でもって、ヤムセにその時の責任おっかぶせて、教官資格取り消せって訴うつたえたやつらがいただろ。あれの延長線上の話」

「あ……」

　それは記き憶おくに新しい。訴えを起こされたのは古王国の首都フレアバタンから帰き還かんしてすぐのことだ。リティーヤには具体的な動きは政治的過ぎて理解できなかったが、最終的にはテヨルだのバドだのが裏から手を回して、事なきを得たはずだ。

「で、今度はその同じ連中が、内部調査局を使ってロードマスターを捕つかまえちまおうとしてる。指導教官の次は室長。わかりやすいやつらだね」

「じゃあ──」

「そう。あいつら、あんたの調査にうちらが邪じや魔まなんだよ。ヤムセとか研究室とかそういうのが。だからそれをどーにかしちまおうとしてる。つまり、」

　その時ドアがノックなしに開いた。

　ドアの向こうから現れた人物を視界の端はしに納めつつ、テヨルは最後まで言った。

「この大だい騒そう動どうは、最初っから跳はね返りバカ娘むすめの身み柄がらを得るための魔導書調査委員会の方便だったってわけさ。な、ゼストガ」

　内部調査局の魔ま術じゆつ師しらしい男を背後に従えて入ってきたのは、まさしくその銀ぎん髪ぱつの青年──魔導書調査委員会のゼストガだった。

「やあ皆みな様さまおそろいで。一人重要な方がいらっしゃらないようですが、それはまあ仕方ありませんね！」

　美しい、と言って良いほど整った顔に気持ち悪いくらい爽さわやかな笑えみを浮うかべて、ゼストガは言った。なんだか甘ったるいチョコアイスにミントを散らしまくったようで、すでに飽あきるくらい顔を合わせているリティーヤは胸焼けがしてくる。

「うえ……えーとつまり悪いのは全部ゼストガさんなんですね？」

「はっはっは、相変わらずリティーヤさんは頭の中身が耳から溶とけて流れ出てますね！　悪いのは内通したロードマスターで、僕らはそんな危険な研究室からリティーヤさんを一時的に保護するよう……」

　ゼストガはそう言いながらソファを回り込んでリティーヤに近づいてきたのだが、そのリティーヤとゼストガの間を隔へだてるように、何かが高速で飛んできて、壁かべにぶつかってがちゃんと割れた。

　それは先ほどまでテヨルの手にあったミルクピッチャーだった。

　リティーヤがおそるおそる見やると、テヨルはこれ以上ないと言っていいくらい剣けん吞のんな光を目に宿し、ゼストガを見み据すえていた。

「言葉に気をつけな、優やさ男おとこ。妙なこと言いふらすんならそれなりの手段に打って出てやるよ」

「おや怖こわい」

　ゼストガは心ここ地ちよい涼すずやかな笑い声を立てた。

　二人の間で散る火花が見えるようだ。

　リティーヤはぽりぽりと頭を搔かいた。

　魔導書調査委員会はリティーヤの持つ魔ま力りよくに目をつけ、この青年を送り込み、監視させつつ彼女の魔力を調べている。彼らの目的はリティーヤの魔力、大陸から失われたはずの〈昼〉魔力の研究だ。だが肝かん心じんの研究はリティーヤの実地フイール調査ドワークなどでしばしば中断させられ、おまけに研究室からは調査委員会の実験には倫りん理り的な問題があると難なん癖くせつけられ、思うように進まない。

　そしてついに業ごうを煮にやした調査委員会は、リティーヤの身柄を確保するため、邪魔なロードマスターを告発し、研究室を閉へい鎖さに追い込んだ、というわけだ。

　だいたいの図式を理解して、これって結構まずい事態なんじゃないのかなー、とリティーヤは考え込んだ。

「リティーヤ、茶。新しいカップで」

　声をかけてきたのはヤムセだ。はいはい、と答えて、リティーヤはとりあえず指示に従い、茶を淹いれることにした。

　適当な量の茶葉を適当にポットに放ほうり込み、ストーブにかけていたやかんから湯を注いでポットに蓋ふたをする。注ぐ時にテーブルに零れた湯を慣れた様子のヤムセが布ふ巾きんで拭く。

「ね、先生。一人重要な方がいらっしゃらない、って……ロードマスターのことですよね」

「む？」

「ってことは、バドさん忘れられてますね」

「……そういえばいなかったな」

　研究室の残る一人、ロードマスターの留守中に研究室を預かるバドは、別室で内部調査局の捜そう索さくに立ち会っている。

　リティーヤは適当なところでぶるんぶるんとポットを揺ゆすって抽ちゆう出しゆつ液が湯の全体に行き渡わたるようにしてから、じょぼじょぼと盛大にカップに茶を注いだ。茶こしを使うのを忘れたので茶葉がカップに入る。

　ヤムセはこぼれた茶をまた布巾で手早く拭いて、カップとソーサーをゼストガの方に突つき出した。

　ゼストガは気味悪そうにそれを受け取り、カップに口を付け、途と端たんに噴き出した。

「……げほっ、まずっ！　これどう考えても茶葉入れ過ぎでしょう！　そのくせ抽出時間短いし！　なんか変な成分だけ出てますよ！」

　ヤムセは感かん慨がい深げにその様子を眺ながめて言った。

「製造過程を見ていたくせに飲む辺りに愛を感じるな」

「そういうこと言わないでください、違ちがうって言ってるじゃないですか！」

　目をつり上げ端たん整せいな顔を歪ゆがませるゼストガを見やり、テヨルがぶつぶつ言った。

「ヤムセ、我が慢まんして飲むのがアイならうちらまでリティーヤをアイシテルってことになっちまうよ。勘かん弁べんしてくれ」

「我々のは義務でしょう」

「義務？」

「いつかコレがまともな茶を淹れられるようにしなければならないという義務です。我々はその日までえぐい茶を啜すすり続ける定めなのです」

「最悪だねえ」

　今の会話で毒気を多少抜ぬかれたのか、テヨルはため息をついて、カップにわずかに残っていたミルクティーを飲み干した。

　すべてに置き去りにされたのはリティーヤだ。

　リティーヤは視線をゼストガに向け、ヤムセとテヨルに向け、それからゼストガの後に続けて入ってきた男に向けた。

　男はドアの脇わきにいた監かん視し役と、二、三言葉をかわしていたが、リティーヤと視線が合うと軽く目礼してきた。リティーヤも慌あわててそれに返す。

　せっかくなので、リティーヤは本ほん棚だなとソファの間をすり抜けて、彼らの方に近づいた。

「あ、えと、ちょっとお尋たずねしたいんですけど」

「なんだい」

　監視役と話していた男は、落ち着いた雰ふん囲い気きの、ヤムセと同年代と思われる魔術師だった。

「あのぅ、どうしてここにゼストガさんが？」

「君の保護責任が、研究室から魔導書調査委員会に移ったからだ」

　きわめて簡潔に、明確に、男は言った。

　リティーヤはきょとんとして、それから、心臓がどくりと鳴るのを覚えた。

「これは評議会の決定だ。本来ならロードマスターから事情を聞かなければならないが、当のロードマスターが不在ではどうにもならない。君の指導教官もテヨルさんもこの研究室の人間である以上捜そう査さ対象で、一時的に権利と資格に制限を受ける。現状では君に責任を持てる人間は、誰もいない。だから、その責任を一時的に調査委員会が負うことになった。今この時からだ──わかるね？」

　リティーヤだけでなく、ヤムセもテヨルも口を噤つぐんでその言葉を聞いていた。

「なんで魔導書調査委員会が、ってのと、動きが早すぎる、ってのについて説明は？」

　尋ねてきたテヨルを見やって、男は首を振ふる。

「確かに普ふ通つうなら学生が一時的に研究室を離はなれることがあるとしても、魔導書調査委員会が出てくるなんてことはありません。しかし彼女は普通ではありません。〈昼〉魔ま術じゆつ行使者を宙ぶらりんなまま放っておこうとは、評議会も考えてはいないということですよ。動きがあなたの予想を超こえて早かった理由は僕程度の者には関知できません。しかし遅おそいよりは良いことです。《学園》のためになりますから。そうでしょう？」

「……ヤムセ、あんたのダチってほんと性格悪そうなのばっかりなのな」

「こいつはまともな方です」

「先生の……お友達？」

　目の前の男を見上げてリティーヤは呟つぶやいた。相手は小さく笑って、キリフエル、と名乗った。

　ノックの音がして、そのキリフエルがドアを開けた。

　開いたドアの向こうに見えるのは、書類や本のあらかた運び出された研究室と、内部調査局の若い魔術師。魔術師はキリフエルの耳に囁ささやいた。

「室長室が……」

　キリフエルは頷うなずいて、ヤムセとテヨルを見て言った。

「室長室のドアを開けたいのですが、鍵かぎはありますか？」

「あそこ開けるのかよ！」

　テヨルが突とつ然ぜん叫さけんで立ち上がった。

「当たり前です。容疑がかかっているのは室長です。立ち入り捜査のための書類なら先ほどうちの者からお見せしたはずですが」

「そういう問題じゃねえんだよ、あんなとこ開けたらとんでもないことになるぞ！」

「開けてやってください、テヨル」

「ヤムセ!?」

　テヨルは詰つめ寄ったが、ヤムセは沈ちん痛つうな顔で首を横に振った。

　テヨルは長いため息をつき、ドアの前に待機していた若い魔術師を押しのけて、部屋を出た。テヨルの後を追って、キリフエルも部屋を去った。

　ドアが閉められ、残されたのはリティーヤ、ゼストガ、ヤムセ、それから監視役の四人。

「リティーヤ」

　ヤムセの声はいつも通りだった。特に感情的になることもなく、正しい発音できっちり弟で子しの名を呼ぶ。

「あい」

　リティーヤも、だから努めて平静に応こたえた。心臓は、不安と焦あせりでまだぎりぎりと悲鳴を上げていたが。

　ヤムセはソファに腰こし掛かけたまま、茶の面おもてを見つめて呟いた。

「迎むかえに行く。待ってろ」

　彼の静かな覚かく悟ごは理解できたので──少なくとも理解できたつもりだったので、リティーヤは、声がかすれないよう、つばを飲み込み応えた。

「りょーかい、せんせ」

　そうしてリティーヤはゼストガに促うながされて応接室を出、研究室にしばしの別れを告げた。




　不思議なものだと思った。

　リティーヤが研究室に入ったのは半年前だ。

　それなのに、リティーヤは半年前まで他人だった男の有言実行を信じている。半年前までまったく知らない場所だった研究室に戻もどりたいと思っている。特に理由があって選んだわけではない研究室なのに。特に望んだわけでもない指導教官なのに。昔から生き物を観察したり調べたりするのは好きだったから実地調査の多い魔力環境研究室は性しように合っていたとも言えるが、今自分が戻るべき場所と痛感しているのはそのせいだけではない。

　この半年が、そうさせたということか。

「どこだって大して変わらないと思ってたのになあ」

　そこは、すでに研究棟とうではなかった。

　少し前を歩いていたゼストガが声に気づいて振り返ってきた。

「何か？」

「なんでもないでーす」

　リティーヤはそう言って、見知らぬ建物の歩いたことのない廊ろう下かであるにも拘かかわらず、ゼストガを追い越こして歩く。

「待ってください。あなた場所知らないでしょう」

「うーん、じゃあ適当に進んでみます。この部屋かなー」

「あ、ちょっと！」

　リティーヤは言って早さつ速そく手近なドアのノブに手をかける。ゼストガが止めるのを聞かずドアを開くと、部屋は真っ暗だった。廊下から差し込む光で、会議用らしいテーブルと椅い子すが数脚きやく見える。

　その突つき当たりは壁かべ。窓はない。

「……やだなあ、地下って」

　背後に立ったゼストガが言った。

「情報管理のためです。出入りは厳重に制限されますから、ここならリティーヤさんも安全です。部屋を用意しましたから、今日からはそこで寝ね泊とまりしてください。必要なものは寮りようから運び込めます。食事は一階の食堂で、研究室の人間との接せつ触しよくは内部調査局の許可が出るまで禁止……聞いてます？」

「聞いてますよー」

　リティーヤは部屋への興味を失って、廊下に戻った。ぶらぶら歩き始めると、ゼストガが隣となりに並んだ。

「最初からこうするべきだったんです。リティーヤさんの力は非常に強力なもので、その存在を知ったら、どこの組織だってリティーヤさんのことを狙ねらってくるんですから」

「そのお話はもうおなかいっぱいでーす」

「まったく、少しは自覚してくださいと以前から申し上げているでしょう。あなたの身はあなた一人のものじゃないんです。《学園》の魔術師なら、《学園》のことをもっと考えて行動していただかなくては」

「まあ、そりゃあたしは《学園》の人間ですけど」

「けど？」

「ですけどね、ゼストガさん」

　白い漆しつ喰くいの壁の間を歩きながら、リティーヤは密ひそやかな決意を乗せて囁いた。

「《学園》の門を叩たたいたのはあたしです。最初がそうだったなら、最後まで、あたしは自分の居場所は自分で決めたい」

　少女の横顔をちろりと覗のぞき見て、ゼストガはその端たん整せいな口元に皮肉げな笑えみを浮うかべる。

「……なら、どうなさるおつもりですか。逃にげ道はありませんよ。ここは魔導書調査委員会の本部、研究センターの最下層です」

　その声こわ音ねには、自分が圧あつ倒とう的優位に立った者の絶対的な自信があった。

「証明します」

　かつん、かつんと。

「あたしっていう人間がどこにふさわしいのか、を」

　人ひと気けのない廊下に、二人の足音が、高く反はん響きようしていた。
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　ヤムセは行きつけのカフェの奥まったテーブルを陣じん取どって、メモを見返していた。メモの内容は、ここ一週間ほどで調べ上げたロードマスターの動向だ──最後に《学園》に帰ってきたのは二ヶ月前で、ちょうどヤムセとリティーヤがフレアバタンにいた頃ころだ。そこを起点に、わかった限りで足取りを追い、広げた地図に書き込んでいく。ひと月前、三週間前……。最後の連れん絡らくは半月前だ。そのころは東部にいたらしい。

　地図を見つめるその視界が、陰かげった。

「どけ。暗い」

　ヤムセが短く言うと、彼の視力の低さを知っていた相手は、素す直なおにヤムセの横に回り、地図が吊つりランプの光を受けるようにした。冬に近づき日にち没ぼつの早くなったこの頃では、正午を三時間も過ぎるともう人工の光が欲しくなる。

「熱心だね」

　穏おだやかな声がそう囁いた。

「何の用だ、キリフエル」

「君の方が早く突き止めそうだ。ロードマスターはどこにいる？」

　キリフエル──リティーヤがゼストガに連れて行かれた日、研究室にいた内部調査局の魔術師だ。ヤムセとは同期で友人である。

　ヤムセは思い切り顔をしかめた。投げ出したペンが積み重ねられた空のデザート皿にぶつかって、軽い音を立てる。

「こっちだってまだだ。あの人は、ろくに連絡も寄よ越こさないでほっつき歩いて……そっちこそどうなっているんだ、内部調査局は魔導書調査委員会のイヌか？」

「複雑なんだよ、こっちもね。そのうち糸がほぐれてくれるとは思うんだけど」

「…………くそ」

「……でも、君が思ったより元気そうだったから、ちょっと良かった」

　ヤムセは傍かたわらに立つ旧友を見上げた。

　ヤムセが専門課程時代に在ざい籍せきしていた研究室は、取りつぶされて今はもうない。

　その時代を知る友人に、彼は珍めずらしく苦く笑しようを見せて答えた。

「……二度も同じ目に遭あうのはごめんだからな」

「うん」

「ところでキリフエル」

「あ、言わないで」

「その顔はなんだ」

　キリフエルの顔中に、何な故ぜか大量の真っ赤なキスマークが躍おどっていた。表情がよく読み取れない程度にはひどい。

「……言わないでって言ったのに」

　キリフエルは恨うらみのこもった声で呻うめいた。あまりの顔に、店中の視線が集中している。

　ヤムセはその顔をざっと眺ながめ、試ためしに手を伸のばしてキリフエルの頰ほおについたキスマークの一つを擦こすってみた。まったく落ちる気配はない。

「……落ちないのか」

「うん。ロードマスターの部屋に、なんか妙みような仕し掛かけがいっぱいあって……」

　ああー、やっぱりなー、とヤムセは思った。

　ロードマスターの部屋はろくでもないもので埋うめ尽つくされている。ネズミ用のとりもち罠わなとか、触さわるとけたたましく笑い出す人形だとか、わんと鳴くネコの置物だとか。おそらく、そのうちの一つに引っかかって、妙な魔ま術じゆつでも発動させてしまったのだろう。

　キリフエルは悲しげな目で、ヤムセを覗き込んできた。キスマークだらけの顔が近づくわけで、少し気持ち悪い。

「というわけで、ロードマスターの手がかりないかなあ？　これ解除してもらおうといろんな魔術師に頼たのんだんだけど、無理で……もう、僕、あの人に直接聞くしか……」

「同情はするが情報はない」

「……僕、これ消さないと家に帰れないよ……」

《学園》では珍しい既き婚こん者であるキリフエルは──《学園》本部から最も近い街、アムブールに家がある──情けない声でそう言った。

　帰りたいのに帰ることができないのはこっちだって同じだ。

　ヤムセは研究室も閉へい鎖さされ、行く当てのない自分たちと、もう一週間も魔導書調査委員会の施し設せつに軟なん禁きんされているリティーヤのことを思い、そう胸中で呟つぶやいた。

　彼女は相変わらず周囲に迷めい惑わくをまき散らしているのだろうか。




　そのころリティーヤは、当然のように周囲に迷惑をまき散らしていた。

「リティーヤさん！」

　リティーヤは天てん井じようのシミを見つめていた。

「捜さがしましたよ！　何してんですかいったい！」

　その天井とリティーヤの間に、銀ぎん髪ぱつで縁ふち取どられた美しい青年の顔が割って入る。

　綺き麗れいな顔が怒いかりで歪ゆがんでいる。色が白いから赤くなったらすぐわかるんだなあ、と頭の隅すみっこで考えながら、リティーヤは答えた。

「えーと調べ物です」

「これは調べ物じゃなくて散らかしているだけです！」

　リティーヤは寝ね転ころがったまま、首を動かして自分の周囲を見回した。そうして、ああ、確かにこれは散らかしてるだけかもなあ、と考える。

　そこは魔導書調査委員会の本部が入る『魔導書研究および古文書研究センター』という建物の一階突つき当たりで、図書館の分室となっていた。書庫はまた別にあるため、その小さな部屋に所蔵されているのは雑誌や会報、一いつ般ぱん的な研究書などだ。

　リティーヤは書しよ架かと書架の隙すき間まに棚たな一段分の本を散らかし、その上に寝転がっていた。

「これはですね、こう、一番上の本を取ろうとして、二段目に手をかけて伸びをしたら、足あし下もとの台がぐらついて……まあ、結果はともあれ調べ物をしていたことには変わりありません」

「ああそうですか！　では重ねてお尋たずねしますがあれはいったいどういうことですか！」

「あれ？」

「あれです──あの虫どもです！」

　ゼストガはドアの外を指さしている。ドアが開いて廊ろう下かの様子が見える。

　人がばたばたと走り回っている。どうやら、何か──廊下を転がる白くて丸い物体を追いかけ回しているらしい。

　その一匹ぴきが図書室の方にも入ってきた。

　それは、拳こぶしほどの大きさの、綿玉のようなものだった。

「あ、オオユキムシちゃんだ」

　リティーヤはがばりと身体からだを起こした。

「あなたの部屋に大量にいました！」

「ええ？　じゃああたしの部屋のドア開けたんですか？　ひっどーい！」

「んなことどうでもいいでしょう、なんだって部屋の中に虫が……」

「どうでもよくないですよ。ああそうか、ゼストガさんたら女の子の部屋勝手に開けちゃうんだー。みんなに言いふらそうっと」

「開けたのは僕じゃありません……って、魔ま力りよく吸い取るような虫飼ってて何言ってんですか！」

　リティーヤはオオユキムシからゼストガへ、視線を戻もどした。

　ゼストガの目は血走っていて、怖こわい。

「大量に集まると魔力を吸収してしまうそうですね！　おかげで午前中の魔術実験が二つ失敗しました！」

「あらー」

「最初から順を追って説明してください。あなたはどうしてあんな危険な生命体を部屋に詰つめ込んでいたんですか」

「可愛かわいいからです」

　リティーヤはきょとんとして答えた。

「毎年この時季しか見えないし。あたし寮りようの部屋でも毎年飼ってたし」

「……っ、わかりました、ではなんとかしてください」

「なんとか？」

　リティーヤは言いながら床ゆかを転がる虫の方に手を伸ばした。ポプラかタンポポの綿毛が固まって転がっているようにも見えるが、中には小さな虫がいて、ちゃんと生きている。その証しよう拠こに、綿玉は風もないのにリティーヤの手の横をすり抜ぬけるように転がったかと思うと、また廊下に出て行った。

　ゼストガは出て行ったそのオオユキムシを指して怒ど鳴なった。

「あれをなんとか、です！」

「いいですけどタダじゃヤです」

「はああああ!?　あなた自分がそういうこと言える立場だと……」

「あたし悪いことしてないですよ。オオユキムシ集めるの自体は別に悪いことじゃないでしょ？　放しちゃったのはゼストガさんたちだし。そりゃ調べれば対処方法はわかるでしょうけど、時間かかるかもしれませんよ。あたしだったら午後の実験に間に合うように散らばったオオユキムシ集められるけどなー」

「さ……最初からそれが目的で……っ」

「えっと、交こう換かん条件は何がいいかなー。明日一日自由とかかなー、それとも久しぶりの外出許可かなー。あ、勿もち論ろんゼストガさんの監かん視しなしで」

「だめです、監視はつきます！」

　声を荒あららげるゼストガを見て、リティーヤはいやそうに嘆たん息そくした。

「ゼストガさん、それじゃほんとにストーカーになっちゃいますよ？」

「…………っ！」

　端たん整せいな相手の顔が、面おも白しろいくらい真っ赤になった。

「余計なお世話です！」

　ゼストガの声はもはや悲鳴じみていた。




「おまえ舐なめられてるんじゃないか？」

　狭せまい部屋に書架と机と椅い子すが無理に押し込まれていて、ドアを開けて入ってきた者は一いつ瞬しゆん自分は資料室に入ったのではないかと疑ってしまう。

　だがそこは魔導書調査委員会の実務部門を率いる長の部屋、事務局長室で、部屋の奥の特注の椅子にはみ出しそうになりながらもなんとか収まっているのは部屋の主たるグレイビルその人だった。

　今グレイビルは自らのたるんだ二重顎あごをつまみ、椅子に深く腰こしを下ろし、しかめっ面つらでゼストガを見ていた。机の前に立たされたゼストガは苦虫を嚙かみ潰つぶした上にその苦虫はおまえのせいで湧わいてきたのだと言われたかのような顔をして、上司の視線を受け止めていた。

「一週間で研究協力放ほう棄き五回、うち施設外への脱だつ走そう一回。器物破損と苦情は数え切れない。実験動物に勝手に餌えさをやられただの貴重な研究設備を壊こわされただの……今日はやっかいな虫を部屋で飼っていたそうだな？」

「……僕の意見を申し上げても？」

「いいぞ」

「舐められているとすれば、僕ではなく調査委員会全体です。拘こう束そく権限をください。軟禁ではなく監かん禁きんすべきです。彼女に従順な態度というものを教えるべきです」

「監禁は倫りん理り委員会からお許しが出ない。現状でなんとかやっていくしかない」

「それこそ無理です。そのうちとんでもないことが起こりますよ」

　グレイビルは驚おどろいたように、肉に埋うもれた小さな目を丸くした。

「予言者のようなことを言う」

「わかりきったことです。これは比ひ喩ゆでも誇こ大だい表現でもありません。あの人は自由にしておく限り際限なく問題を引き起こすんです。他ほかも巻き込むような問題です。被ひ害がいが他に及およばないうちに手を打たねば、委員会の存立に関かかわります」

　グレイビルは何か言いたげに口を開きかけたが、その時部屋にノックの音が響ひびき、返事の前にドアが開いた。

　駆かけ込んできた若い研究員は、顔面を蒼そう白はくにさせたままちらりとゼストガを見た。いいから話せ、とグレイビルに仕草と目で促うながされ、彼は震ふるえる声で報告した。

「実験中に対象の魔力が暴走しました。部屋の設備にも火がついて……消火が追いつきません！」

　グレイビルは顔をしかめ、外見に似合わぬ機き敏びんな動作で立ち上がった。ゼストガとちらりと視線を合わせると、半ばからかうように、半ば責めるように呟く。

「予言者め」

「僕のせいではありません」

　ゼストガはむっとした顔で反論して、グレイビルの後について部屋を出た。




《グリーンワードの魔導書》と呼ばれる大陸の魔力を統すべる四つの石板のうち、〈昼〉の石板が失われたのは、今から二百年前と言われている。それ以来大陸は一年の半分を雪に覆おおわれ、〈昼〉の魔力と、魔力を源とする〈昼〉の魔ま術じゆつは失われてしまった。

　リティーヤはその〈昼〉魔術を使える、おそらくは唯ゆい一いつの人間である。

〈昼〉の石板の所有者は〈昼〉魔術を使えるとも言うが、魔術が暴走しただの行使者も焼け死んだだのろくな記録が残っていないから、一応リティーヤが唯一、ということになっている。

　だが、使いこなせているわけではない。

　……たまには、暴走させたりもする。

　リティーヤは午後から魔力実験のために地下二階の実験室にいた。グレイビルとゼストガがそこに辿たどり着いた時には、炎ほのおと煙けむりはすでに広い実験室の中を席せつ巻けんしていて、魔術師たちは他の部屋に煙と火が移らないよう、部屋を隔かく離りするので精せい一いつ杯ぱいだった。

「空気の流れを遮しや断だんしました。真空地帯を作って……」

「わかった。合図をするから魔術を解け」

　グレイビルは脱ぬいだ上着を部下の一人に放ほうり投げ、シャツの袖そでをまくりながら、ついてきたゼストガにたぷんと揺ゆれる顎をしゃくった。

「衝しよう撃げき波はで吹ふき飛ばす。リティーヤの防護結界はおまえがやれ」

「わかりました」

　ゼストガは頷うなずいて開け放たれたドアの前に待機した。

　室内は充じゆう満まんする黒い煙と赤い舌のようにちらつく炎とで、魔術に守られた廊ろう下かからは異世界を覗のぞき込んでいるようだった。研究員たちは、炎自体は消火できてもリティーヤに近づこうとすると彼女自身の身体からだから炎が出てとても運び出せない、とかいう説明をしている。廊下が無事なのは魔術で空気の流れを支配し、部屋を他から切り離はなしているせいだ。それでも肌はだを舐めるような熱気は伝わってきて、ゼストガはわずかに顔をしかめた。

　熱気に目をすがめ、部屋の奥を見ると、作業台の奥、実験設備の間に、白い素す足あしがある。どうやらリティーヤは部屋の真ん中で立ちつくしているようだ。自分で生み出した〈昼〉魔術なら炎に傷つけられることもないはずだが、このままでは酸欠か一酸化炭素中毒か、とにかくいずれ死ぬだろう。ゼストガは彼女のために防護結界の準備をして、準備ができた旨むねをグレイビルに伝えた。

「よし、一、二、三！」

　愛あい想そも何もないグレイビルの合図があって、魔術で歪ゆがめられていた空気の流れが変わる。突とつ然ぜん新しん鮮せんな空気が入ったことで、室内の炎は爆ばく発はつ的に伸のび上がり、膨ふくれ上がり、ゼストガの方にも手を伸ばしてくる。

　だがゼストガは恐おそれず室内に唯一残る命──リティーヤに意識を集中した。彼女の周囲を守るように防護結界を張り巡めぐらし、炎と熱と黒い煙から彼女を守る、不可視の鎧よろいを現出させる。

　次の瞬しゆん間かん。

「はいや！」

　グレイビルが、気合いの声とともに右の掌しよう底ていを突つき出した。ぼんという爆発に似た音がして、部屋の中の炎という炎がかき消える。それだけではなく、部屋の中のあらゆるもの──実験器具も、重い作業台も、椅子も、放り出されていた白衣も、リティーヤを寝ねかせる寝しん台だいも、何もかもが部屋の奥の壁かべに一瞬で押しやられ、見えない掌てのひらでたたきつぶされたかのようにぐしゃぐしゃに壊れた。一部比ひ較かく的てき大きな形を残したものは壁を貫つらぬきめり込んだ。熱い空気も四散し、その代わり廊下や換かん気き口から新しん鮮せんな空気が吸い込まれる。

　その中で、リティーヤだけが、ゼストガの防護結界に守られ、元いた場所に立ちつくしていた──いや、糸の切れた人形のようにすぐ倒たおれた。

　ゼストガは他の魔術師とともに部屋に飛び込み、リティーヤのところに行って彼女を抱だき起こした。床ゆかはまだ焼け付くように熱かったが、彼女の周囲だけは温度が低いようで、倒れた皮ひ膚ふに火傷やけどの痕あともなかった。呼吸と脈みやく搏はくがしっかりしているのを確かく認にんして、ほっと息を吐つく。

「命に別状はありません。煙も吸ってないようです。無意識のうちに結界か何か張っていたのかもしれません」

「よし。治ち療りよう班、運び出せ。隔離室で様子を見る」

　グレイビルは指示を出すと、ごきりと首を鳴らして呟つぶやいた。

「鈍にぶったかな」

　口中での呟きを、リティーヤを運び出すために横を通りかかったゼストガだけが聞いていた。言われて振ふり返れば、高価な機器も重い作業台も跡あと形かたもなく、平等に砕くだけ散っていた。衝撃波は壁をえぐり柱にまでダメージを与あたえているようだったので、模様替がえでなんとかなるかは疑わしい。到とう底てい腕うでが錆さび付いた魔術師による術には見えなかったので、ゼストガはそうでもないと思いますよ、と答え、独り言のつもりだったグレイビルにいやな顔をされた。





４






　体液という体液が凍こおり付くような寒さの中、リティーヤは一人蹲うずくまる。

　自分の前を通り過ぎていく通行人を見ても悲しいだけなので、視線は下げる。自分のもたれかかっている階段を、投げ出された指先を、そうしてその指の上に降る雪を見つめる。

　最初は指に触ふれた途と端たん水になっていた雪せつ片ぺんは、いつの頃ころからか足がかりを作り、今やリティーヤの指は急速に雪に埋もれていこうとしている。

　体温が、失われていく。

　安あん寧ねいの中で、ゆっくりと、確実に。

　ため息を吐ついたら、呼気が、白く、ぬるく、指に触れる。感覚をなくしかけていた指が締しめ上げられるように痛んだ。熱い、と思った。火傷してしまう。

　指が突とつ然ぜん炎ほのおに包まれた。

「あ」

　声が上うわ擦ずる。怯おびえと驚きが思考を停止させ、リティーヤは自分を指から遠ざけようと後あと退ずさる。だがそれは自分の指だ、離れられはしないと気づいたのは炎が二の腕うでまで一息に包んでから。

「ああ」

　絶望に音をつけるように、

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　悲鳴を上げた。




　ひう、と息を吸い込んで目を開けた。

　目覚めて最初にしたのは自分の腕を叩たたくことだ。火を叩き消さなければ、それしか考えられなかった。

　だがそこに火の粉すら存在しないことに気づいて、一いつ瞬しゆんぽかんとする。理解はそれから訪おとずれて、ゆっくりと、震えながら息を吐く。身体の震えは恐きよう怖ふと安あん堵どのためばかりではなく、実際彼女はひどく寒かった。ベッドの中にいて、布ふ団とんを何枚もかけられているのに。

　そこは見知った部屋ではなかった。寮りようの自室でも、ここ一週間寝ね泊とまりしている研究センターの部屋でもない。ベッドと小さなテーブルを置けばいっぱいになってしまう小さな部屋で、実際そこにはその他には椅い子すが一脚きやくあるだけだった。テーブルの上にはランプがあって、灯とう芯しんを闇やみの中でじりじりと燃やし、椅子には知り合いが座っていた。

「…………」

　彼女は横たわったまま、無言で相手の端たん整せいな顔を見つめた。

　ゼストガは綺き麗れいに微笑ほほえんだ。

　リティーヤがうなされ、悲鳴を上げ、あるはずのない炎に怯えて自分の腕を叩くのを、彼はその澄すんだ灰色の目でじいっと見つめていたのだ。実験動物を観察するような、冷れい徹てつな目で。

「ひとでなし……」

　リティーヤの呟きはかすれて、ほとんど消え入りそうなものだったが、彼の笑えみはわずかに陰かげり、それでリティーヤは相手が自分の囁ささやきを聞き取ったのだと悟さとった。いつもは自分を痛めつけ笑っている彼が自分の囁き一つで傷ついた顔をしているのが妙みようにおかしかった。

　彼は謝罪のように、あるいは何か重要なことをごまかすように、手を伸ばしてタオルでリティーヤの汗あせを拭ぬぐった。額、頰ほお、首、と下がって、鎖さ骨こつの辺りまで。リティーヤは汗を拭うゼストガの手元から腕までを眺ながめていた。仕草やわずかな筋肉の震ふるえから、相手が多少なりとも緊きん張ちようして、自分の肌に直接触れないよう気をつけているのがわかった。そんな気き遣づかいやめてくれ、こっちまで緊張する、とリティーヤは漠ばく然ぜんと思い、その手や腕から視線を逸そらした。

　だがその途端、胸むな元もとに相手の両手が伸びてきた。

　見ると、はだけていた寝ね間ま着きの胸元を、ゼストガが丁てい寧ねいに直してくれていたのだった。

　直し終えると、彼は言った。

「体温が落ち着いたようなので、手当ての者は下がりました」

　静かな声だった。

「ちなみに二日寝てましたよ、あなた」

　ぼんやりと霞かすみがかかっていた頭に、事態がゆっくりと浸しん透とうしていく。

「……あたし、それじゃ魔ま術じゆつ……！」

　跳とび起きようとするリティーヤの肩かたを押さえて、ゼストガは言った。

「そうです。実験中に〈昼〉魔力を暴走させたんです。そのときの状じよう況きようを覚えていますか？」

「確か、ベッドみたいなのに寝かされて……とりあえず寝てもらいます、その間に検査します、って言われて……夢を見たような気が」

「夢ですか」

「昔の……夢を、って、あれ」

　リティーヤは頰に手を当てた。視界が揺ゆらぐ。泣いているのだ。

「何か、すごく」

　夢を見て味わった感情が舌の上に蘇よみがえり、胸を押さえる。吐き気がする。震えが大きくなる。

「リティーヤさん？」

「あ、あたし」

　自分の身体からだの中で起こっていることを、リティーヤは一人理解する。この感覚には覚えがある。身体の奥からこみ上げてくる熱いもの。暴力的な衝しよう動どう。感情を揺さぶられ、リティーヤは自分を保てなくなる。

〈昼〉魔術を使う時と、同じ感覚だ。

「だめ、抑おさえが……」

　シーツを摑つかんだ指先から火花が散った。

「リティーヤさんっ！」

　ゼストガの手が腕に食い込む。その感かん触しよくにすがろうとしたが、ダメだった。

　このままではゼストガを巻き込む。

「逃にげ、て……！」

　リティーヤはゼストガの胸を押した。

　彼は──。




「もう一度説明してくれ」

　グレイビルは資料室じみたいつもの部屋で、奥まったところにある椅子に埋うもれるように腰こし掛かけていた。両手の指を組んで乱雑に散らかった机の上に置いている。

　その前に立たされている研究員は、緊張した面おも持もちで、たった今話したことをもう一度繰くり返した。

「実験は第三段階に入っていました。我々は彼女の経験と魔ま力りよくに何らかの関連性がないか確かめなければなりませんでした。彼女を眠ねむらせ、外部から〈昼〉魔力を刺し激げきし、その刺激への反応から、関連する過去の記き憶おくを見つけ出そうとしたのです。実験は第四実験室で行われ、開始から五分後に最初の刺激を与えました。反応が出たのは十分後でしたが、反応の出方が不安定で、もう十分刺激を与え続けました」

「で、なんだかんだで計三十分か」

「はい……」

「それで、リティーヤは魔力を暴走させたわけだ。では目覚めてから再び魔力を暴走させたのは何な故ぜだ？」

「隔かく離り室での検査の結果を見た限りでは──」

　研究員はごくりとつばを飲み込んで続ける。

「確かなことは言えません。しかし、感情への刺激や過去の記憶の反復が魔力に刺激を与えています。これは実験前には見られなかったことです」

「ああ、うん、つまりだ」

　グレイビルはたぷんと身体を揺すって、椅子の背に身体を預けた。特注の椅子がぎいいときしむ。

「うちの実験のおかげで、リティーヤは昔のことを思い出したり感情が昂たかぶったりすると〈昼〉魔力が勝手に刺激され、魔力を暴走させてしまう危険性があるようになった、と。俺はロードマスターだのヤムセだのにそう説明しなけりゃならんのか、おい？」

「ま、まだ可能性の話です。断定は……」

　だん！

　グレイビルの拳こぶしが分厚い樫かし材の机を叩き、研究員の口を閉じさせた。

　その激しい怒ど気きが、部屋全体の空気をびりびりと震わせているようだった。

「処分が決まるまで謹きん慎しん」

　研究員は、真っ青な顔で、がくがくと震えながら、それでも抗こう弁べんした。

「じ、実験は認可を得て……」

　ついにグレイビルは目をカッと見開き、怒ど鳴なった。

「おまえは、規定の三倍の時間あの娘の魔力に刺し激げきを与あたえていたんだ!!　責任は取ってもらうぞ！」

　研究員は逃げるように部屋を出て行った。

　ドアが閉まるのを見届けて、グレイビルは、忌いま忌いましげにもう一度机を叩いた。

「……そういうわけだ。他言無用。本人にも言うな」

　ドアを閉めたゼストガが、少し訝いぶかしげに言った。

「うちで預かっている限り、問題はもみ消せますよ」

「返す時に困る」

「返すつもりなんですか？　ロードマスターを抑えられれば、あの研究室も恐おそろしくは……」

「ロードマスターを抑えておけるのは一時的なものだ」

「……しかし、こちらにはそれなりの証しよう拠こだってあるのでしょう？」

　グレイビルはたるんだ顎あごを撫なでながら、低く唸うなった。

「ある。が、何らかの方法で握にぎりつぶされる可能性が高い」

「どうやって……」

「内ない偵てい中でしたとかなんとか言って任務をねつ造するか、証人を消すか。あの人をどうにかするには、もっと……決定的なものを摑まなければならない。あの人には、とんでもない秘密があるはずなんだ。今なら、それを──」

　グレイビルの目は彼自身の頭の中を覗のぞき込むように宙を見つめている。

　不意にその目がゼストガを見る。

「とにかく、リティーヤについては時間を稼かせいで調べられるだけ調べてしまうぞ。多少の失敗は仕方ない。今回のことは運が悪かった。治ち療りようを試みるが、無理なら実験以外であの娘むすめが何らかの問題を起こしてしまったとかなんとか──あるいは正規の実験中にこういうことになってしまったとか、こじつけてごまかすしかない」

「…………」

「なんだ、何か言いたげだな」

「……いえ」

　ゼストガは軽くかぶりを振ふる。

「魔力の暴走に関してはどうします？　隔離室では実験も進みません」

「魔術封ふうじだな。ちょいと強力めのやつを使おう。研究班の人間に行かせるから、おまえは少し休め」

　ゼストガは訝しげにグレイビルを見た。

「まだ昼間です」

「隔離室であの娘のこと看みてただろう」

「……他ほかの仕事で治療班が人手不足だったので……」

「二度目の暴走の時にはやけども負っただろう。ああ、後な、あの娘はウィンドフィールズ研究センターに移す。ここの設備は壊こわされたからな。復旧を待つ時間はないし。おまえも用意しておけ。出発は二日後」

「……はい」

　ゼストガはそれ以上グレイビルに話をするつもりがないのを見て、一礼して部屋を出て行こうとした。

　ドアノブに手をかけたところで、声がかかる。

「あんまりいいことないぞ」

「は？」

　振り返ると、グレイビルは大きな机の向こうで大きな身体を小さくして、何か資料を読んでいるようだった。

　資料から目を上げることなく続ける。

「調査対象に深入りしたってな」

　ゼストガは、一いつ瞬しゆん固まった後、苦々しくため息をついた。

「…………あなたまでそういうことを…………」

「ん？」

「失礼します！」

　相手にそれ以上一言も言わせず、ゼストガは部屋を出た。

　一人残ったグレイビルは、ストーブのせいで滲にじみ出てきた首の肉の間の汗あせをハンカチで拭ぬぐう。

「まったく、困ったもんだ……」

　それからストーブに視線を移すと、一睨にらみで炉ろ内ないの火を消した。




　昼時だった。

　リティーヤは最初にきょとんと目を丸くして、小首を傾かしげた。

「……魔術封じ？」

　そうです、とゼストガは頷うなずいた。

　そこはここ数日リティーヤが入れられている隔離室で、彼女は椅い子すに座って昼食を摂とっていて、ゼストガはその向かいに立っていた。

「魔力が不安定です。以前古王国で魔力を暴走させましたね？　うちの研究班の話では、あれがきっかけになって、魔力を安定させている構造に何らかの傷を負ったのかもしれないとのことです。治療しますが、その間は魔術封じをさせていただきます」

「ちょ……何とんでもないことさらっと言ってんですかゼストガさん。あたしから魔術取ろうってことですか？　構造に傷を負った、とか言ってますけど、それ治らなかったら──」

「魔術封じをしたまま外で生きるのと、この部屋で一生を終えるのとどちらが良いんですか？」

　リティーヤは絶句してフォークからイモの蒸むしたものを落とした。

　ぱくぱくぱく、と何度か口を動かして、やっと言葉を出す。

「可哀かわい想そうなくらい冗じよう談だん下へ手ただ、ゼストガさんて……」

「冗談ではありません」

「いや待ってくださいってゼストガさん、それってどう考えてもおかしいですよね!?　だって古王国で魔力暴走させたのって、もうひと月前になりますよ？　それでどうして今いま更さら影えい響きよう出てくるんですか。あたしが魔力暴走させたのだって実験中のことだし、ふつーに考えれば実験の影響……」

「リティーヤさん」

　ゼストガは微笑ほほえんでいた。ゼストガの笑うタイミングがリティーヤにはよくわからなかった。半年付き合ってきて、まあ笑え顔がおの多い男だとは思ってきたが、何もこんなタイミングで笑わなくたって良いものを。

「魔力を人間がどうコントロールしているかという機能的なところは、まだ謎なぞが多いんです。すぐに表に出なくて、ある時突とつ然ぜん、そう、ひと月後に影響が出ることだってあるかもしれませんよ？」

「あ、あーりーえーませんっ」

　リティーヤは立ち上がってテーブルを叩たたいた。食器ががしゃんとぶつかって鳴った。

「なんで!?　そっちの実験のせいでしょう？　おとなしく協力してたあたしが魔術封じされなくちゃいけないなんて！　絶対変です！」

「おとなしく協力してる人間は脱だつ走そうはしませんよ。今日も部屋の鍵かぎ壊したそうですねえ」

「うぐっ、それは今週ずっとこの部屋で息が詰つまったから……っ、ご飯だってこんなところで！　あたしだってそろそろカフェのスペシャルパフェが食べたいんです！」

「魔術封じを受け入れたら食べられますよ」

「……っ！　話にならない！　ほんとにこれって上層部の許可得てるんですか!?」

　ゼストガが腰こしに手を当て、困ったように小首を傾げる。

「どういう意味です？」

「そのまんまです。魔導書調査委員会の暴走じゃないかってことです。あたし、後でうちの先生に何もかもしゃべりますよ。そんで許可出てなかったってわかったら、そっちだって絶対タダじゃ済まなくなります」

「言っておきますが、研究室は当分閉へい鎖さですよ。もしもロードマスターへの疑ぎ惑わくが晴れたらリティーヤさんもヤムセさんにもう一度会えるでしょうが……」

「晴れます。だから会えます」

　ぴくり、とゼストガの表情が動く。リティーヤは挑ちよう発はつ的に腕うでを組み、笑みを浮うかべた。

「絶対に、会えるんです。迎むかえに来てくれるんです。でもって魔導書調査委員会の陰いん謀ぼうとか何だとかそういうのぜーんぶぶち壊しちゃうんです。あたしと、先生と、バドさんと、テヨルさんと、あと会ったことないけどロードマスターとで」

「リティーヤさん」

「だから怖こわくなんかないんです。あたしは研究室に戻もどるんです。だって研究テーマだって決めたところだし、家族だって捜さがさなきゃだし、虹にじドロさんだって」

「リティーヤさん」

　ゼストガは途と方ほうに暮れたような顔でリティーヤを見て、それからふいと視線を逸そらした。

「僕、出てましょうか」

「はい？　なんでですか。そりゃゼストガさんは基本目め障ざわりですけどっ」

「じゃ、そばにいた方がいいんですね？」

「…………、やっぱり出てってください」

　リティーヤは我が慢まんが限界に達しそうなのを意識しながら、精せい一いつ杯ぱい強く言った。

　だが、一瞬遅おそかった。

　視界がぼやけていく。

　慌あわてて上を向いて、原因物質が零こぼれないようにした。こんな男の前でそんなもの見せて堪たまるか、と歯を食いしばる。震ふるえて掠かすれた声なんて出すものか。

「あ、あたしは全然あれです、平気です。こんなのなんでもないんです。絶対すごい魔ま術じゆつ師しに、虹ドロさんみたいな、すごい魔術師になるんですから、こう、ほら、こんなの、全然、へい、き……」

　たとえ二週間ずっとこの研究センターの地下で暮らして、毎日実験だの検査だので過ぎていって、せっかく決めた研究テーマにほとんど手をつけられなくて、おまけに二度も魔力を暴走させて出てきた結果が魔術封じでも。

　それでも弱っているところなど見せてはならない。周りは敵だらけ、前から知っているゼストガだって何を考えているかわかりはしないのだ。

「……さすがに魔術封じはあなたの意志を無視してはできません。後々問題になります。だから受け入れてください」

　ゼストガは視線を逸らしたまま言った。

「やだ……」

「受け入れてください」

「でてけっ」

「スペシャルパフェ食べましょう」

　リティーヤは上げていた顔をゼストガの方に向けた。驚おどろいたせいで、涙なみだはぎりぎり、目の縁ふちにとどまった。

　ゼストガは虚こ空くうに視線を留めて、ゆっくりと言った。

「中央食堂横のカフェのスペシャルパフェでしょう？　魔術封じして、あれ、食べに行きましょう。許可は僕が取ります」




　リティーヤは盛大に泣いていた。

「だいたいっ」

　涙も拭ふかず、洟はなを啜すすりながらパフェにスプーンを突つき刺さしては、アイスクリームを掬すくって口に運ぶ。

「あたしだって《学園》の学生さんなわけですよ！　学ぶ権利とかですね、あるんじゃないかなって思うんです！」

　真っ赤に染まった鼻だとか、泣きはらして膨ふくれた瞼まぶただとかを眺ながめながら、ゼストガはその向かいで同じくパフェをつついていた。こちらはもう少し、上品に。

「はあ、リティーヤさんの口から学ぶ権利なんて言葉が出てくるとは世も末ですね」

「ふーんだ、あたしだって別に好きじゃないですけどねっ」

「あ、好きではないんですね」

「でも、立派な魔術師になりたいし、それに、最近は知りたいこととか、考えたいこととか……目標かな？　そういうのもできたし」

「どんなことですか？」

「キツネですよ、人類に魔術を与あたえた──」

　小さなフォークをリンゴに突き刺す。

「それはまた大きく出ましたね」

「ふふん、ゼストガさんは人間がちっさいんですから」

　リンゴをかみ砕くだき飲み下し、やっぱり洟を啜る。

「ところで、リティーヤさん」

「は？　なんですか」

「これ、ちょっと恥はずかしいんですけど、こう……泣くならよそで泣きません？　せめて室内で……」

　ゼストガは周囲をちらちら見ながらリティーヤにそう囁ささやく。

　彼らは、カフェのテラス席をわざわざ使っていた。

　寒風吹ふきすさぶ中テラス席など使っているのは彼らだけだ。パラソルは閉じられ使われていなかったそこを、リティーヤが無む理り矢や理り使うと主張して居座ったのだ。その上パフェを食べながら大泣きしている。

　当然、通行人の視線も、店内の客と従業員の視線も、集中している。

「研究センターでなんか泣きたくないですもん」

　リティーヤはきつく巻き付けたマフラーの上でもぐもぐと口を動かしながら言った。

「あんなところで泣くなんてそれこそ調査委員会の思うつぼじゃないですか。そんなのやですよーだ」

「別に僕たちはあなたを泣かせたいわけでは……」

「でもあたしが弱って抵てい抗こうできなくなった方が嬉うれしいでしょう？」

「それはまあそうですけど。あなたちょっとうるさすぎますし」

「あたしは抵抗しますから」

　もごもごと口を動かし、飲み下し、また口に運ぶ。

「あたしは、あたしにできるベストを、どこにいたってやってやります。そんで、あ、やっぱりこいつは研究室戻してちゃんと研究させた方がいいなって思わせてやります。こんな人材をただの人体実験で終わらせるなんてもったいない、って思わせてやるんです」

「はあ……あなたのベストには鍵かぎを壊こわしたり器具を壊したり脱だつ走そうしたりっていうのも入っているんですね」

「だってそっちの言うことばっかり聞いてたら研究時間取れないんですもん！」

　リティーヤはスプーンを置いて、パフェの器うつわを手に持ち、溶とけたアイスとクリームを喉のどの奥に直接流し込んだ。

「汚きたない……」

「ゼストガさんそれ食べないならもらいますよ」

「寒いんですよ。まああげてもいいですけど」

「あ、その前にトイレ」

「……また脱走するつもりですか」

「今日はしません。ついてきたら大声出して変態扱あつかいしますよ」

　リティーヤは涙とクリームで汚れた顔をナプキンで拭ぬぐってから席を立った。




　リティーヤは結局トイレから戻ってくるとまた泣きながらゼストガのパフェをつつき、さらにもう一つ注文して綺き麗れいに平らげ、カフェを出た。

　日が暮れるのはもうずいぶん早く、雲はあかね色と藍あい色に染まって、透すき通ったような色の空に漂ただよっていた。

　リティーヤはまだ鼻をぐすぐす言わせ、たまにしゃくり上げていたが、その理由は主に腹痛だった。

「さ、さすがに食べ過ぎたよぉ、ゼストガさーん」

「それは自じ業ごう自得です」

　ゼストガは冷たくあしらった。

「ゼストガさん、あたし知ってますよ」

「何をですか」

「この後研究センター戻らないで、そのままどっか北の方行くんでしょ、あたし」

「…………」

　ゼストガはリティーヤの斜ななめ後ろを歩いていて、互たがいに表情は見えなかった。影かげだけが長く続いていた。

「研究班の人があたしの荷物整理してるの見ました。えっと、荷物札が……ウィンドフィールズ研究センター？　そこ、遠いんですか」

「……北部です。《学園》からは汽車で一週間かかります」

「ふーん。じゃあしばらく食べ納めだったんだ。良かった、食べておいて」

「……おなか痛くなるほど食べなくてもいいと思いますが」

「へへん」

《学園》本部を南北に貫つらぬくメインストリートを南下しながら、リティーヤは鼻で笑った。涙の最後の一ひと滴しずくを指で拭う。

「よし」

「気合い入れて何する気ですか」

「悪いこと考えるんです」

「どんな」

「わかんないですけど。ほら、感情の発散方法として、なんかゼストガさんたち困らせちゃおうかなって。ストレス溜たまっちゃうし」

　リティーヤは言いながら、鎖さ骨こつの間を服の上からまさぐった。指先に当たる硬かたい感かん触しよくは魔ま術じゆつ封ふうじのためのネックレスだ。これをつけている限り、リティーヤは魔術を使えない。

　ふと、進行方向から歩いてくる幾いくつかの人影に気づく。

《学園》のコートを着込み、腕わん章しようを巻いた男女。

　魔導書調査委員会──。

　男女の背後には、数台の馬車が停とまっているのが見える。

　リティーヤはそっと息を吐はいて、立ち止まった。

　これから、あの馬車に乗ってそのなんとか研究センターに行くのだ。

　最後に、暮れかかった空を見上げて、背後を振ふり返った。

　煉れん瓦がの、石造りの、古く、新しい建物たち。広大な試験農場、牧場、尖せん塔とう、それから鐘かねの音。

　それらを脳のう裏りに焼き付けてから、リティーヤは前に向き直った。




　中央食堂脇わきのカフェ。

　ヤムセが駆かけつけた時、すでにリティーヤはそのカフェにいなかった。

　リティーヤをカフェで見たという知人の言葉で飛んできた彼は、荒あらい息を吐いて、店の入り口に立ち止まったまま、店内をもう一度見た。談だん笑しようする魔術師たちの中には若い者も老いた者も男も女もいたが、リティーヤの金きん髪ぱつはどこにも見えない。

　リティーヤが魔導書調査委員会に連れて行かれてから、二週間が経たっていた。

　ヤムセは勿もち論ろんその間も内部調査局の事情聴ちよう取しゆを受けながらロードマスター捜さがしを続け、今ではその居場所を数カ所にまで絞しぼり込んでいた。これからそれぞれの場所に応じた指定の手段でもって──鳩はととか、電信とか、手紙とか、色々だが──連れん絡らくを試みようというところだった。

　そこへ、知らせが入ったのだ。

『カフェで泣きながらパフェ食べてる子いたけど、あれおまえのところの子じゃないか？』

　リティーヤのいないカフェを見み渡わたしたヤムセは、黙だまってきびすを返した。仕事は幾らでもある。ロードマスターと連絡を取って、戻もどってもらえば状じよう況きようは動く。逆に言えば、内部調査局や魔導書調査委員会の上層部の関かかわる問題である以上、ロードマスターが戻らない限り事態が好転することはない。ヤムセたちにできるのは、時間を稼かせぎ、その間にロードマスターを捜すことなのだ。バドは連日内部調査局の事情聴取に応じて、テヨルは各方面を走り回って少なくとも現在の状況がこれ以上悪化しないよう──欠席裁判でロードマスターの有罪が確定したりしないよう、手は打っている。

　それでも、自分が仕事を中断し、呼吸を乱す程度には全力でここに駆けつけたことに対して、ヤムセは感かん慨がい深く思っていた。なるほど、自分も丸くなったものだ、と。

「あの」

　店員に声をかけられ、立ち止まった。

　ヤムセは甘かん味みのためにカフェ通いを日課のようにこなしており、この店でも常連だった。店員とも勿論顔見知りだ。

　その顔見知りの男性店員が、ためらいがちに彼にそうっと声をかけてきたのだ。

「これを預かってました」

　店員が他ほかの客の視線を気にしながらヤムセの手に何か握にぎらせる。ヤムセは感謝の気持ちを込めて相手の目を見、店を出た。

　店の裏手で、渡されたものを見た。

　それは小さく折りたたまれたナプキンの切れ端はしで、チョコレートとおぼしきものがこびりついていた。

　ひっくり返して、ヤムセはそれがただの汚よごれではないことに気づく。




『ウィンドフィールズ研究センター』




　それは、ナプキンにチョコレートソースで書かれた、文字だった。
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　空間転移魔術、あるいは長ちよう距きよ離り移動魔術といったものは今の時代にはすっかり使い手を失ってしまい、《失われロストた魔術・アート》と呼ばれている。

　その理由を、かつてロードマスターはこう説明した。

『便利すぎたんだ』

　バドの淹いれた茶に優ゆう雅がな仕草で口をつけつつ、物もの憂うげな目を虚こ空くうに向ける。

『敵の懐ふところに一度に大量の兵士を送り込めてしまう。《ヘビの一族》は防備のために大陸のあちこちに編み目のように魔術の障しよう壁へきを張り巡めぐらし、自分の領地への侵入を制限した。その結果、転移なんかしようものなら障壁に引っかかって、見知らぬ土地に飛ばされてしまうのがオチ、という事態になったわけさ』

　冬の日だった。暖だん炉ろには火が入れられ、暖かで清潔なバドの書しよ斎さいは心ここ地ちよかった。

　ヤムセもテヨルもくつろいでいた。ただ一人、バドだけは別だった。

　彼は不ふ機き嫌げんを丸出しにして言った。

『講義は結構ですが、なんだってあなたは俺の部屋に入り浸びたりなんですか』

『だって過ごしやすいもの』

　それはそうだろう。ヤムセもテヨルも特に何も言わなかった。何しろ、ロードマスターの部屋ほど散らかっていて汚きたないものを彼らは見たことがない。何もかも──貴重な書しよ籍せきも、発はつ掘くつ品も、やくたいもない土産みやげも、一いつ緒しよくたになっているのだ。

『研究室はストーブ壊こわれちゃったし……そうそう、それでね』

　ロードマスターは満足そうに茶をこくりと飲み込み、続けた。

『障壁は大陸中に張り巡らされた。でも《ヘビの一族》は同時にその障壁を避よける方法を編み出した。要は障壁の配置だ。それさえわかっていれば、避けていける。で、作り出されたのが、《道ガイド標ポスト》。これに術者と魔ま力りよく的なつながりを持たせて──契けい約やくっていうんだけど──目的地の安全な場所に配置しておく。そうすると、目的地へ移動魔術を使う時、《道標》が術者に安全なルートを教えて、導いてくれるんだ』

《道標》の存在はヤムセらも知っていたが、詳くわしくはない。良い機会だと思ったのだろう、テヨルが思案げに尋たずねた。

『その……もしも、《道標》が、土の中とか、海の中とか、危険な場所にあったら、術者はどうなるんですか？』

『あ、それは気づくよ。《道標》の主、つまり《道標》と契約した人間のことだけど、そういう人間は、《道標》がどこに、どういう状態であるかわかるんだ。移動魔ま術じゆつを使ったら危険だ、って時は使わなければいいんだよ』

　テヨルの問いにロードマスターはそう答えた。

『ただ、問題もある。《道標》は、常に一人の主にしか反応しない。主以外の者がその《道標》を使おうと思ったら、前の主より大きな魔力で契約し直さないといけないんだ。《道標》はまだ人類の技術では作り出せないから、《ヘビの一族》の遺い跡せきから出たものってことになるんだけど……《ヘビの一族》の方が人間より魔力はずうっと強いんだよね。それをひっくり返して契約結べるような人間、そうそういるわけないよ』

『まあ、あなたぐらいのものでしょうね』

　おべっかでもなんでもなく、バドがそう言った。おべっかを言う人間は、普ふ通つう苦々しい顔はしていない。

『ん。まあ、そうかもね』

　相手も、なんでもないように頷うなずいた。

　ロードマスターは本名ではない。

《道程ロードの主マスター》。

　その名の由来は色々に言われているが、真の理由は長距離移動魔術の使い手だからだ。本人に言わせると空間転移魔術と長距離移動魔術は異なるらしいのだが、とにかくそういった魔術の使い手としての尊そん称しようである。

　現存が確かく認にんされている唯ゆい一いつの《道標》は学内にあって、彼はその主なのだ。

『それで、いったい本題は何なのです？　皆みな忙いそがしいのですよ』

　バドのきつい言葉に、ロードマスターは、うんと頷いて言った。

『新しい《道標》見つけたんだ』

　…………。

　ヤムセは口に含ふくんでいた茶を噴ふき出した。バドは顎あごが外れそうなくらい口を開けて悲鳴を上げる寸前で固まった。ロードマスターとの付き合いが一番長いテヨルは、一人平然と、へえ、どこで見つけたんですか、と訊きいていた。

『すごいでしょう？　あ、でも、これは評議会には内ない緒しよ。取り上げられちゃうからね』

　くすくすと上品に笑って、《道程の主》は茶を飲んだ。




「交信できたよ、ヤムセ！」

　テヨルがドアを開けるなりそう叫さけんだ。ソファで横になっていたヤムセは跳とび起き、身体からだの上にかけていたコートを床ゆかに落とした。

　そこはバドの私室だった。

　正魔術師に与あたえられる部屋は学生のそれとは違ちがって、どれも相当広く快適だ。バドの私室も幾いくつもの部屋に分かれていて、ヤムセがいたのはそのうちの書斎だった。使い込まれて赤く輝かがやく机と腰こしを優やさしく支える革かわ張りの椅い子す、主の使いやすいよう整せい頓とんされた書しよ架か、ちり一つない床に敷しかれた毛足の長い絨じゆう毯たんと暖かな火を灯ともす暖炉。主の神経質な性格を想像させる部屋だったが、今はその主は呼び出しを受けて部屋を空けている。昨夜から調べ物に書斎を使わせてもらっていたヤムセは、そのままソファで仮か眠みんを取っていたのだ。

　ヤムセは落としたコートを拾い上げると、袖そでを通しながら部屋を出た。

「ロードマスター本人ですね？」

「ああ、あたしが確認した。北部にいた連れん絡らく担当官に接せつ触しよくしてきたんだ」

「コール兄弟ですか」

「そ。弟の方。今兄貴の方がこっちにいて交信してる。あたしはこの後会議だから、あんたが話してくれ」

　テヨルとヤムセは足早に宿舎を抜ぬけて、通りに停とめていた四輪馬車に向かった。

　馬車まで十歩ほどの距離に迫せまった時、突とつ然ぜん──。

「うるさいな、そっちはそっちでなんとかしろ！」

　馬車からそういう声が飛んできた。中にいる人間が怒ど鳴なっているのだ。ヤムセは声の大きさに顔をしかめ、テヨルに囁ささやいた。

「相変わらず仲悪いんですか、あそこは」

「あれがコミュニケーションなんだよ」

　テヨルは囁き返し、勢い良く馬車のドアを開けた。

　そこには、一人の男が座っていた。

　驚おどろくほど細い、枯かれ枝をつなぎ合わせたような身体を、《学園》のコートに包んだ男だ。右耳を手で押さえ、右目に眼帯を当て、左目を細く開け、虚空に向かって怒鳴り続けている。

「俺だってすぐに出立しないとまずいんだ、自分だけが強しいられているとは思うな、この野や郎ろう！」

　すさまじい怒ど気きだが、男は一人だ。馬車に他ほかに人はいない。

「コール兄！」

　テヨルが大きな声で名を呼ぶと、男はびくんと肩かたを震ふるわせ反応した。左目をテヨルに向け、ああ、とほっとした顔を見せる。

「やっと来たか。今弟と話していた。ロードマスターが暇ひまをもてあましているからさっさと用件を済ませてくれとのことだ。俺も汽車の時間がある」

「わかってるよ！　ロードマスターに状じよう況きようは伝えてくれたんだね？」

「とっくに」

　コールは細い肩をすくめてみせた。

　ロードマスターとコール兄弟の弟の方は、今《学園》から汽車と馬車で一週間かかる北部にいる。それでも連絡が取れるのは、コール兄弟の魔術のおかげだ。彼らは双ふた子ごの連絡担当官として、遠えん隔かく地ちでも兄弟間で視覚と聴ちよう覚かくを共有し、ほぼ完全な意思疎そ通つうをはかることができる。コール兄は今眼帯の向こうで弟の見るものを見ているし、右耳では弟の声を聞いている。コール弟の方も同じだろう。いったいどういう魔術なのか詳しいことは本人たちにもよくわかっていない。使い魔まを使し役えきする魔術をいじっていたら偶ぐう然ぜん開発してしまったとかで、理論の方はさっぱり判明していないのだ。

　ともあれ、彼らは、電信などの連絡手段のない僻へき地ちにいる魔術師に《学園》の命令を伝える伝令としての役割も担にない、非常に重宝がられている。

　ヤムセはコールに言った。

「それで返答は──」

「ダメだ、時間がない。馬車に乗れ、移動しながら話す」

「ヤムセ、任せたよ。あたし禁域会議なんとか引き延ばしてるからっ」

　テヨルはヤムセを馬車に押し込むと、勢い良くドアを閉めた。ヤムセがコールの向かいの座席に乗り込むと、コールはすぐさま御ぎよ者しやに声をかけ馬車を出させた。

　ヤムセはあらためて尋ねた。

「それで返答は」

「『やだ』」

「……は？」

「やだ、だそうだ」

「待ってください。本当に伝えたんですか？　今告発されているから、すぐに戻もどってくれ、と」

「伝えたよ。あんたのお弟で子しさんが──リティーヤとか言ったか？　その娘むすめが大変だからすぐ戻れ、だろう？　全部伝えた。答えは『やだ』だ」

「…………」

「おい、俺に当たるなよ!?」

「まだ何もしてません」

「しそうな目で見ていたじゃないか！」

「とにかく──何な故ぜ嫌いやなんですか」

「『忙いそがしい』」

　コールが右耳を押さえ──右耳で弟が聞いているものを聞く時の彼の癖くせだ──再びロードマスターの言葉を伝えた。

「『手が離はなせない。おまえらもっと時間稼かせげ』だそう……うっ、やめっ、胸むなぐらを摑つかむなっ！」

「説得してください」

「わか、わかったから放せっ！」

　ヤムセは座席に座り、コールを解放した。

　コールは自棄やけになった様子で再び右耳を押さえ、虚こ空くうを睨にらみつけて怒鳴った。

「チッ──聞いてたな、我がクソ弟！　兄貴の命が惜おしかったらロードマスターをどうにか説得し──あ？」

「なんです」

「ばっか野郎！」

　突然、コールは怒鳴った。

「そんなこと伝えたら俺が殺されるぞ！　愛する兄貴が死んでもいいのかおまえは！」

「……いいから伝えてください」

　コールは息を吞のんだ。ヤムセは眉み間けんに皺しわを寄せ、目を細め、コールを間近に見つめていた。まるでコールの向こうにロードマスターその人がいるかのような、殺意のこもった目で。

　コールは馬車の座席に背をくっつけ、できる限りヤムセから距離を取って叫んだ。

「わ──わかった、でも俺のせいじゃねえからな！」

「わかっています。どうぞ」

　コールは目の前の男に捕つかまった不運を呪のろいつつ、ロードマスターの言葉を伝えた。




「僕宛あてに何故か荷物が届きました」

「ほえ？」

　リティーヤは部屋に最初から用意してあった茶をポットの中に投入しつつ顔を上げた。顔を上げた拍ひよう子しに手元が乱れて、茶葉がテーブルの上にばさっと落ちた。

　ウィンドフィールズ研究センターでリティーヤに与えられた部屋は職員宿舎の一角にあって、ずいぶん快適だった。寝しん室しつと居間が分かれており、実験のない午後は居間で茶かコーヒーを淹いれるのがここ一週間ほどの習慣になっていた。

　その日も実験は午前で終わり──以前魔ま力りよくを暴走させたことから、研究班はかなり慎しん重ちようになっている──リティーヤは居間で茶を淹れていた。

　そこへ現れたのが、ウィンドフィールズにもついてきたゼストガだ。

「僕はこのセンターに来ることは誰にも言ってません」

「はあ」

　だからなんだというのだろう。リティーヤはぽかんと口を開けてゼストガを見た。

　ゼストガはストーブのそばの長なが椅い子すに腰こし掛かけ、不ふ機き嫌げんそうにリティーヤを睨んでいる。

「僕だけじゃありません。研究班の人間だって勿もち論ろん誰も言ってません。上層部の許可は取ってますが、移動時の警護だとかなんだとかいう問題もあるので、できるだけ秘密にしてきたんです。それなのにどうしておまえ宛に荷物が届くのだと僕は一通り詰きつ問もんされました」

「はあ。えーと、それは災難でしたね」

「ええおかげさまで」

「？」

「リティーヤさん。しらばっくれないでください。荷物はバドさんの名前で届いたんです」

「……あ」

　リティーヤは事態を理解した。同時に笑い出したくなるのを必死で抑おさえる。

「何嬉うれしそうな顔してるんですか！　いいですか、僕の気苦労少しは理解してください！　研究班とはただでさえそりが合わないのに……」

「へー、あ、そおなんですかあ、バドさんから……えっへっへ」

「勿論中は拝見しましたよ！　何しろ僕宛ですからねっ！　でも僕ではどうしようもない代しろ物ものばかりでしたので、リティーヤさんにお渡わたしします」

　それでゼストガの足あし下もとに荷物の大きな包みが二つも転がっているのか。

「うっふっふ。うーん、それじゃあ仕方ないですねえ、荷物はあたしがいただきます」

　リティーヤはにやにや笑いを堪こらえきれなくなった。それを見てゼストガはますます不機嫌になる。

「リティーヤさん宛ではなく僕宛にする辺り、安全面のこともちゃんと考えてくださっているとも言えますし、悪意が滲にじみ出ているとも言えますが……」

　ヤムセらは、リティーヤのヒントで彼女が別の研究センターに移されることを摑んだ。そうして、自分たちはしっかりそのことを知っているぞ、妙みようなことをするなよ、と釘くぎを刺さすため、また、実際的な問題としてリティーヤに荷を届けるために、この研究センターへ荷物を送りつけてきたのだ。リティーヤ宛ではなくゼストガ宛にしたのは、リティーヤがこのセンターにいるとよそに漏もれるのを防ぐためだ。受取人に選ばれたゼストガにしてみればとんだ災難だ。

「んじゃ、早さつ速そく開けていいですよね、これ」

「はいはい、どうぞ」

　リティーヤは大急ぎで荷ほどきにかかった。ゼストガの言葉通り荷に紐ひもは一度解かれた跡あとがあるが、その後部屋に運ぶためだろう、もう一度簡単に荷造りがされていた。

「あっ、これ寮りようの部屋に置いてきちゃったペンだ！　良かったあ、入れてくれたのテヨルさんかなあ。いっつもなんだかんだで気つかってくれるもんね。あー、こっちはドロップの缶かん！　先生だろうなあ、これは」

　リティーヤは出てきたものを一つ一つ確かめては、けらけら笑った。

　その笑えみが、はっと凍こおり付く。

　一枚のメモを探さぐり当てたのだ。

　メモの一段目には、神経質なまでに丁てい寧ねいかつ、やや角張った特とく徴ちよう的な筆跡で、『課題リスト』とあった。

「バドさんの鬼おに……」

「講義に遅おくれないよう指導してくださっているんですからありがたいと思いなさい」

　良い先せん輩ぱいではありませんか、と言って、ゼストガはうんざりした顔のリティーヤを鼻で笑った。ちなみにメモの下からは課題用に、あるいは研究用にと送られた本、資料などが大量に出てきた。

「ま、そりゃこんななんにもないところで、あたしもゼストガさんからかうくらいしかすることなかったから嬉しいですけど」

「…………これで暇ひまをもてあましたリティーヤさんにつきまとわれなくて済むかと思うと僕もとても嬉しいですよ」

「あとは、と。なんだこれ？」

　リティーヤは荷物の底から巨きよ大だいな、一ひと抱かかえもある缶かん詰づめを取り出した。

　缶の側面には白い紙がぐるりと巡めぐらされ、そこには《学園》の象しよう徴ちようたる自らの首に尾おを絡からめたヘビの図ず柄がらがあって、その横にはたっぷりのクリームを添そえられた、今にもとろけそうなチョコレートケーキが描えがかれている。

　ケーキの上に躍おどるポップな文字は、『ケーキ缶』と読めた。

「ああ、それは生活協力部の新商品らしいですよ。《学園》印の食品シリーズの記念すべき一号だとかで」

「……ケーキが入っているんですかね」

「まあ、そういうことなんでしょうね。最さい先せん端たん魔ま術じゆつを駆く使しして内容物の腐ふ敗はいを限りなく引き延ばしたとかいう話です。科学技術と魔術というのは相あい性しようが悪いですから、その融ゆう合ごうということで、魔術師からはかなり注目を集めている商品です」

「……何もそんな最先端魔術をこんなところで使わなくてもいいのに……」

　リティーヤは思わず呟つぶやき、缶を軽く振ふってみた。かさこそと音がする。

　リティーヤが荷物をすべて出して広げるのを見届けると、ゼストガは出たゴミを回収して、立ち上がった。

「では僕は戻もどります。あんまりうろうろしないでくださいね」

　リティーヤは缶を抱かかえて、舌を出した。




　リティーヤはゼストガが出て行くと、さっきから気になっていたものを手に取った。

　参考書の中に一冊だけ交じっていた文庫本だ。

「『おいしいアップルパイの作り方』……」

　タイトルからしてヤムセの本だ。

　どうしてこんな本が交じっていたのだろうと思いながら、ぱらぱらとページをめくってみる。斜ななめ読みしてみると、どうやらアップルパイの作り方ではなくて殺人事件を扱あつかった推理小説らしい。どこにどうアップルパイが関係してくるのかはさっぱりわからない。

「……先生の好きそうな本よねー……ん？」

　ページの間から紙し片へんが落ちた。

　しおり代わりに挟はさんでいたのだろうか──ノートの切れ端はしに見える。

　リティーヤはそれを拾い、そこに見慣れた筆ひつ跡せきで、短い指示が書いてあるのを見た。

「『十一月の第二週、ブルーライド市の魔術ショーにてロードマスターを捜さがせ』」

　文面を声に出して読み、一いつ瞬しゆん遅おくれてそれが自分に宛あてられたものであることを理解する。ブルーライド市はウィンドフィールズ研究センターから一番近い市だし、どう見てもこの文字はヤムセのものだ。それがヤムセの持ち物に挟まってリティーヤに届けられたということは、指示の相手はリティーヤしかいない。何らかのメモが混入し、それがたまたまブルーライドからごく近い場所にいるリティーヤに届いた……と考えるのは無理がある。ヤムセに宛てられたメモならまだしも、ヤムセが誰かに指示したメモがヤムセの本に挟まっているのはおかしいのだ。

　これは自分宛のメモだ。

　しかも十一月の第二週ということは──。

「こ、今週じゃないの！」

　リティーヤは大きな声を出してしまって、慌あわてて口を押さえた。

「……誰も、来てない、よね」

　ドアに耳を当てて廊ろう下かの様子を窺うかがうが、人の気配はない。

　リティーヤはメモをもう一度見た。

「まったく、急なんだから……いつものことだけど。で、しかも何これ」

　短い指示の下には、やや小さめの文字でさらに走り書きがあったのだ。

『ケーキ缶を忘れず携けい行こうし、危急の際に開けること』

　……本当にいったい、あの指導教官は何を考えているのだろう？




　そもそも魔術ショーがなんなのかリティーヤにはよくわからなかった。そういえばそういうものが開かい催さいされると食事の時に研究班の人間が言っていた気がするが、それ以上話題になっていないところからして《学園》が関かかわっているわけではないのだろう。

　情報はあまりに少なかったが、もう行動に移さなければ間に合わない。指定された十一月の第二週は半分を過ぎ、残りは三日。三日以内にこの研究センターを抜ぬけ出してブルーライド市に行ってロードマスターを捜さなければならないのだ。

「ブルーライドはここ来る途と中ちゆうで一いつ泊ぱくしたのよね。北部鉄道の終着駅で……そこから研究センターまでは馬車だったっけ」

　ブルーライドからウィンドフィールズ研究センターまでは馬車で一時間ほどだったはずだ。道は舗ほ装そうされておらず、速度も出ていなかったから、大した距きよ離りではないだろう。途中に集落はなく、ただ延々と広がる原野と、蛇だ行こうする川が延のびていた。瘦やせた、寂さびしい土地だ。

「道に迷いさえしなきゃ、徒歩でも大だい丈じよう夫ぶそうかな。そんな山道でもないし。問題は空模様、だけど……」

　呟いて、視線を窓の外へ向ける。

　風よけの木々が視界を遮さえぎるが、その間から覗のぞく空は青い。

　が、視線を転じ、地上を見れば、そこには白く、ところどころ黒い大地が広がる。

「……道、かなり悪そう……」

　今日は晴れたから気温が上がって、今月に入って積もった雪が解け出したのだ。緩ゆるくなった地面は歩く者の足を取り、さらに夜になれば気温は必ず氷点下に達して、妙な足形ごとまた固まる。

　かくして、翌朝にはでこぼこのまま固まった地面ができあがる。

　悪路を歩けば時間も体力も取られる。いかに野山を駆かけ回って幼年期を送ったリティーヤとはいえ、そんな道を何時間も歩くのは骨が折れるし、何より不案内な土地ゆえの危険もある。

　それでも、あと三日しかない。

「つーかロードマスターに会えたらどうなるんだろう……なんか助けてもらえるのかなあ。そういうことだよねこの指示読む限りだと……」

　危険を冒おかしてでも、行くべきか。

　行くべきだろう。

　脱だつ出しゆつの方法、食料の確保、旅支じ度たく。

　気がつくと、不安は準備作業のための思考に場所を譲ゆずっていた。

　リティーヤは、その日の残りを準備に費ついやし、翌日日の出とともに研究センターを出発することに決め、早さつ速そく思いついたことを実行するために部屋を出た。




　抜け出すこと自体は簡単だ。リティーヤの部屋は職員用の宿舎の隅すみにあるが、普ふ段だんからうるさくしているせいで多少の音では苦情もこなくなっている。センターの人間もまさかここまで来てリティーヤが脱だつ走そうするとは思っていないのだろう、監かん視しはひどく緩かった。実際、リティーヤは気分転てん換かんに何度か外に出て散歩したことすらある。

　問題は、逃にげた後だ。

　この辺りだとブルーライド市か少し西に行った貴族の避ひ暑しよ地くらいしか行くところがない。リティーヤの脱走がわかった時点でどちらかの道を馬で飛ばせば、絶対に途中でリティーヤを捕つかまえられる。馬から逃げるにはリティーヤも馬に乗るしかないが、こんな悪路を馬で移動し通す自信はない。乗馬は《学園》で少し習いはしたものの、到とう底てい慣れた者には敵かなわない。だからと言って原野を突つっ切るなどもってのほかだ。沼ぬまにでもはまれば助かるすべはない。

　──ならば。




　翌朝──。

　朝食の時間になってもリティーヤが部屋から出てこないことに気づいた職員がマスターキーでドアを開けた時には、部屋はもぬけの殻からだった。職員たちはすぐさま周辺の探たん索さくを開始した。この時点ではまだ皆みな楽観的で、まあ遠くに行けるわけもなし、どこかで散歩でもしているのだろうとたかをくくっていた。だがリティーヤは見つからない。そのうち職員の一人が食料庫から食料が一部なくなっていることに気づく。ここに至って職員たちもリティーヤが遠方へ逃げたと理解するが、馬を出そうとした者たちは、愕がく然ぜんとして立ちつくした。

　馬具がすべて消え失うせていたのだ。

　さすがに裸はだか馬うまに乗れるような者は、そこにはいなかった。

　この時、朝の八時。

　職員はすぐさま最も近い集落へ人をやって馬と馬具を調達してきたが、その時点で十時。

　リティーヤが日の出とともに出立したのなら、すでにかなりの距離を稼かせいでいるはずだった。




　同時刻。

　シャツを重ねられるだけ重ねて、制服を着込んで、分厚い冬用のコートを着ると、もう汗あせが出そうなほどに暑かった。何しろ空は晴れ上がり、雪は解け出している。天候の急変が怖こわくて厚着をしていたのだが、汗でシャツを濡ぬらしてはどうにもならない。

　リティーヤは目に入った馬車道沿いの廃はい屋おくに入り、シャツを二枚脱ぬいで、鞄かばんの中に押し込んだ。水すい筒とうからミルクと砂糖をたっぷり入れた茶を一口含ふくみ、ついでにスモークサーモンとチーズを挟んで持ってきたパンを二分で平らげ、口を動かしながら廃屋を後にする。滞たい在ざい時間はわずか五分。廃はい棄きされた厩きゆう舎しやとおぼしき建物は窓が壊こわれて気温が外と同じくらい低かったし、何より中ちゆう途と半はん端ぱに天てん井じようが残っているせいで日が陰かげって寒かった。あまり長居したくはない。

「まだ昼前……でも結構来たよね」

　リティーヤは外に出て周囲の風景から現在地を推おし量り、自分の健けん脚きやくに感心した。

　進行方向には、雪を被かぶった原野──それを侵しん食しよくして広がる農地と工場地帯。その向こうには大寒波以前の古い建物と、それ以降の比ひ較かく的新しい建物からなる市街地が、地を這はう灰色の靄もやのようにひっそりと広がっている。こちら側からの入り口になる橋も見える。

　おそらく、この位置なら一時間ほどであの橋を渡わたって市街地に辿たどり着ける。そうすれば道も入り組み、研究センターの人間の目をごまかすこともできるようになる。

　研究センターは今いま頃ごろどうなっているだろう。馬具は夜のうちにすべて裏手の川に沈しずめてきた。捜さがし出せたとしても、腹帯を切ってあるから修しゆう繕ぜんに時間を取られるはずだ。リティーヤはその間に、できるだけ距離を稼いで、できれば市街地に入ってしまわなければならない。

「よしっ」

　リティーヤは気合いを入れ、鞄を背負い直した。荷物は最小限にしたつもりだったが肩かたひもが肩に食い込む程度には重い。

　重さの一番の原因は、勿もち論ろん例のケーキ缶かんだった。





２






「うんめいってしってるかい？」

　それはリティーヤの人生で三番目くらいに衝しよう撃げき的な言葉だった。




　ブルーライド市は大陸東部と北部を結ぶ北部鉄道の終着駅だ。この地域の中心的な都市ではあるが、規模としては〝《学園》の城下町〟と呼ばれるアムブールよりも小さく、鄙ひなびている。古王国の首都フレアバタンなどとは比べようもない。北部は歴史ある土地だが、雪も多く決して豊かとは言えないのだ。

　農地と工場地帯の入り交じった郊こう外がいを抜け、橋を渡ると、建物も多くなり、道もあちこちで分かれ、複雑に入り組み、リティーヤはほっとした。橋のたもとではちょうど古着の市が開かれていて、コートやドレスやシャツやジャケット、それにブーツや各種帽ぼう子しなども売られていた。暗く沈んだ色合いの紳しん士しものもあれば、色いろ鮮あざやかな婦人物もある。リティーヤは早速持ってきたわずかばかりの資金でひとそろい、目立たず動きやすい服を買い求めた。何しろコートの下は《学園》の制服なのだ。普ふ通つうの街では人目を引きすぎる。

　そのとき、それを聞いたのだ。

「うんめいってしってるかい？」

　その声は世界のありように関かかわる秘密を知っている者の声のように、静かで、落ち着いていた。

　店頭に並べられている帽子を見ていたリティーヤは、空耳か、他人の会話を漏もれ聞いてしまったかのどちらかだろうとは思ったが、その物言いが知っている相手を思い起こさせ、反射的に顔を上げ、周囲を見回した。

　周囲の人間は今の声が聞こえなかったかのように、通り過ぎ、談だん笑しようし、買い物交こう渉しように熱中している。

「じんるいにかせられたうんめいを」

　声はまだ聞こえる。帽子を目ま深ぶかに被った男、下働きらしい、両手いっぱいに荷物を抱かかえた女、小さな子ども、荷物の上に腰こし掛かける老人──どれも違ちがう。

　だが、声はごく近くから聞こえる。リティーヤは見回すのをやめ、声の方向にじっと目を留めた。

　不意に、人の波が途と切ぎれた。

　リティーヤは、自分の視線の先に、一つの人ひと影かげがあることに気づいた。

　ぼさぼさの白はく髪はつと、赤と緑の妙みような柄がらの長いマフラーと、この古着市中探したって出てこないような、着古された薄うすっぺらなコート。

　顔は、瓶びん底ぞこのような眼鏡めがねと白いヒゲで、大部分隠かくされている。

「きみは、といてみたいとおもう？」

　相手の口が動いていた。出てきた声はやや高いが男性のもの。相変わらず、理由のわからない確信に満ちている。

「あんた……」

　リティーヤの声は確かな言葉にはならず、その間に再び人の波がリティーヤの視界を遮さえぎった。

　そうして、リティーヤがその波に逆らって相手の立っていた場所に辿り着いた時には、すでにそこには誰もいなかった。

　一人、海流の中に取り残された島のように人の波の中に立って、リティーヤは呟つぶやいた。

「うんめい……」

　その言葉は、リティーヤの知る男の口くち癖ぐせだ。

　ふと、視界の端はしを赤と緑が過よぎり、リティーヤは一いつ瞬しゆん後にそれが最前見かけたマフラーであることに気づいて、駆かけだした。




　リティーヤは立ち止まるタイミングを見失っていた。人混ごみの中に逃げ込まれ、諦あきらめようと思った瞬間、それは手の届きそうなところに現れる。馬車がけたたましく走り抜ぬける通りの向こうで、瓶底のような眼鏡がこちらを見ていたりする。結局諦めきれず、リティーヤはまた走り出す。

　興味を持たせ、もてあそぶ。

　リティーヤの頭の中に浮うかぶ相手の行動パターンと、それはよく似ていた。

「あいつ……」

　疑念は確信に変わっていく。こんなふうに自分を翻ほん弄ろうする相手が二人もいて堪たまるかと思う。こんな気まぐれで、いやなやつ、どう考えてもあいつだけだ。そうあってほしい。でないと身体からだが保もたない。

「ったく、こんなところまで！」

　リティーヤはぶつくさ言って、それでも走るのをやめずに、そこに辿り着いた。

　──北の市し壁へきの外。

　かつては《王都》に至る交通の要よう衝しようとして栄えていたこの都市も、統一王朝が滅ほろび、人類が四散し、《王都》も夢ゆめ幻まぼろしと消えた今となっては、栄えい華がを忘れ去られて久しい。旧市街のある北地区も例外ではなく、放ほう棄きされた区画は古い市壁を残すばかりで荒あれ果て、整備されない道が木の根や風雨によって自然に還ろうとしている。二百年前の寒波もかろうじてやり過ごし、都市としての体てい裁さいを保ちはしたが、南部への移住者はこの都市でも相当多かったそうだ。

　そういうわけで、北の市壁の外には何もない。

　はずだった。

　しかしリティーヤが朽くちかけた市門をくぐって外に出た時、そこには大きな天幕、何台もの立派な馬車といったものが並んでいた。

「へ……？」

　大勢の人間、黒服の上流階級、それに同行する飾かざり立てた毛皮の女性、軍服の青年たち、学者風の物静かな一団、時代がかったローブを身にまとった老人たち……。

　そういった者たちが、おおっぴらに話し合いながら、天幕から天幕へ移動したり、木こ陰かげで話し込んでいたりする。天幕からは賑にぎやかな声、音が聞こえ、どうもそれなりの人出があるらしい。

　あっけに取られて市門をくぐったところで立ちつくしていると、奥にある最も大きい天幕から、とりわけ大きな、どぉん、という音と、人々のざわめきが聞こえてきた。

　リティーヤは覚かく悟ごを決めると、できるだけ何気ないそぶりで、人々の流れに乗り、天幕の入り口から中を覗のぞいてみた。

　天幕の中にも大勢の人間がいた。中ではストーブが焚たかれ、暖かだった。人々は歩き回り、あるいは立ち止まり、あちこちで固まりを作っている。固まりの中にはどうやら中心になって話を進めている者がいて、中には黒板に書き付けて講義のようなことをしている者もいる。他の者は椅い子すに座るか、立つかして、聞き手になって話を聞いている。

「何かの……説明会？」

　リティーヤは首を傾かしげつつ呟いた。

　そのとき、突とつ然ぜん奥の方でどぉん、という音がした。おお、とか、ほう、とかいうようなざわめきも聞こえてくる。リティーヤもそちらに視線を向けた。台の上に人が上がっていて、そばに木箱が積んであるのが見えた。

　再びどぉんという音が響ひびき、その木箱が四散した。

「!?」

　木箱は内部に爆ばく薬やくでも抱えていたかのように吹ふき飛んだが、破は片へんは観衆に飛んでいかず、周囲を見えない壁に包まれているかのように、区切られた狭せまい空間を跳はね回る。ガラスの容器の中で渦うずを巻く吹雪ふぶきのようだ。

　リティーヤは同じような状じよう況きようを見たことがある。《学園》の授業で、教師が生徒に物体を破は壊かいするような魔ま術じゆつを見せる時、危険がないように魔術の発動範はん囲いを結界で覆おおうことがある。そうすると、たとえ魔術で結界内の木材が微み塵じんに砕くだけても、その破片が生徒に飛んでいくことはない。破片は周囲を覆う結界に当たって、床ゆかに叩たたき落とされるだけだ。今のは、その状況によく似ている。威い力りよくはこちらの方が桁けた違ちがいに大きかったが。

　そう。あれはリティーヤの見る限り、魔術だ。爆ばく弾だんだとかでああなるものではない。爆弾なら木材は焦こげるはずだ。火薬の臭においだってするはずだ。だがそういったものはない。それは魔術による爆破だからだ。観客に被ひ害がいが及およばないのも、結界で発動範囲を覆っているせいだ。

　理解できないのは、今、ここで魔術が使われているという状況だ。

「え、と」

　リティーヤは入り口に立ち竦すくみ、あらためて周囲を見回した。よく見れば近くの黒板に書かれているのは魔術の公式だし、その隣となりでやっているのはたぶん魔術による造形模写。

「これって……」

　リティーヤは自分が何を目当てでこの都市にやってきたのかを思い出し、しかし信じ難がたい思いで呟いた。

「魔術の……見本市？」

　しかし、そんなものが、いったいどうしてこんなところで。

　何度目かの、どぉん、という音がして、リティーヤがそちらを見た時には、結界内の木片が再び元の木箱の形を取っていた。

「ここまで辿たどり着けたんだね」

　その時ざわめきに混ざって耳の中に滑すべり込んできた声に、リティーヤは慄りつ然ぜんとして振ふり返り、自分のすぐ後ろに赤と緑のマフラーを巻いた男が立っていることを知った。

「あんた」

「魔ま力りよくはそこそこあるってことかな。成績が悪いのは集中力が変な方向に行っちゃうからか」

　瓶底眼鏡の向こうの感情は読み取れない。

　だが、リティーヤは相手が一歩後あと退ずさった瞬間、その一瞬ひらりと泳いだマフラーを摑つかんでいた。

「捕つかまえた！」

「君は何一つ捕まえてなんかいないんだよ」

「？　何？」

　その時相手の姿が揺ゆらぎ、気がついた時にはリティーヤの手からマフラーはすっぽ抜け、相手の身体はさらに数歩リティーヤから離はなれていた。

「ちょっと！」

「誰も何一つ捕まえられない。何も手に入るものなんかない。与あたえられるだけ。それでもなお求めるのなら、一人では無理だ。この冬の時代、凍こごえの世紀で──あがいて、もがいて、何かを手に入れようというのなら」

「何言ってんだかわかんないわよ！」

「しばらくそばにいるよ──キミがボクの運命か見み極きわめるまで」

　瓶底眼鏡と無ぶ精しようヒゲと伸のび過ぎた髪かみの下で、男が笑えむ気配があった。

　次の瞬しゆん間かん距きよ離りが縮まって、するりと伸ばされた男の手が、リティーヤの胸むな元もとに──ちょうど鎖さ骨こつの間辺りに、触ふれる。硬かたい感かん触しよくが肌はだに押しつけられ、リティーヤはこの状況を理解する。

　胸に。

　手。

「！」

　平手が飛んだのは一秒後。

　相手は頰ほおを強打されたが、しばらくは何が起こったのかわからないようだった。

　リティーヤは真っ赤になって叫さけんだ。

「死んじゃえバカ！」

「死？　死というのは他人に投げかけるる言葉ではなごは」
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　リティーヤの蹴けりが相手のみぞおちにめり込んだ。

「待って、痛い、いや、げふ」

「ばかばかばかばかー！　もうやだー！」

「ぼ」

「ばかー！」

　リティーヤの放った拳こぶしを今度は受け止め、男は早口で言った。

「ぼ、ボクはただその魔術封ふうじを指そうとしただけだよ」

「魔術ふう、え」

「魔術封じ、今キミされてるだろう？　だから、それを……」

「あ、そっか、なんだー……って」

「うん、理解してもらえたらうれし」

「結局胸触さわったことに変わりないじゃないのー！　変態！」

「え」

　右手が押さえられたままだったので、リティーヤは左の拳を繰くり出した。それも相手に止められる。

「！　は、はなして」

「うん、まあ、ボクもそうしたいんだけど」

　男は呟つぶやき、ちらりと周囲を見回した。

　つられて周囲を見回したリティーヤは、近くにいた人間の視線が自分たちに集中していることに気づいた。

「ちょっと君たち」

　声をかけられて振り返れば、コートの胸にバッジをつけた男が数人近づいてくるところだった。

　男の一人が、ごほんと咳せき払ばらいして、リティーヤに尋たずねた。

「トラブルかね。失礼だがどちらからお越こしの方々かな」

「あ」

《学園》の人間です、などと言えるはずもない。幸いリティーヤはすでに古着に着き替がえていて制服は荷物の中だ。

　リティーヤは、自分の両手を摑むマフラー男とちらちらと視線を合わせ、呼吸を合わせ、

「失礼しますっ」

「あ、こらっ、待ちなさいっ」

　逃にげ出した。




　ぜえはあと荒あらい息をつき、自分がまだ相手に手首を摑まれたままであることに気づいた。

　振り払はらうと、素す直なおに解放してくれた。

　リティーヤは逃げ込んだ天幕で、柱にもたれかかって座り込んだ。

「あんたのおかげでとんでもない目に遭あったわ」

「こっちの台詞せりふだと思うけどなあ」

「む、胸触ったのはあんたでしょ」

「だからあれは魔術封じを……ああもういいや。で、なんで魔術封じなんてしてるの？」

「なんでだっていいでしょ。ちょっとした事情があるのよ、ちょっとした。っていうかだいたいね、あたしあんたのこと全面的に受け入れてるわけじゃないのよ」

「ん？」

「とぼけないでよ。あんたが誰かなんてもうわかってんだから。あんたみたいに運命だのなんだのほいほい言える人間がそう大勢いて堪たまるもんですか」

「……そうかな」

「そうよ、キツネ」

「…………」

「っていうかなんなの今回のその恰好。それで変装したつもり？　バゼルの時は騙だまされたけど、今度はそうはいかないからね！　で、今回の狙ねらいは何？」

「……言っただろう、リティーヤ」

「ちょ……、今いま更さら名前なんか呼ばないで！」

「ああ──じゃあ、嬢さん。ボクは、キミがボクの運命か確かめたいんだよ」

　男は同じ柱の反対側にもたれかかっていて顔は見えない。ただ、声には僅わずかに笑ったような気配があった。

　リティーヤは自棄やけになって声を荒らげた。

「運命！　あんたの好きな言葉だよね。そうやってつきまとうんだ。そんなの──そんなの、あたしはなんだか卑ひ怯きようだと思うけど」

「ひきょう？」

「あんたがあたしに構うのは、運命なんかじゃない。あんたの選んだことよ」

「……へえ……」

　面おも白しろがるような声。リティーヤはいっそういらいらする。

「だってそうでしょう！　あんたはキツネで、力があって、なんだって好きにしてきたんでしょう？　それを運命だなんて言葉で片づけるのって、すっごくずるいし、変よ。あんたは前に、決まったことを破は壊かいするのが自分の目的だとかなんだとか言ってたけど、決まったこと、ってつまり運命とかってやつじゃないの？　あんたは運命を壊そうとしてるんでしょう？　あんたは寒波で死にそうだった人あたし類たちに魔術を与えて、助けたじゃない。寒波で滅ぶのがあたしたちの運命だったとしたら、あんたは運命を壊したことになる。そうして、魔術っていう新しい運命を与えたんだわ。そのあんたがあてがわれた運命におとなしく従うなんて！　あたしは──」

　どうして自分がこんなに必死にならなければいけないのか。いらいらして、リティーヤは声を絞しぼり出す。

「あたしはあんたのこと、もっと知りたいのに」

「──もしも」

　気がつくと相手の顔が目の前にあった。いつの間にか柱を回り込んで近づいていたのだ。

「もしもキツネに運命があるとしたら、それはいったいどんなものだと思う？」

「……え？」

　眼鏡めがねの奥おくが見通せない。相手が真しん剣けんなのかからかっているだけなのかわからず、リティーヤは聞き返してしまう。

「嬢さんの考え方はとてもユニークだね。もっと考えてごらん──」

　眼鏡がずいと迫せまる。リティーヤはのけぞり、慌あわてて声を出した。

「何よあんたっ、あんたの運命なんか、そんなのわかんないわよ！　そうだ、だいたいね、運命だろうとそうじゃなかろうと、あたしはあんたの言いなりにはならないからねっ。あんたはあたしの命の恩人だけど。あんたにこれ以上あたしの大切な人を傷つけさせたりしないんだからっ。ミカのことも、何もかも──世の中全部あんたの思い通りになると思ったら大おお間ま違ちがいなんだからっ！　あたしがそれをあんたに証明してあげる。あたしは──」

「あ、待って。それボク聞いちゃいけないわ」

　男は突とつ然ぜんリティーヤから離れて立ち上がった。

「は？」

「うん、それはさすがに聞いたら怒おこられる。後でね」

「……なんなの、あんたさっきから」

「うん、まあ、あれだね、そのうちわかると思うよ。とりあえず見て回ろうよ、これ」

「あんたと一いつ緒しよになんてごめんだわ。あたし用があるもの」

「じゃあボク勝手についてくからいいよ、好きに回って」

　リティーヤはちょっと考えてから、ため息をついて答えた。

「……勝手にしたら？　いやだって言ってもどうせついてくるでしょ」

「はいはい、ありがと。ところでさ、それ何？」

　男が指しているのは、リティーヤの鞄かばんから見事にはみ出たケーキ缶かんだ。

「……ケーキ缶よ」

　リティーヤは正直に答えた。

　男は不思議そうに尋ねてきた。

「……なんでそんなもの担かついでんの？」

「色々ふかーい事情があるの！　あたしだって好きで担いできたわけじゃないんだからっ」

「あ、じゃあ持ってあげようか」

「いいのっ」

　リティーヤは伸のびてきた男の手から缶を守るように、鞄をがっしと抱かかえた。

「これは……っ、その、大事なものなのっ！」

　何の意味があるのかわからない代しろ物ものだが、とにかくヤムセから指示されたもの、研究室から送られてきたものなのだ。それだけで、今《学園》から遠く離はなれた都市に一人でいるリティーヤには何よりも代え難がたい、自分と研究室とをつなげるもののように感じられた。

　男は、ふぅんと面白そうに鼻を鳴らした。





３






「ですからどうしてそうなるんですの？」

　ざわめきの中で特別その声が耳に入ったのは、あまりに間延びした、のんきとも言えるその喋しやべり方のせいだ。

　それから、はあ、何か綺き麗れいな声だな、と思って、その次に、あれ、この声って聞いたことなかったっけ、と思った。

　ぶらぶらと天幕の中を歩いていたリティーヤは、立ち止まって声の聞こえてきたブースを覗のぞき見た。そこは他ほかよりやや閑かん散さんとしていて、台上で黒板を前に説明している男性も心なしかやる気がなさそうだった。

　男性は──たぶん、魔術師だ──質問を投げかけてきた女性を見て、顔をしかめた。

「ですからね、奥様、魔術というのは始原の状態に近いものにほどよく利きくんです。いいですか、もし人の手の加わったものに魔術をかけようとした場合、魔ま力りよくがどのような働きをするか、まだきちんと解明されているとは言い難くてですね、つまり危険なんです」

　最前列で説明を聞いていた女性は──最前列には彼女しかおらず、他の客は、彼女の質問が始まった途と端たん、説明役の魔術師同様ぐったりしている──帽ぼう子しで覆おおわれた頭を傾かたむけた。

「待ってください、始原の状態、というのはどういうものですの？」

　彼女の後ろにいた客が、ついに諦あきらめたように席を立った。仲間同士で顔を見合わせる者もいる。どうやら、彼女は先ほどから説明を中断させ、質問を繰くり返しているらしい。真ま面じ目めなのだろうが、その真面目さがあまりよろしくない方向へ働いているようだ。

「奥様。いい加減にしてくださいませんかね」

　ぱん、と音を立てて開いていた資料のファイルを閉じ、魔術師が苛いら立だたしげに言った。

「魔術の基き礎そくらいは身につけてくるのがここのマナーではありませんか？」

　だが、女性の方にはひるむ様子もなかった。

「まあ。ご自分の能力の低さをそのような言い方でごまかそうとするのは良くありませんわ。それにこういってはなんですけれど、あなたのお召めし物、少しおかしくてよ。ドレスコードをご存じかしら？　この歴史ある北部にいらしたのなら、それ相応のやり方というものがありましてよ。品がないのは仕方ないにしても、それくらいはきちんと用意してきて欲しいものですわ」

「なん……ですと？」

　魔術師の手の中でファイルが突とつ然ぜん砕くだけ散った。魔術を使ったのだ。

「あ、あれまずいね」

　声から相手の顔と名前を必死に思い出そうとしていたリティーヤの肩かたに、もじゃもじゃの無ぶ精しようヒゲに覆われた顎あごがひょいと載のってそう言った。

「あの魔術師、西部の《ラナガン同盟》の出身だね。あそこの人は結構ぶち切れやすくて」

　その時になって、リティーヤはようやく女性の名前を思い出した。

「アーゼリカさん！」

　呼ばれた方は一いつ瞬しゆんきょとんとして、周囲を見回し、リティーヤに気づくと、まあ、と呟つぶやいて口元を押さえた。

「リティーヤさんではありませんの。ああ、ごめんなさいましね、今ちょっと立て込んでおりますの」

「いや、っていうかアーゼリカさん早く、早くこっちにーっ！」

「？」

　アーゼリカは悪意もなさそうに首を傾かしげているが、壇だん上じようの魔術師が爆ばく発はつ寸前なのは顔色でわかる。そばにいた同どう僚りようらしき男になだめられ、なんとか抑おさえ込んでいるものの、今にも攻こう撃げき魔術の一つや二つは使ってしまいそうで──。

「ええい放せっ、もう我が慢まんできんっ、なんだって俺がブタの餌えさにもならんバカ貴族どもにぺこぺこ頭下げねばならんのだああああああ！」

　──絶ぜつ叫きようした魔術師が同僚の腕うでを振ふり払はらい、状じよう況きようを理解していないアーゼリカの方を指した。

「うわあああバカやめろ、また出入り禁止食くらうぞ！」

　びぼ。

　慌てた同僚が魔術師の腕にしがみついたおかげか、凍こおり付いて砕け散ったのはアーゼリカではなく、アーゼリカの隣となりの椅い子すだった。

　わあ、とか、きゃあ、とかいう悲鳴が客席から上がり、客は蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていき、入れ違ちがいに警備員がどたどたとやってきて騒さわぐ魔術師を羽は交がい締じめにする。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすアーゼリカの腕を摑つかむと、リティーヤは一目散にそこから逃げ出した。




　一息ついたのは、騒そう動どうのあったブースから少し離れた柱の陰かげだった。

「リティーヤさん、いったいどうしてわたくしまで逃げなければならなかったのですか？」

　アーゼリカは不服そうに小さな唇くちびるをとがらせて言った。

「わたくし何も後ろめたいことしておりませんわよ」

「えと……まあ、そうでしょうけど、あたしは比ひ較かく的後ろめたいことになってるもんで……」

　リティーヤはまだ警備員の姿を探してきょろきょろと周囲を見回しながら言った。やっと周りにその姿がないことを確かく認にんして、あらためてアーゼリカに向き直る。

「お久しぶりですね、アーゼリカさん」

　アーゼリカはまだ少し不服そうにしていたが、リティーヤがそう声をかけると、嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれた。

　アーゼリカは北部の古い家いえ柄がらの女性で、リティーヤとは、《学園》にいる息むす子こに会いに来た時に知り合ったのだ。今日は小花の刺し繡しゆうを散らしたドレスの上に毛皮を羽織り、帽子には大きなリボンをあしらっている。色白の肌はだと、白手て袋ぶくろで覆われた華きや奢しやな手の持ち主だった。

「でも、まさかこんなところでお会いできるなんて──あ、そっか、ご領地、北部にあるんですよね？　近くなんですか？」

「少し離れてますの、ここから西の方ですのよ。今年は雪が多くて難なん渋じゆうしましたわ」

「へえ……」

「ところでその……そちらの方は」

　アーゼリカは視線をリティーヤの斜ななめ後ろに向けた。その目には警けい戒かいの色が見て取れる。リティーヤは視線の先を確認もせずに言い切った。

「あ、気にしないでください。ただのストーキング中の変質者です」

「嬢じようさんはほんと鬼おにだねえ」

　背後からマフラー男の、半ば本当に感かん嘆たんしたような声が聞こえてきたが、リティーヤは当然のように無視した。

「は、え……なんですって？」

「あー、すいません無視して大だい丈じよう夫ぶ、ってことです」

「まあまあ、奥さん、ボク喉のどが渇かわいてしまいまして。そこの喫きつ茶さコーナーでお茶でもおごっていただけませんか？」

　男はそう言って、天幕の奥の方を指した。確かにそちらには座り心ごこ地ちの良さそうな椅子とテーブルが用意され、黒服に身を包んだ給きゆう仕じの男性たちが立ち働いている。

　その見るからに高級そうな雰ふん囲い気きと、マフラー男の様子を見比べて、リティーヤは大きく頷うなずいた。

「そうですね、いいですね、行きましょう。ただしこっちの変質者にはお茶なんてもったいないですからおごらなくて結構ですよ。ささささ、あたしたちだけで行きましょう」

「え。でもボクお金ないよ」

　リティーヤは舌を出して言った。

「わかってて言ってんのよ」

「……意地悪……」

　リティーヤがアーゼリカと連れだって歩くのを、マフラー男はぶつくさ言って見送った。




「あら、それではリティーヤさんはこのショーについて何もご存じありませんの？」

　アーゼリカは目を丸くして言った。

　上品な喫茶コーナーには優ゆう雅がな椅子とテーブルがあって、リティーヤは慣れない座り心地の良さに居心地の悪さを感じながら、頷いた。

「ええと、まあ、そうです。ちょっとばたばたしてて、今は人を捜さがしてるんですけど」

「そうですの。どんな人ですの？」

「さあ、どういう人なんだか……」

　そういえば自分がロードマスターの容よう貌ぼうも知らないことに気づいて──いや待て、それ以前に性別すら知らない──顔をしかめる。アーゼリカは意味がわからないらしく、小首を傾げている。

「でも、そうですわね、人捜しをなさるなら、ここがどういう場所なのか、少し知っていた方がよろしいと思いますわ。わたくし、教えてさしあげます」

「あ、よろしくお願いします……って、要するに魔ま術じゆつの見本市、じゃないんですか、これ」

「ああ、まあ……そうですわね、そういう捉とらえ方でよろしいと思いますわ。魔術も、魔導書も、魔術理論も……そうして魔術師自身も、ここでは商品ですのよ」

「魔術師が……商品？」

「腕の良い魔術師は立派な商品ですわ」

　はらりと開いた扇おうぎの向こうで、アーゼリカは楽しげに含ふくみ笑いを漏もらす。

「魔術師は雇やとい主に色々な利をもたらしてくれます。魔術師の中にはその知識と魔術で金脈を探さぐり当てられる者だっているのですよ。それに、北の方では魔力の影えい響きようでおかしなことが起こることも多いんですの。その原因究明と問題解決のためには、やはり魔術師が必要です。優ゆう秀しゆうな魔術師を囲っておくのは権力者のたしなみでしてよ」

「え、ええええ？　そういうもんなんですか……」

「《学園》の方はご存じないのかもしれませんけれど。そういうものでしてよ」

　リティーヤは驚おどろきと違い和わ感かんで、相づちを打つことすらできなかった。《学園》は所属魔術師に、たとえトラブルに巻き込まれた場合であっても、一いつ般ぱん人相手に魔術を使うのはできるだけ避さけるよう指導している。中立を謳うたう《学園》は各国の戦争に介かい入にゆうすることはほとんどないし、勿もち論ろん所属魔術師が勝手に自分の魔術を切り売りするような真ま似ねも許さない。

　だが、そう──ここは北部。《学園》の影響からまったく自由とはいかないまでも、この地にはこの地の流りゆう儀ぎがある。ここは《学園》の支配下にある東部とは違ちがうのだ。

「え、っと、じゃあアーゼリカさんも魔術師を雇いに来たんですか？」

「ふふふ……秘密ですわ」

　アーゼリカは扇を優雅に動かし、紅潮した頰ほおに風を送った。

「でもこれだけは教えてさしあげます。わたくし、ある取引でここにおりますの」

「取引……？」

　リティーヤはなんだかいやな予感がしてきた。以前アーゼリカに会った時、彼女の勘かん違ちがいと行動力のおかげで大変な目に遭あったのだ。

「……何かたくらんでます？」

「うふふふふふふ」

　アーゼリカは含み笑いを漏らすばかりだ。

　問題を引き起こす質はリティーヤも同じなので、あまり他人のことは言えないのだが、それにしてもこのアーゼリカの笑え顔がおは恐おそろしい。たぶん、絶対何かたくらんでいる。

「あ、あんまり無む茶ちやしないでくださいね。モグリの魔術師は結構あくどいのもいるって聞いたことありますし」

「大丈夫ですわよ。さ、それより、お困りのご様子ですわね。わたくしお手伝いしてさしあげますわ」

「は？　あ、そりゃどうも……」

　その時──。

　リティーヤは目を見開いて固まった。

　視界の隅すみに、見慣れた、しかしここでは見るはずがないと思っていた姿を認めたのだ。

　銀ぎん髪ぱつの、青年。

「ぜ……っ、ゼストガさん……！」

「あら」

　リティーヤの視線の先を追って、アーゼリカは呟つぶやき、意味ありげに笑った。

「大丈夫ですのよ、リティーヤさん」

「え、えっと、でもあたしゼストガさんからちょっと逃げなくちゃいけなくてですね、って、ああもうどうしてあの人がこんなところにっ」

「大丈夫。あの子の好きにはさせませんわ」

「え」

　アーゼリカは、不気味なほど自信たっぷりに微笑んだ。

「事情は伺うかがっておりますわ。どうか、ここは安心してわたくしにお任せなさい」

「は、はあ？　事情って、え、どこから……」

「ささ、あなたはこのクロスの下にでもお隠かくれなさい」

　アーゼリカはリティーヤに質問を許さず、彼女をぐいぐいテーブルの下に押し込んだ。クロスが長いので、ゼストガが椅い子すに座ったりしない限り見つかることはないだろう。

　リティーヤはゼストガがすぐ近くにいることもあって、それ以上の問答を避けてとりあえずアーゼリカに従った。クロスは厚手の高級品で、テーブルの下は暗かった。

　その中に、声だけが聞こえてくる。

「ゼストガ」

　うげ。

　リティーヤは呻うめき声を上げそうになった。アーゼリカはゼストガに呼びかけているのだ。もしや自分を引き渡わたすつもりなのではあるまいか、と疑い、リティーヤは身を硬かたくした。アーゼリカとゼストガの関係は、リティーヤも知っていた。

「……ビューロック夫人」

　ゼストガの、驚いたような、困こん惑わくしたような声が聞こえてきた。

　かつ、かつ、という足音が近づいてきて、先ほどより少し近くから──おそらくはテーブルのすぐ横から、声が聞こえる。

「どうしてこちらに」

「それは勿もち論ろん魔術師なり魔術なりを買うためですわ」

「……また何かたくらんでおいでなのですか」

「あなたが力を貸してくださらないのですから仕方ありませんわ！」

　アーゼリカの声はつんつんととがっている。

「ビューロック家のために、わたくしは手を打たねばならないのです。それともあなたも協力してくださるというの、ゼストガ」

「ビューロック夫人、僕は──」

「それにその呼び方はよしてちょうだい！　あなた、わたくしをなんだと思っているの！」

「…………わずかな土地にしがみつく若い未亡人、でしょうか」

　ぱあん、と小気味よい音。あ、これはゼストガさん叩たたかれたな、とリティーヤは勘かんづく。まあ、あんな言い方しかできないのであれば当然だ、何しろアーゼリカは彼の──。

「わたくしはっ！　わたくしはあなたの母親です！」

　……母、なのだ。

　しかし、ゼストガは冷たい声で言った。

「夫人。僕は仕事がありますのでこれで失礼します」

「仕事とはなんですか！　この母より大切なものなのですか！」

　少しの沈ちん黙もくの後──おそらくは睨にらみ合いでもあったのだろう──ゼストガは口早に、小声で言った。

「機密なのです。これ以上は申し上げられません」

「……《学園》の魔術師は秘密がお好きなのですね。仕方ありません、この街でのわたくしの滞たい在ざい先を教えます。後で絶対に訪たずねてきてくださいまし。ここでお別れなど寂さびしすぎます」

「お約束はできかねます」

「いいから受け取りなさい」

　まるで恋こい人びと同士のような会話が頭の上でかわされている。リティーヤはアーゼリカがゼストガを引き留めるためにいつ自分の存在をばらすかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたが、アーゼリカには結局その気はないようで、ゼストガを見送るためにあっさりその場から離はなれていった。

「助かった、かな……？」

　リティーヤはクロスを少しだけ持ち上げ、喫きつ茶さコーナーから立ち去ろうとするゼストガとアーゼリカの姿を覗うかがった。アーゼリカがこちらを見て、にこりと笑う。ゼストガに気づいた様子はない。行け、という意味らしい。リティーヤは疑って悪かったかなあ、と思いながら、感謝の気持ちを込めてアーゼリカに一礼し、ゼストガらとは反対の方向にこそこそと移動しようと──。

　方向転てん換かんした視線の先に、研究センターの職員がいた。

「いっ!?」

　リティーヤは大おお慌あわてで再びクロスの下に潜もぐり込んだ。

　心臓がばくばくいう。職員は喫茶コーナーの外、天幕の入り口近くにこちらに横顔を向けて立っていた。三十歩ほどは離れていたが、気づかれただろうか？　まさかこんなにも早く職員がブルーライドに到とう着ちやくしてしまうとは。何か自分は失敗したのだろうか──リティーヤは次から次へと考え、とにかく相手が気づいているかどうか確かく認にんしようと、もう一度クロスをほんの少しだけ上げて、外の様子を覗った。

「あれ？」

　職員は、フードを目ま深ぶかに被かぶっていた。リティーヤが見た時はたまたまフードが撥はね除のけられていただけらしく、そうやって目深に被られると、毎日顔を合わせていたリティーヤでも誰だかわからなくなる。

　だが、先ほどちらりと見えたのは、確かにセンターで毎日顔を合わせていた職員の一人だ。

　様子を窺うかがう限りでは近くに他ほかの職員はおらず、その比ひ較かく的若い職員だけが、どこか所在なげに天幕の隅で立ちつくしていた。手には平たく四角い包みを大事そうに抱かかえている──本か何かだろうか？

　相手がこちらに気づいた様子はない。

　下へ手たに動けば見つかる可能性もあった。リティーヤは、とりあえず相手が離れていくまで待っていよう、と息を詰つめて見守った。

　ほどなく、職員のところに数人の男ばかりのグループが合流した。

　こざっぱりとした身なりの、中流階級とおぼしき四名ほどの集団だが、こちらはリティーヤには覚えのない顔ばかりだ。職員ではない。

「…………？」

　リティーヤは事態を理解できず、しかしいっそう慎しん重ちように、様子を窺い続けた。

　新しくやってきた男たちと、職員は、顔見知りのようだった。笑え顔がおはないが、挨あい拶さつをかわし、ひそひそと何か話し合い始めた。到とう底てい声が聞こえる距きよ離りではないので、リティーヤはだんだんもどかしくなってくる。

　そのうち、彼らは連れだって歩き始めた──喫茶コーナーの方へ。

　リティーヤは慌あわててクロスの下に隠れた。

　しばらくして足音が聞こえ、それが近づいてきた。複数の足音、おそらく職員たちだろう。

　その足音は、よりによってリティーヤの隠れているテーブルの、すぐそばで止まった。

　椅子を引く音。座り、それから男たちは足を投げ出す。

　リティーヤの隠れているクロスの中に。

「ひ」

　リティーヤは上げかけた悲鳴を吞のみ込んだ。突つっ込まれた足を避さけるため、身体からだを不自然な角度に捻ひねっていた。足には触ふれていない。

　男たちは、リティーヤに気づいた様子もなく、喋しやべり出した。

「手早く済ませてくれと言っただろう」

　今のは職員の声だ。別の男がそれに対して低い声で何か囁ささやき、また別の声が何か言い……会話が続く。

　その間、リティーヤは声を出さないよう口を押さえ、クロスの中で身体を捻りつつ固まっていた。緊きん張ちようで心臓がどくどくと鳴っていた。妙みような姿勢のせいで、身体を支える腕うでと足の筋肉が震ふるえ始めていた。

「約束と違ちがう」

　再び職員の声。なんでもいいからさっさと終わってくれ、とリティーヤは心から思った。

「買い手はあんたらだけじゃない、よそに持って行ってもいいんだ」

「おいおい」

　笑いの混じった声。それに対して、怒いかりを秘ひめた職員の声。

「これがなんだか、本当にわかっているのか」

「勿もち論ろんさ」

「いいや、あんたらはわかっちゃいない──これの危険性を。力を。もたらすものを」

　沈黙──。笑い声が途と絶だえる。リティーヤは自分の息づかいが聞こえてしまうのでないかと怯おびえ、呼吸を一いつ瞬しゆん止めた。

　職員の声が厳おごそかに発せられた。

「これは完かん璧ぺきに美しい。こんなにも美しい魔導書を俺は見たことがない。あんたらは、理解しているとは言えない。これに見合う額──ユローナの遺産に見合う額を理解しているとは、到底言えないな」

　…………。

　リティーヤは、息を吐はくことができなかった。吸うこともできなかった。

　ゆるゆると息を吐き出すことができたのは、数秒後。

　男たちはその間もなにやらごちゃごちゃと言い争っていた。

　その話を聞く限りでは、職員は要するに売り物の値段をつり上げたいらしい。それに対して男たちは値上げには応じない構えで──いや、そんなことはどうでもいい。大事なのは、その取り扱あつかっている商品だ。

　ユローナの遺産、と職員は言った。

「ユローナの遺産はどれも厳重に保管されている。この魔導書を手に入れるために俺がした苦労がわかるか？　あんたらに会うだけでも危険を冒おかしているんだ──あんたらに、理解できるか、これに見合った額が」

　リティーヤは理解した。

　この職員は、《学園》が保管していたユローナの遺のこした魔導書を他の魔ま術じゆつ師し組織の人間に売り渡わたそうとしているのだ。

　リティーヤはほんの数ヶ月前のことを思った。ユローナという女魔術師、稀き代たいの天才女魔術師が彼女の前から姿を消した時のこと。彼女のもたらした混乱と破は壊かいを。

　彼女が、彼女のヤム弟子セに遺したものを。

　彼女はたくさんの罪を犯おかしていて──人体実験、機密情報漏ろう洩えい、殺人、誘ゆう拐かい等々、彼女の手配書には重大犯罪ばかりが連なる──《学園》から追われていたが、それでも確かに彼女は研究者で、魔術師で、ヤムセの師だった。彼女の研究成果、彼女の遺したもの、それは金で売り買いされるべきものではないはずだ。こんなふうに、金かね儲もうけのために誰かの手に渡るなど、そんなことが正しいとは思えない。

「わかった──これで交こう渉しよう成立だ、いいな？」

　別の男の声がそう言った。

　買い手は四人、売り手は職員一人。

　リティーヤは必死に考えた。たとえば、今はこの場をやり過ごして、後でゼストガを捜さがして、捕つかまえてもらう。あるいは、警備の人間に知らせて捕まえてもらう……。いや、ダメだ。ゼストガがすぐに見つかるとは限らない。その間に遠くに逃にげられたらユローナの魔導書は二度と《学園》に戻もどることはないだろう。それに、この魔術ショーにいる警備員が《学園》からの魔導書流出を防いでくれるとも思えない。警備員の仕事は、おそらくあくまでこのショーの警備で、問題を起こしていない相手を捕まえることはないのだ。

　ならば──今、リティーヤが、この場で行動に移すしかない。

　だがいったいどうやって？

　リティーヤは考えた。生まれてこの方、これほど頭を使ったことはないかもしれないと思った。そしてついに一つの作戦が形を──。

　その時目の前を小さな影かげが過よぎり、リティーヤは反射的にその影に手を伸のばして叫さけんだ。

「ヒザノサラクダキ！」

　…………。

　沈ちん黙もくが下りた。

　リティーヤが気がついた時には、彼女の身体はクロスから飛び出していた。

　ヒザノサラクダキ──発見者が地上を歩き回るこの小さな鳥を捕まえようとして自分の膝ひざの皿を割ったことから名付けられた──は、捕まえようと伸ばしたリティーヤの手の中ではなく、その一歩先にいて、ニワトリに似た黄色い尾おをふりふり去っていく。

「なんだ……おまえは……」

　買い手の男の一人が突とつ然ぜんテーブルの下から現れたリティーヤを見つめ、そう呟つぶやいた。

　リティーヤは頭を抱えて叫んだ。

「ああああああっ、思いついた作戦全部吹ふっ飛んだあああああ！」

「あ！　お、おまえなんでこんなところに……！」

　売り手であるセンター職員が、クロスの下に潜もぐっていたのがリティーヤであることに気づいた。直後、彼女はその職員の足を思い切り引っ張り、椅い子すから引きずり倒たおしていた。

「おいっ！」

　わけがわからず呆ぼう然ぜんとしていた男たちが、それでリティーヤのことを敵と認にん識しきしたのだろう、一いつ斉せいに立ち上がる。リティーヤは間を置かず今度はテーブルの脚あしを抱え、職員の隣となりに座っていた男めがけてそれをひっくり返した。再び悲鳴、茶器の壊こわれる音。同時に、誰かがクロスを引っ張り、それをテーブルから剝はぎ取った。

　リティーヤは男たちの真ん中に姿をさらした。

　一人は転び、一人はテーブルに押し潰つぶされていたが、残る三人の男は、手を伸ばし、リティーヤを捕まえようとしていた。

　リティーヤは抱かかえていた鞄かばんを振ふり回して伸びてきた手を払はらいのけつつ、テーブルで押し潰した男の上を飛び越こえる。

「がっ」

　振り回した鞄が、追いすがってきた男のこめかみ辺りに命中する。たぶん、今当たったのはケーキ缶かんの縁ふちのところだ。男は悶もん絶ぜつしてしゃがみ込む。リティーヤは職員の手から転がり落ちていた例の包みをこれ幸いと拾い上げ──。

　拾い上げたところで、テーブルの下した敷じきになっていた男に足を引っ張られ、地面に思い切り叩たたき付けられた。

「っ！」

　衝しよう撃げきで呼吸が止まる。一瞬どこが痛いのかわからなくて、それから肩かたと腰こしを打ったのだと理解する。声も出せず、リティーヤは小さく呻うめいて咳せき込むだけだ。買い手の男の一人が手を伸ばし、リティーヤの髪かみをつまんで顔を上げさせた。

「おい、なんだこの娘むすめ」

「センターで預かっている娘で──よくは知らん！　学生だ、研究班が面めん倒どうを見ていて──くそ、顔を見られた！」

「おい、行くぞ。警備が来る」

「顔を見られたんだ！」

「知るか！　ブツを──」

「殺していけっ！　顔を見られたんだぞ！」

「──待て、まずいぞ！　逃げろ！」

「何が──なんだ、おい、クソッ」

　男たちは口々に怒ど鳴なり、あるいは舌打ちし、罵ののしり、ばたばたとその場を離はなれていく。職員は残ってリティーヤの手から包みを取り返そうとしたが、リティーヤは撲ぶたれても包みを離さなかった。男たちの一人が職員の肩を摑つかんで怒鳴った。

「いいから行くぞ！　捕まりたいのか!?」

「しかし、魔ど……」

「急げっ！」

　怒鳴り合い、職員は引きずられるようにして天幕の出入り口へ向かう。

　リティーヤは乱らん闘とうのせいで荒あらい息をついてそれを見送り──足音が聞こえたので、背後を、おそるおそる振り返った。

「げ」

　それはリティーヤにとって、ある意味先ほどの男たち以上に恐おそろしい集団だった。

《学園》支給のコートを制服代わりに身に纏まとい、赤地に金の二本線が入った腕わん章しようをつけ、カツカツカツカツと歩いてくる男女の小集団。その進行方向にいた野次馬たちはざわめきながら道を空けている。

　魔導書調査委員会──何な故ぜこんなところに、こんなにも早く？

　だが、その姿が、揺ゆらぐ。

　次の瞬しゆん間かんには、集団は影も形もなくなっていた。

　野次馬の間にどよめきが起こる。何事かと駆かけつけてきた警備員もあっけに取られた様子だ。

「リティーヤさん、こっちです、早く」

　リティーヤは驚おどろいて振り返った。すぐ後ろにゼストガがいて、リティーヤの腕うでを取り、立ち上がらせようとしていた。

　リティーヤはよろめきながら彼の腕にすがるように立ち上がり、いったいあの消えた集団は何だったのかと訊きこうとした──が、ゼストガに目配せされて口を閉じる。

「いいから早く。あれは僕が作った幻げん覚かくなんです」

　周囲の注目が逸それている間に、リティーヤはゼストガに手を引かれてその場を抜ぬけ出した。
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「あ。あの……っ」

　ゼストガは無言でリティーヤの腕を引いて走っている。リティーヤは腕が痛くて、息も切れて、いい加減立ち止まりたいのだが、ゼストガがそうさせてくれない。ついに倒れ込むようにしてその腕にしがみつき、彼を立ち止まらせた。

「ゼストガさ、ん、あたしもう……っ」

「後で説明します。いいからついて来てください。こっちもあなたに訊きたいことがあります」

「い、いや、あの、でもあたしもう、走れな……」

「来なさいっ!!」

　珍めずらしくゼストガが強い口調で怒鳴った。

　リティーヤは驚いて彼の顔を見つめた。

　苛いら立だっているのとは違ちがう。

　彼は、怒おこっているのだ。

　それも、憎ぞう悪おとか、絶望とかに近い感情を伴ともなって。

「あ、の……？」

　ゼストガはリティーヤの手首を摑む手に力を込め、自分の方に引っ張り、低い声で囁ささやいた。

「来なさい」

　その薄うす曇ぐもりの空の色をした目に、リティーヤは一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬恐きよう怖ふを覚えて立ちすくむ。それくらい、冷たくて、強くて、厳しい目だったのだ。

　次の瞬間には自分がゼストガに恐れを抱いだいたことに気づいて、悔くやしくて顔が熱くなる。

「あ、あたしはっ」

　ところが、間髪容いれず手首を捻ひねり上げられた。

「！　い、痛いっ！」

　悲鳴を上げたら今度は手を放された。よろけて、リティーヤは踏ふみ固められた雪の上に転んでしまう。

「つ……」

「あなたには愛想が尽つきました」

　静かに、ゼストガが吐はき捨てた。絶望した目でリティーヤを見て。

　リティーヤはわけがわからなかった。何故こんなにも相手に絶望されねばならないのだ。こんなにも憎にくまれ、怒られねばならないのだ。

「あ……愛想とかじゃ、ないくせにっ」

　確かに自分はセンターを抜け出したが、それがここまでゼストガを怒おこらせたというのか？　理由もわからず感情をぶつけられ、リティーヤは悔しくて叫さけんだ。

「ゼストガさんがあたしのそばにいるのは、あたしが魔導書調査委員会の実験対象だからでしょう！　愛想とか、そんなの、最初っから関係ないじゃないですか！」

「……なんですって？」

「あたしのことなんか実験動物と同じくらいにしか思ってないじゃないですか！　そうじゃなかったらどうしてあんな、センターみたいな、とこに、研究室から離して、あ、あたしだって、勉強したいし、先生たちから離れて、寂さびし……っ」

「……リティーヤさん」

　ゼストガの声に、リティーヤは俯うつむけていた顔を上げた。

　彼は笑っていた。

「それなら、」

　笑って、屈かがみ込み、リティーヤの頭を撫なでて、瞼まぶたをなぞり、頰ほおをさする。

「本当の実験動物みたいに扱あつかってあげましょうか？」

　銀ぎん髪ぱつの、綺き麗れいな顔で、楽しそうに脅おどしつける。

「どんな自由も与あたえないで、ずうっと狭せまい部屋に閉じ込めて。ああ、でも安心してくださいね、パフェくらい食べさせてあげますよ、時々ならね」

　そうして、くすくす笑うのだ。

　リティーヤはその悪意の鋭するどさに呆ぼう然ぜんとする。それから、悔しさのあまり泣きそうになる。溢あふれてくる涙なみだを堪こらえ、必死で目の前の顔をねめつけ、叫んだ。

「ゼストガさんの意地悪！　いじめっ子！　ゼストガさんなんかっ」

「……なんか？」

「大ッ嫌きらい……！」

　ゼストガは、幸せそうに微笑ほほえんで、

「逃にげますよ」

　囁いた。

「え」

　リティーヤが聞き返した時、背後から、ぎゃあぎゃあと怒鳴る声が聞こえてきた。

「おいっ、あれだ！」

「クソッ、幻覚なんぞで──」

「捕つかまえろ！」

　氷の槍やりが地面を割って突つき出た時には、リティーヤはゼストガに引きずられるように、その場を逃げ出していた。

　それが、その日の長い追いかけっこの始まりだった。




「ぷ」

　赤と緑のマフラーを巻いた男は、堪えきれずに噴ふき出した。

「はははははははっ、あーもう、嬢じようさんは最高だなあ。実にいいエンターテイナーだよ！」

　眼鏡めがねを外して、目め尻じりに溢れてきた涙を拭ぬぐう。けらけらと笑い転げながら、男は追いかけっこの一部始終──リティーヤが喫きつ茶さコーナーで一ひと騒さわぎ起こして、それを銀髪の青年魔ま術じゆつ師しが助けて、さらに幻覚に騙だまされていたと勘かんづいた男たちが戻もどってきてリティーヤたちを追いかけ回すのを、ずうっと見ていた。

　そこは天幕のてっぺんだった。

　彼は、天幕を支える骨組みの上に寝ね転ころがって追いかけっこを眺ながめていたのだ。地上の人間は誰も彼の存在に気づかず、ただ鳥たちだけが彼に挨あい拶さつをする。

「期待通りだ。あの子なら引っかき回してくれると思ってた。さあ、これからはどうかな」

　肩かたに留まった青い羽の小鳥に話しかけ、期待を込めた目で少女の後ろ姿を見送る。

「キミがどんな子なのか、ボクに全部見せておくれ」

　目を細めて、笑う。

「ボクを楽しませておくれ、リティーヤ？」

　その姿は忽こつ然ぜんと消える。

　天幕のてっぺんに留まっていた鳥たちが、一いつ斉せいに飛び立った。




　ファルクロウ・レッドロックは義父が馬車から降りるのに手を貸していたが、比ひ較かく的近くで起こったざわめきに気づいて、こうべを回めぐらした。編んで背中に垂らしていた金の髪かみが、その拍ひよう子しにぱたりと揺れた。

「何かあったようだね」

　義父であるレッドロック家当主ロイス・レッドロックも騒さわぎに気づいてそう呟つぶやいた。

「様子を見て参ります」

「いいよ。どうせ小こ競ぜり合いだ。魔術師というのは案外血の気が多いものだからね。君も入ってなさい。ほら、雪も降り出したしね」

　当主は騒ぎが収まるまでは馬車にこもっていることにしたらしく、浮うかしかけていた腰こしを再び座席に落ち着けた。

「はい」

　従順に答えたものの、騒そう動どうから当主の安全を確保するため、ファルクロウは馬車の扉とびらを閉めると自分一人馬車の前に立って周囲を警けい戒かいした。馬車を停とめたのは天幕を張ってある広場の隅すみで、周囲には他ほかにも貴人のものとおぼしき馬車が数台停まっている。魔術ショーの会場は広く、来客は多いとはいえその広さを埋うめるほどではなく、多少の混乱も大事には至らないようだった。

「ねえ、ファルクロウ」

　呼ばれて振ふり返ると、馬車の窓を下げた当主が、肘ひじから先を覗のぞかせて彼を手招いていた。細い指に請こわれてそばに行くと、その指が彼の胸むな元もとをつつく。

「商談が終わったら、今日は自由時間をあげよう」

「？」

「君は僕の誘さそいを断って外にいる。雪が降っているのに、だ。それはつまり雪が僕より好きってことだ。だから雪の好きな君にこの北国で雪のお休みをあげよう。帰って来るときには雪だるまだね」

「…………」

　ファルクロウは思わず噴き出した。

「すねてるんですか？」

「そうじゃないよ。ただ、僕はね、十二番目の息むす子ことしての君をとても愛してるってだけさ。ねえ、ファル。僕は君に君の望むように生きてほしいだけなんだ。僕の言ってる意味わかる？」

　当主の顔は陰かげになって見えはしなかったが、ファルクロウにはその意図が容易に摑つかみ取れたので、素す直なおに答えた。

「俺は自分の意志で、自分の望みで当主のおそばにおりますよ」

「じゃ、お休みはどうする？」

「せっかくですので、ありがたくいただいておきます」

「うん、好きにおし」

　当主の細い指が、彼をからかうようにひらひらと振られ、馬車の奥に引っ込んだ。

　苦く笑しように似た意味合いの笑えみを漏もらし、ファルクロウはすいと視線を周囲に、それから周囲に何事もないと確かく認にんした後は空に向けた。

　雪が、白い白い雪雲から落ちてきて、彼はそれを頰で、額で、瞼で受け止めた。

　レッドロック家は南部の大国古王国を実質的に支配する一族だ。

　家名に「ロック」とつくのは、大寒波到とう来らい前の統一王朝において王を助けた上級貴族の証あかしだ。レッドロック家は今も昔も絶大な権力を握にぎり、各方面に影えい響きよう力を持っている。

　その主あるじを乗せた馬車を背後に守り、ファルクロウは白い息を吐はき、その力強い光を宿した青い双そう眸ぼうで会場を一いち瞥べつした。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼は亡ぼう霊れいを見た。
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　逃げて、逃げて、リティーヤは気がつくと街中にいて、あれほど強く握られていた手首も解放されていた。薄うすく赤い跡あとのついた手首と、少し先を行く無言の背中を見つめて、リティーヤは理り不ふ尽じんな痛みを覚える。痛いのは手首ではない。そうではなくて。

「…………ゼストガさん」

「…………」

「ゼストガさんっ」

　リティーヤは自分が色々言い過ぎてしまったことや、相手もまた言い過ぎてしまっていることに気づいていた。どちらもが踏ふみ越こえて、相手の心を傷つけていた。

　それでも、ごめんね、の一言が出てこなくて、リティーヤは、ただ一いつ生しよう懸けん命めい、ゼストガの名を呼んだ。

「ゼストガさんってば！」

「……なんですか」

　ふてくされたような声がやっと返ってきた。

　リティーヤは内心ほっとするが、とても表に出すことなどできず、怒おこったような声で言った。

「歩くの速いですっ」

「……あなたがとろいんです」

　ゼストガもそう言って、決してリティーヤの手を取ったりはしない。その代わり少しだけ歩く速度を緩ゆるめてくれる。

　リティーヤは慎しん重ちように距きよ離りを測って、彼の隣となりに並んだ。

　とにかくそれで、ゼストガは、少なくとも態度の上ではいつも通りに戻ってくれた。




「つまり、リティーヤさんはセンターを抜ぬけ出してきたんですね」

　一通り事情を聞いたゼストガは、冷静にそう言った。冷静すぎて怖こわいくらいだった。

　リティーヤは、慌あわてて付け加えた。

「だってあんなとこずーっといたんじゃ息が詰つまって……」

「リティーヤさん」

　二人並んで通りを歩き、ひとまずゼストガが昨夜も泊まったという定宿に向かっていた。

「迷ったらどうするつもりだったんだとか言いたいことは大量にありますが、それはさておきあなたがショー会場にいた理由を教えてください」

「だ、だから、それは事情があったんです！　ゼストガさんだってなんだってあんなところにいたんですか！」

「仕事です。ショーに紛まぎれて《学園》の魔導書が売買される……という情報を仕入れまして、こうしてわざわざここまで出向いたら、いきなりリティーヤさんのおかげでああなった、というわけです」

「あっ、それあたし奪うばい返しましたっ、大だい丈じよう夫ぶですって、ほーらこの通り……ゼストガさん、どうかしましたか？」

　リティーヤが横流ししようとしていた職員から奪った包みを示すと、ゼストガは突とつ然ぜん立ち止まり、頭を抱かかえて黙だまり込んだ。表情が見えないのでリティーヤも心配になってくる。

「えっとお。ゼストガさん？」

「ふ……ふふふふ……」

「う。な、なんか不気味なんですけど」

　ゼストガは突然顔を上げてリティーヤを見つめた。

　呆あきれかえった顔をしていた。

　あと、たぶん怒っている。

　ものすごく。

　口元は笑っていたが、目がまったく、少しも笑っていないのだ。その程度はリティーヤもわかるようになってきた。自分が彼を呆れさせ、また怒らせているのだろうことはわかったので、リティーヤはごくりとつばを飲み込み、尋たずねた。

「あの……何か？」

「……いえ、結構です。ふ……ふふふふふふふっふ」

　あんまり結構ではなさそうな笑い声を立てて、ゼストガは言う。こめかみの辺りがひくひくと痙けい攣れんしているように見える。あれは怒りを堪こらえているのではなかろうか。

「あのぉ」

「もういいんです。ふ……ふふふっふふふふふ、いえ、心のどこかではわかっていたんです、そうです、リティーヤさんてそういう人でしたものね……あは、ははははははは」

「え、えーと？　あのお」

「とにかく」

　ゼストガは、また急に笑い止やんで、さっさと歩き出した。リティーヤは慌ててそれを追う。

「残念ながら、今回は応おう援えんなしの僕一人です。センターの人間が資料を売っているということで、センターの職員にも頼たよれませんし、研究班の人たちも荒あら事ごとは向いてませんので」

「へえ……」

　リティーヤはまじまじとゼストガの顔を見た。青年は気味悪げに身じろぎした。

「な、なんですか」

「いえ。なんだかゼストガさんもきちんとお仕事してるんだなあと思って。あたしのストーキングばっかりじゃなかったんですねえ」

「…………当たり前です」

「で、それじゃあ買い手の目星とかはついてないんですか？」

「……ついてませんでした。が、取引現場にいた男の一人に見覚えがありました。《祝福チルドレされン・オブし明・ブレス日のト・トウ子らモロウ》の人間です。やっかいな相手ですよ」

「《明日のチルド子らレン》……？」

「西部で力を持っている組織です。魔ま術じゆつを戦争の道具にすることをいとわず、色々な国に自分たちの力を兵器のように高値で売りつけている集団で……そのくせ本ほん拠きよ地ちの西部では慈じ善ぜん団体の顔を持ち、戦争でもうけた金で福ふく祉しに力を入れて、民衆からの絶大な支持を得ています」

「ああ、何か聞いたことあるような……」

「問題なのは、彼らは最近北部にも進出してきていて、このブルーライドでも支持者が少しずつ増えているという現状です。彼らの協力者はどんな身分でどこにいるかわかりません。そして彼らはその協力者による情じよう報ほう網もうを、まさに網あみの目のように張り巡めぐらすことができるんです」

「う……いや、でももう大丈夫、ですよね？　まさかあの人たちだって街中で魔術使って喧けん嘩かふっかけてくるとかはない……ですよ……ね？」

「まあ、そう願いますが、何しろリティーヤさんは取引現場を目もく撃げきして取引相手のセンターの職員の顔までばっちり見てしまったそうですし、あとおまけにその取引のためのブツまで持ち逃にげしたわけで、これは僕らを狙ねらって──」

　その時。

　ごく近くに、雷かみなりでも落ちたような音と震しん動どうが響ひびいた。

「え」

　リティーヤは転びそうになって立ち止まり、音の方に顔を向けた。ゼストガや通りを行く他ほかの人々も驚おどろき、あるいは怯おびえた様子で音のした方を見ている。

　数ブロック先の建物から、黒こく煙えんが上がっていた。

「爆ばく発はつだーっ！」

　建物の方からそういう声が上がった。爆発、ガス爆発、サルカンホテル……という言葉が、さざ波のように人々の間を駆かけ抜けていく。さらなる爆発を恐おそれてその場を逃げ出す者もいれば、もっと近くで見物してやろうと近づく酔すい狂きような者もいる。爆発のあった建物からは避ひ難なんしてくる人の流れができている。リティーヤとゼストガはそのどの集団にも属することなく、その場に立ちつくしていた。

「サルカン第六ホテル……」

　すごい爆発でしたねえ、と呟つぶやくリティーヤに、ゼストガが青い顔で言った。

「……僕が今朝まで泊とまっていたホテルです……」

　リティーヤとゼストガは顔を見合わせ、大おお慌あわてでその場から逃げ出した。




「え、ええと、つまりあたしたち本格的に狙われてるってことですか？　いやいや、でもまだゼストガさんが狙われてるだけって可能性も」

「何言ってんですか、僕に狙われる理由なんてありませんよ。どう考えたってその魔導書のせいでしょう。サルカンホテルは《学園》の定宿ですから、売り手の職員からばれたんでしょうね。で、僕が引き払はらった後だとわかって爆ばく破は……」

「えええええ、でもでも、それだとあたしも……狙われてるってことに……」

「なるに決まってるでしょう。むしろあなたがメインで僕は巻き込まれただけです」

　リティーヤは早足で歩くゼストガの腕うでにしがみつき、嚙かみつかんばかりに叫さけんだ。

「そんなあっ！　なんだってここまで追われるんですか！」

「ユローナの魔導書持ち逃げしといて何言ってんですか！」

「だ、だって……」

　リティーヤは悄しよう然ぜんとして俯うつむいた。その間もゼストガの腕を摑つかんでいる。

「なんか、こう……むかーっと来ちゃって」

「むか？」

「だって……ユローナの魔導書って、どんなものかとかわかんないけど、それを使ってお金稼かせぐなんて。同じ魔術師がそういうことをしちゃうのが、信じられない、っていうか、腹が立つ、っていうか」

「…………」

　ゼストガは、長くため息をついた。

「わかりました、とにかく、その手を放してください」

「はい……」

「じゃ、僕は逃げますから後は自力でなんとかしてください」

「待ってええええええええ、助けてゼストガさああああああああん！」

「冗じよう談だんですよ」

　いつもの笑え顔がおでゼストガはさらりと言った。あー殴なぐりたいなー、とリティーヤは一いつ瞬しゆん心から思った。

「騒さわがないでください、目立ちます。しかしこの分だと、駅と検問所も怪あやしいですね。ここの電信局はちょっと信用できませんし……」

「どうするんですか、あ、ちょっと、遠い目しないでください！」

「ふ……いえ、佳か人じん薄はく命めいって本当だなあと思いまして。勿もち論ろんリティーヤさんのことではなくて僕自身のことですが」

「もう、惚ほうけてないで何か手だてを考えてください！　誰か、頼れる人とかいないんですか？」

「そんな便利な人がほいほいいるわけがないでしょう？」

「いや、でも……あれ？　誰かいたような……」

「？　……そういえば……」

　二人は顔を見合わせ、あ、と声を上げた。




「よろしくてよ。わたくしにお任せなさいな」

　アーゼリカは高級ホテルに取った広々とした部屋でリティーヤとゼストガを迎むかえると、自信たっぷりにそう答えた。

　ゼストガは、午後のお茶の用意がされたテーブルを前にして、うさんくさそうに母を見た。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まあ、なんですのゼストガ、その顔は」

「いえ、まあ、夫人の荷物か何かに紛まぎれ込ませて街を脱だつ出しゆつさせていただければ、それで……」

「あら、残念ながらわたくし出立はまだ先でしてよ」

「そこをなんとか都合つけていただきたいと申し上げているのです」

「ふふふ、安心なさい、勿論無理だから放ほうり出すなんて真ま似ねはしませんわ。わたくしはまだ用事がありますから動けませんけれど、問題ありません。だってここはブルーライドですのよ？　領地からも目と鼻の先です。わたくしの口利ききで、逃にがし屋の一人や二人、手配してさしあげましてよ」

「…………なんだか妙みように不安が残るのですが……リティーヤさん、あなたからも何か言って……って、何むさぼり食ってるんですか！」

「もが」

　リティーヤはテーブルの上に美しくセッティングされたオレンジのタルト、ナッツの香こうばしい焼き菓が子し、卵のサンドウィッチなどを次々と口に入れて頰ほお張ばっていた。

「らって」

「飲み込みなさいっ、喋しやべる前にっ」

「んぐ」

　リティーヤは少しぬるくなった茶で口の中のものを喉のどの奥に流し込んだ。

「だって、あたし朝からろくなもの食べてなくて──ええと、アーゼリカさん」

「なんですの？」

「あたしがゼストガさんから逃げてる、って、どうしてご存じでした？」

「あら」

　アーゼリカは軽く目を瞠みはったが、すぐにころころと笑い出した。

「そうですわね、言ってませんでしたわ。わたくし、頼たのまれてましたのよ、リティーヤさんをゼストガや、そのほかの魔術師の方から守ってほしい、と」

「誰からです!?」

　ゼストガが勢い込んで訊きいたが、アーゼリカは含ふくみ笑いを漏もらすだけで答える様子はなかった。

　リティーヤは、まあ、だいたいの見当はつけていたので──リティーヤが魔導書調査委員会から逃げてあの魔術ショーの会場にいたとわかっていたとなると、ヤムセか、ロードマスターか、まあ、とにかくその辺の誰かだ──あえてつっこまず、話を逸そらした。

「ねえアーゼリカさん、このお菓子、くるみ入ってておいしいですー」

「あら、ではもっと用意させましょう。パリオを……」

　パリオというのはアーゼリカのお供で、昔から仕えている使用人だという話だった。

「菓子は結構です。……夫人に頼んだ相手はどうやらリティーヤさんが多少ご存じの様子ですから、後で聞きます。で、その逃がし屋というのはいったい……信用できる相手なのですか？」

「ふふ、勿論ですわ。わたくしは彼女のお父様をよく存じ上げていたのです」

「……彼女？」

「女性ですの。可愛かわいいお嬢じようさんでしてよ」

　アーゼリカは、にっこりと微笑ほほえんだ。




　早さつ速そく呼びましょう、と言ってアーゼリカがパリオに指示を出し、そのまま一いつ旦たん席を立った。リティーヤとゼストガは部屋に残されて、リティーヤはもくもくとオレンジのタルトを口に運び、ゼストガは苛いら立だたしげに足を組み替かえ、時折茶を飲んでいた。

「で」

「は」

「どうして、あの会場にいたんですか」

「……ゼストガさん、ほんっとしつこいですねえ」

「あの荷物に指示でも入ってましたか」

「…………」

「一応一通り確かく認にんはしたのですが……甘かったようですね。ではやはり夫人にあなたの手助けを頼んだのも、ヤムセさんかテヨルさんかバドさんか……研究室の方でしょうね」

「あ、やっぱり確認してたんですね」

「そりゃしてますよ。手紙類がないのでどこかに隠かくしているのだろうとは思ったんですが……どこにあったんですか？」

「本ですよ」

「本？　しかしあの大量にあった中からよく……」

「まあ、あたしと先生にしかわからない目印みたいなのがあったんですよ」

　実際はそんな大したものではないのだが、リティーヤがそうごまかすと、ゼストガは、ふぅん、と鼻を鳴らして視線を逸らした。少し──ほんの少しだが、不ふ機き嫌げんそうだ。

「ご紹しよう介かいしますわ」

　突とつ然ぜんドアが開いて、アーゼリカが姿を現しそう言った。ゼストガとリティーヤの視線はそちらに集中した。

　アーゼリカの背後から、小さな人ひと影かげが現れた。

「こちらがお父様の跡あとを継ついで逃がし屋になった、ロリロナ嬢ですわ」

　その姿を見て、リティーヤは口をあんぐり開け、ゼストガもちょっと目を瞠った。

　それはリティーヤと同年代か、少し下と思われる、小こ柄がらな少女だった。

　輝かがやくプラチナブロンドを二つに分けて高い位置で結び、肩かたに垂らしている。雪を思わせる白い肌はだを覆おおうドレスは喪も服ふくのように黒く、喉のど元もとまで繊せん細さいなレースで覆っているくせに、その裾すそは装そう飾しよく的なガーターがちらちら見えるほど短い。

　なんというか──経験と人脈が必要とされる逃がし屋としてはあまりにも若いし、その、かなり目立つ。リティーヤも逃がし屋の親子を一組知っているが、親子連れということで人目を引かない彼らとはまったく違ちがうタイプだ。ドレスはレースとリボンが多用され目め眩まいがするほど装飾的で、なおかつ扇せん情じよう的だ。

「コイツらを運べばいいんですね」

　少女はそのサクランボのような愛らしい口を開いて、乱暴なのだか丁てい寧ねいなのだかわからない言葉遣づかいで傍かたわらのアーゼリカに尋たずねた。アーゼリカは、めっ、と言って少女を軽く睨にらみつけた。

「初対面の方にそのような言い方ではいけませんわ。こちらはリティーヤさんとゼストガです」

「はい、ビューロック夫人」

　少女は人形のような表情をほとんど動かさず、ただこくんと頷うなずいた。

「…………え、えと」

「夫人、こちらのお嬢さんが逃がし屋というのは本気でおっしゃっておいでですか？」

　対応に困るリティーヤに先んじて、ゼストガが疑わしげな目をアーゼリカに向けて言った。

「勿もち論ろんですわ。ロリロナ嬢のお父様とあなたのお父様とは、古い付き合いなのですよ」
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「つけられてないでしょうね」

　少女──ロリロナが、母子の会話を無視してリティーヤに話しかけてきた。リティーヤはとまどいながらも頷いた。

「たぶん……」

「たぶんですって？」

　ロリロナの瞳ひとみが、辛しん辣らつな光を帯びて輝いた。

「《学園》ってのはアンタたちみたいなぼんくらでも生き延びられる平和なところなのね。寝ねるところも食べるものも着るものも全部用立ててもらってゆりかごの中の赤ん坊ぼうみたいに甘やかされてるって聞いたけどその通りとは思わなかったわ。悪いこと言わない、アンタみたいなのはあの東部のクソ田舎いなかに帰って二度とこの辺りには顔を出さないことよ。尾び行こうを警けい戒かいすることも知らないなんて、痛い目を見るわ、今にきっとね」

　つり上がり気味のくりっとした青い目が、リティーヤを真っ直すぐに見つめる。

　リティーヤは言われたことに反発を覚えるよりも、ただ驚おどろいて相手の顔を見つめていた。

「なあに？　言い返すこともできないの？　ほんととろいのね」

「いや、すごいお人形さんみたいで……まあ、とにかく、ロリロナさんだっけ？　いや、ロリロナちゃんでいいや。ロリロナちゃんがこの街出る手助けしてくれるってことでいいんだよね」

「…………ビューロック夫人、アタシこんなバカの相手しなくちゃいけないんですか？」

「まあ、そういう言い方わたくしあんまり好きじゃありませんわ、ロリロナさん。お年も近いのですから仲良くしてくださいね」

「…………えー、と。ちょっといいですか」

　ゼストガが何か含みのある様子で声をかけてきたので、リティーヤは手招きされるままに彼のそばに寄って、女性二人から少し離はなれた。

「本気であのお嬢さんに手引きを頼むつもりですか？」

「だって、他ほかに当てがあるんですか？」

「あんな得たいの知れない相手に頼むよりは、自力で抜ぬけ出す方策を考えた方がよっぽど……」

　その時、ロリロナがやはり唐とう突とつに──どうも、彼女の物言いには常にそういうところがあるらしい──言った。

「そうしたければそうした方がいいわ。《明日の子ら》はもうあなた方の包ほう囲い網もうを敷しいているけど」

「……どうして僕らを追うのが《明日の子ら》だと思うのですか？　僕は何も言ってませんよ」

　ゼストガが慎しん重ちように少女に尋ねた。

　ロリロナは腕うでを組み、いかにもこましゃくれた様子で胸を張り、横おう柄へいに言った。

「《明日の子ら》がこの街の情報屋どもに流したのよ、銀ぎん髪ぱつの優やさ男おとこと金きん髪ぱつの騒さわがしい娘むすめについての情報に金を払はらうって。アンタたちの似顔絵と、今日のその恰好を詳くわしく書いたメモつきで」

「そんな情報をどうしてあなたが？」

　ゼストガは警戒を強めてロリロナを睨みつけている。

　ロリロナは不機嫌そうに言った。

「あのね、アタシは逃がし屋なの。わかる？　仕し事ごと柄がらアタシはそういう情報にも通じてなくちゃいけないの。それで──どうするの。逃げるの、逃げないの？　これ以上待たせるっていうならアタシもこの仕事は断らせてもらうわよ」

「…………」

　リティーヤとゼストガは顔を見合わせ──決断を下した。




　ブルーライドより北はかつて統一王朝の王都があった土地だが、今は風と雪が吹ふき荒あれ、時には様々な異常気象も起こり、多くの者が土地を捨て南に下った。

　だが、今も祖先の地を離れず暮らしている者は、わずかながらいる。

　市から北へ抜ける細い国道はまさにそういった集落に至るためのものだが、冬ともなればあちこちで通行止めになり、とても通れたものではなかった。

　だから、その道を行こうとロリロナは言った。

「じゃあ、この中に入ってちょうだい」

　倉庫に連れ込まれて示されたのは、大きな木箱だった。大きいとは言っても、リティーヤはともかく、ゼストガが入るには少し窮きゆう屈くつそうだ。中を覗のぞくとおがくずが半分ほど詰つまっている。

「外からは釘くぎを打ったみたいに見せておくけど、中からは力を込めなくても簡単に開くようにしてあるから。さ、時間がないわ、入って」

「いや……その」

　木箱を前に口を開いたリティーヤへ、ロリロナはキッと視線を向けた。

「あら。この期ごに及およんで何か質問が？」

　ゼストガが木箱をぺしぺしと叩たたいて言った。

「荷に隠かくれて逃げるならあなたに頼たのまずともできます。もう少しなんとかならないのですか？　だいたい、市の北へ抜けるのはともかく、その後センターに行くことはできるんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、抜け道は御ぎよ者しやが知ってるから。それに荷に隠れて逃げるなら自分でできると言うけれど、《明日の子ら》はあちこちに協力者がいるのよ。荷に紛まぎれ込んだとして、その配達人は本当に信用できる相手かしら？　色々なつてを使って人を雇やとっても、そのどこかで《明日の子ら》の関係者に知られてしまったら、荷馬車が街を出た時点で襲しゆう撃げきされておしまいよ。でも、この倉庫と配達人なら安全。おまけにこれは北の集落への定期便だから、《明日の子ら》だって怪あやしみはしないわ」

「……ゼストガさぁん、あんまり意地張ってないで……」

「安全を確かく認にんしているだけですっ」

　ゼストガは苛いら立だたしげだった。得体の知れない少女に自分とリティーヤの命を預けなければならない状じよう況きようが気に入らないのだろう。リティーヤは心中を推おし量って、ぽんぽんと彼の背中を叩いた。

「まー、ここは一つアーゼリカさんの人脈を信用するってことで。それにもしもなんかあったとしても、あたしがなんとかしてあげますから」

「……リティーヤさんになんとかしてもらうくらいなら自分でなんとかします」

　ゼストガは苦い顔で言い捨てて、腹を決めたのかロリロナに向き直った。

「ではもう一つ出してください」

「何を？」

「何って箱ですよ。一つじゃ……」

「一つよ」

　ロリロナは平然と言った。

「箱は一つよ。それ以上はスペースを空けられなかったの」

　リティーヤとゼストガは箱の容積と自分たちの体積を目算して凍こおり付き、アーゼリカはおっとりと、幾いく分ぶんの非難を込めて呟つぶやいた。

「まあ、男女が一つの箱の中だなんて」

　ロリロナは、相変わらずアーゼリカにだけは丁てい寧ねいな口調で答えた。

「大丈夫です。この子なら胸の分余よ裕ゆうがあります」

「自分だって大してないじゃないのよ！」

　リティーヤは思わず叫さけんだ。それから、つられて見比べてしまったゼストガの顔に張り手を食くらわし、無む理り矢や理り視線を逸そらさせた。




　結論から言うと、箱に入ることはできた。

　ぎゅうぎゅうで、窒ちつ息そくしそうなほどだったが。





２






　元々、ブルーライドにレースや織物を運んできたという馬車は、今度は煙草たばこや茶、コーヒー、塩、ランプに陶とう磁じ器きまで詰め込んで、北の集落へと出発した。

「ご無事を祈いのっておりますわ」

　そう言ってアーゼリカは二人の乗り込んだ荷馬車を倉庫で見送ってくれたが、リティーヤは、その台詞せりふは窒息しかけている息むす子こにかける言葉としては間ま違ちがっているんじゃないかと思った──何な故ぜなら彼はすでに無事ではない。

　荷馬車には幌ほろがついていたため最低限の雪風は防げたが、冷気は板とおがくずを通して箱の中に入り込み、リティーヤもゼストガも暖を取ろうと身じろぎし、そのたびに相手にぶつかって悲鳴を上げさせた。

「うぶ、ゼストガさん、ちょっと痛い……腕、腕っ」

　リティーヤが悲鳴じみた声を上げれば、ゼストガがおがくずの下からくぐもった声で返す。

「リティーヤさんが僕の腹の上から足をどけてくださったらなんとかします」

「ぎゃーっ、おしり触さわった！　ゼストガさんおしり触った！」

「な、やめてください名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえますよ！」

「うそーっ、じゃあこれ何……」

　リティーヤは一いつ瞬しゆん口を閉じた。妙みような、乾かわいた音が聞こえた気がしたのだ。

　かさこそ……。

　音は再び聞こえた。確かに、おがくずを搔かき分ける、あまり人間的でない音だ。

　リティーヤはほっとして息を吐いた。

「あ、なんだ、ネズミか虫か」

「……リティーヤさん、もしかして僕の手が身体からだに触ふれるのとネズミやら虫やらが身体に触れるのなら後者を選ぶんですかあなたは」

「あ、それ難しいですね。ネズミも嚙かまれたら病気とか移っちゃうことあるしイヤですけど。ムカデも腫はれるし。でもゼストガさんに嚙まれても病気移されそうだから」

「何の病気も持ってません、僕は！」

　叫んだ拍ひよう子しに口におがくずでも入ったのだろう、ゼストガはしばらく、ぺ、ぺぺ、と口の中のものを吐き出すような音を立てていた。

「あーあ、いつまでこうやって……ぎゃあっ」

　突とつ然ぜん馬車が揺ゆれた。路面にできた溝みぞか轍わだちにでもはまってしまったのだろう。木箱は斜ななめに傾かたむき、リティーヤは狭せまい木箱の中で自分たちの荷物──勿もち論ろんケーキ缶かんも持ってきた──と防寒の毛布にもみくちゃにされ、ついでにゼストガの下した敷じきになった。

「お……おも……っ」

「ま、待ってください、今どきますから……」

　さすがにゼストガも焦あせった声を出していた。何しろ今彼の顔はリティーヤの肩かた口ぐちにあった。首筋に息がかかる距きよ離りだ。リティーヤは今は距離の近さよりも重さの方が気になってそれどころではなかったのだが、考えてみればひどい体勢だ。

　リティーヤは、焦るゼストガを前にして、にやりと笑った。

「……ふーん、ゼストガさん、実験動物にそんなに気きィ遣つかうんだ？」

「あー、そうでした、実験動物なら別に踏ふみつけてもいいですよねっ」

「え……ぎゃうっ」

　ゼストガがリティーヤの顔に手を当て、それを支えに身体を起こした。距離は離はなれたが、リティーヤは木箱の側面とゼストガの手に頭を挟はさまれ、かなり痛い。

「ひ……ひっどおおおおい！　あたしだったら実験動物はもっと優やさしく扱あつかいます！」

「これが僕のやり方なんです」

「そりに積み替かえる。静かにしていてくれ」

　そういう声が箱の外から聞こえてきた。御者の声だとわかっていたので、リティーヤとゼストガはともに口を噤つぐみ、息を詰めた。

　やがて、がたがたと荷物を積み下ろすような音が聞こえ、リティーヤとゼストガを入れた箱も、何人かがかりで持ち上げられ、移動されたようだった。宙に浮ういているような不安な感覚は、すぐにどしんという衝しよう撃げきとともに硬い地面か床ゆかの感かん触しよくに変わり、リティーヤは悲鳴を上げそうになった。

　それからまたしばらくして、馬の息づかいだとか、人の話し声だとか、車輪が硬い地面を引っ搔く音だとかが聞こえ、遠ざかっていった。

　周囲が静かになり、人の気配が一いつ旦たん遠のいた。

　リティーヤは、板を通し忍しのび入る冷気を感じて、ぶるりと震ふるえた。

「ねえゼストガさん」

「ちょっと静かにしてなさいと」

「聞こえませんよ、この声の大きさなら。ねえ、これセンターの近くまで続くんですよね。何時間かかるんでしたっけ？　なんかもー、センターまで保もつか怪しくなってきたんですけど」

「湯たんぽあるでしょう。湯たんぽさえあれば人間どうにかもちこたえられるものです」

「いや……なんか違ちがいます、それ……」

　だが、結局ゼストガも、しばらくの沈ちん黙もくの後、か細い声でぽつりと呟いた。

「寒い……」

「……うん、寒いですね……」

　リティーヤもぽそりと応じた。

「それにこの揺れ、ひどいですよねー。地面の状態が悪いから仕方ないんでしょうけど。揺れなくなってもしばらく続いてそうな」

「揺れ？　今揺れてませんよ」

「えー、じゃあ停とまってるんだ。感覚狂くるってるのかなあ」

「…………」

「でもなんでいつまでも停まってるんだろう。それにすごく静かで……」

「…………」

「静か？」

　リティーヤは口を閉じて外界の音に耳を澄すませた。

　鳥の声。

　羽ばたき。

　今ばさりと聞こえた音は、雪が木の枝から落ちた音だろう。ひょっとしたら鳥が飛び立ったせいで落ちたのかもしれない。解けて落ちたにしては、この気温は低すぎる。

　それから、風が梢こずえを揺すって近づき、また遠ざかる音。幾いく通りもの経路で通る風が、互たがいにぶつかり、交差し、通り過ぎる。

　それだけだ。

　人の声も、この荷馬車を運んでいるはずの馬のいななきも、息づかいも聞こえない。

　リティーヤとゼストガは、慌あわてて形ばかり載っている蓋ふたを押し開け、木箱から飛び出した。

　そこは、雪原だった。

　林が海うな原ばらの小島のようにぽつんぽつんと散らばる雪原の中に、今まで馬車が通ってきた道ばかりが、土と、土で汚よごれた雪で、黒く、寂さびしく延びている。

　だが、その道もリティーヤとゼストガの入っていた木箱が置かれた地点で途と切ぎれ、そこから先は腰こしほどの雪が積もっている。

　空は青く、気温は当然のように氷点下を下回り、粉雪が風に舞まう。

　ブルーライド市の欠片かけらも見えず、人家も周辺には一つも見えない。

「だ」

　御ぎよ者しやも、馬も、それどころか馬車そのものも、すでにまったく見えなかった。

　リティーヤはぽかんと口を開け、ゼストガはかすれる声で、

「騙だまされた……」

　敗北を認めた。




　太陽が地平線に沈しずんでしまう。

　まだ午後のお茶の時間を幾らも過ぎてはいなかった──馬車が倉庫を出発したのが、たぶん一、二時間前のことだ──が、この季節の太陽は低い位置を数時間かけて這はうように移動するだけで、非常にあっさり暮れてしまう。雪原を淡あわいオレンジ色の光が照らしたかと思ったら、次の瞬しゆん間かんにはそれはもう紫むらさきを帯びた暗い色調のものに変わっていた。

　リティーヤは呆ぼう然ぜんと落日を見つめていた。

「ああ……なんかずっと雪道歩いて終わったな、今日……」

「そのままぼうっとしてたら人生も終わりますよ」

　少し離れたところからゼストガが呼びかけてくる。彼は雪原に置いてけぼりにされたショックから回復すると、身の回りのものをまとめ、来た道を逆にたどり始めていた。さっさと先に行かず律りち儀ぎに立ち止まってリティーヤを待っている辺りは紳しん士し的だが、その口から出てくる言葉はあまり紳士的とは言えない。

「ゼストガさん、でもそっち行くとブルーライドに戻もどっちゃいますよー」

「じゃああなたはここにいたらいいでしょう。こんなところで夜を明かしたら死にます。僕は死にたくありません、よって僕はこの道をたどって戻ります、以上！」

「えー。でもブルーライドに戻ったら《明日の子ら》に殺されちゃうんじゃないですか？　ほら、この魔導書だって取られちゃいますよ？」

「ではブルーライドの手前で人家を探します。馬車には長く乗ってませんから、そう長時間は歩かずに済むはずです……はあ、まったく……」

「あ、ゼストガさん、元気出して、ほら」

　リティーヤは凍こおり付いた轍わだちに転びそうになりながら、ゼストガの方に近づいて、彼の肩かたを叩たたいた。ゼストガは迷めい惑わくそうだった。

「ほら、じゃありません。リティーヤさんも気をつけていてください、いつ襲しゆう撃げきされるかわかりませんよ」

「襲撃、って？」

「《明日の子ら》ですよ。状じよう況きようから考えて、僕らは売られたのでしょう」

「ロリロナちゃんに？」

「そうです。まったく、やはり関かかわるのではありませんでした。ビューロック夫人の紹しよう介かいなど……あの人の言葉を信用した僕がバカでした」

　リティーヤは少しむっとして、彼を睨にらんだ。

「アーゼリカさんだって、こんなこと想像もしてなかったと思います。仕方ないですよ」

「……どうしてそこで夫人を庇かばうのですか」

「だって……その、ゼストガさんがすごく冷たいからっ」

「冷たいから、なんですか。僕と夫人のことを何にも知らないのに口を出さないでください」

「！　か……家族だってこと、知ってたら十分です！　せっかく会えたんですから、もっとちゃんと、色々お話とかしましょうよ！」

「ああ、そういうことですか、あなた自分の家族捜さがしてるから、僕が母を大事にしないのを不満に思っているんですね。でも、各家庭にはそれなりの事情というものがあるのです。放ほうっておいていただけませんか？　ひとの母親を勝手に自分の親に重ねないで──」

「そんなんじゃないです！」

「ではなんだと言うのです？」

「あたしは、ただ、ゼストガさんがお母さんのこと、もっと考えてあげた方が……」

「余計なお世話です。あなたはいつだってそうですね。魔導書だって──」

「……？　何のことです」

「…………」

　ゼストガは不ふ機き嫌げんそうな顔をして、そっぽを向いた。

「ゼストガさん？」

「…………あなたはまたやらかしたんですよ」

　そう言い捨てて、またさっさと歩き出してしまう。

「どういう意味ですか」

　リティーヤは言葉の意味を測りかね、ゼストガを追いかけた。

「どういうって」

「ねえ、ゼストガさん！　今のってどういう意味ですか？　ねえ、魔導書って、あたしが奪うばい返してきた魔導書ですか。あれ、ユローナの、研究成果を記したものなんじゃないんですか？　そりゃ、あたしもぱらぱらと読んだだけですからよくは知らないですけど。高い値段つけて取引するような、重要な……もの……なんですよ、ね……？」

　リティーヤはだんだん不安になってきた。そうだ、だいたいゼストガの態度は最初からおかしかった。取り返した魔導書の中身を確かめすらしていない。それに、リティーヤが魔導書を奪い返し、追っ手に追われるのを、ひどく怒おこっていた。それは、まあ、怒るだろうが、彼の仕事を考えたら、多少は喜ぶような気がする。何しろ、取引されようとしていた魔導書を取り返したのだ。

「あの……ぜ、ゼストガさん？」

　ゼストガは無言だ。リティーヤは自分の嫌いやな予感が当たっているような気がしてきた。

「もしかして……あの、この魔導書……あんまり重要じゃない、とか……？　あ、でもでも、それでも、ほら、ユローナの遺のこしたものなら、研究しがいが……ある……かな、と……」

「考えてください」

　ついにゼストガが口を開いた。

「僕は、センターの職員が貴重な魔導書の横流しをしているという情報を得て、その職員をずっと見張っていました。そうしたら今日ついに動いたわけです。その前に彼がどんな魔導書を手に入れていたかは知っていましたし、これから取引だろうことはわかってました。ただ横流しの現場を押さえたかったのです。どんな相手に渡わたるのか、確かく認にんもしたかった。それで泳がせていたわけです。いいですか、考えてください、その得体の知れない脳以外の何かが入った頭で。僕は、横流しされる魔導書がどれなのか知っていました。誰が横流しするのかも知っていました。さて、それでは僕はその魔導書をそのまま取引に使わせるでしょうか？　魔導書を敵対組織に渡すような真ま似ねをするとでも？」

「…………偽にせ物もの…………」

「はい、正解。そうです。僕は偽の魔導書を用意してすり替かえ、それを取引現場に持って行かせました。後は横流ししていた職員を捕つかまえて脅おどしてすかして証拠突つきつけて自白させて情報取って報告書上げて、まあそんなところです。そこから先は他ほかの人の仕事です。ところが僕はここでとんでもないものを見てしまったのです。そう、テーブルの下から這い出てきたあなたです、リティーヤさん」

　リティーヤは腕うでの中の包みを見下ろした。絶望的な気分になった。

「じゃ、じゃあ、あたしのしたことって……」

「職員は逃にがしてしまいました。情報は得られません。僕らは雪中行軍です。これがあなたのしたことの結果です。ふ……リティーヤさんがこういう人だってことはわかってましたが、まさか魔ま術じゆつショーにまでやってきて僕の邪じや魔まをしてくださるとは思ってませんでした、ええ」

　リティーヤはさすがに口を噤つぐんで、立ちつくした。

　ゼストガは、見るからに怒っていて、ずんずん先に歩いていく。

　すぐに今のことを言わなかったのは、彼なりの配はい慮りよだろう。リティーヤが気にすると思って、口を噤んでいてくれたのだ。

　それをわざわざつついて爆ばく発はつさせたのは、自分だ。

　リティーヤは呟つぶやいた。

「あっちゃあ……」




　道は凍り付き、時折足を滑すべらせ、また轍わだちに足を取られて転びそうになった。

　時間が経たつにつれ、薄うす闇やみは真の暗闇へと移り変わり、足あし下もとを確認できず転ぶことが多くなった。足下を警けい戒かいするせいで慎しん重ちようになる他なく、時間ばかりがかかってしまう。

　おまけに、時間が経つにつれ、横よこ殴なぐりの風には雪が交じるようになっていった。

　当然のごとく月は雪雲に隠かくれている。

「ゼストガさん」

　元々長時間木箱に押し込まれていることを想定していたため、防寒対策はばっちりしていた。木箱の底には温めてタオルで巻いた煉れん瓦がを敷しき詰つめていたし、それぞれ一つずつ大きな湯たんぽを抱かかえていた。

　だが、煉瓦も湯たんぽも重かったので置いてきた。厚着はしていたが、基本的には雪風は木箱と幌ほろで防げることが前提だった。

　今、リティーヤとゼストガを守るのはいつもより数枚多めに着込んだ服と、分厚いコートと、マフラー、帽ぼう子し、ブーツ、手て袋ぶくろその他の防寒具だけだった。

「ゼストガさん、ごめんなさい」

　雪はどんどん彼らの足下を覆おおい、轍の跡あとさえよくわからない。今はまだかろうじて積雪の高さが違ちがうからなんとか道と雪原の見分けがついているが、このままでは早晩道に迷う。

　というか。

　遭そう難なんする。

「ゼストガさん……っ！」

　リティーヤは返事のないゼストガの背に呼びかけるので一いつ生しよう懸けん命めいで、足下への注意が逸それていた。雪で覆われた轍に足を取られ、転ぶ一歩手前で、振ふり返ったゼストガが腕を摑つかんで支えてくれた。

「あ……」

「…………もう足上がらないんじゃないですか？」

　リティーヤはゼストガの顔を見上げた。

「まだ歩けます」

「どれくらい？　人家はまだ見えませんよ」

「えーと……」

「仕方ありません」

「ゼストガさん」

　リティーヤにはゼストガの表情がわからない。雪と闇やみと顔の下半分を覆ったマフラーとで、よく見えない。

　だから、彼の今の『仕方ありません』が何を意図したのかわからず──一いつ瞬しゆんどうしようもない衝しよう動どうに襲おそわれ、彼の腕を摑んだ。

「？　リティーヤさん？」

「あ、いや、その」

　今、ゼストガの方にはまだ歩く体力がある。

　だが、リティーヤは確かに足が上がらなくなってきている。さっきから転ぶことが多くなったのも、雪のせいだけではなく、半分は疲ひ労ろうのせいだ。

　それに彼はリティーヤに対してとても怒っている。当たり前だ、自分はとんでもない間ま違ちがいをしでかして、彼をこの逃げ場のない状じよう況きように放ほうり込んでしまったのだから。

　自分は彼の足を引っ張ってばかりだ。

　となれば、ゼストガの言う『仕方ありません』の続きは──。

「あ、あたしまだ歩けますからっ」

「しかし、リティーヤさんは今朝ブルーライドまで歩いてきたはずですね？　それでこの時間になってもこの状況では、幾いくらなんでも……」

　リティーヤは昨夜ほとんど寝ねずに出立の準備をしていた。今朝だって早くにセンターを出て歩き通しでブルーライドに来た。

　それはわかっていた。それでもリティーヤは、震ふるえる手で自分の腿ももを叩たたいた。

「心配いりませんよ！　ほらほら、行きましょう？」

「無理です。仕方ありません、ここは──」

「やです！」

　リティーヤは鋭するどく叫さけんだ。ゼストガは驚おどろいたようだった。

「リティーヤさん、さっきからいったい……」

「やです！　ここは、ここは寒いし暗いし、こんなところで一人なのは絶対やです！　あ、あたしはもう──」

「ちょっと」

　ゼストガの制止を、リティーヤは聞いてはいなかった。ただ頭にあるのは、寒い、暗い、一人の夜。冷たい地面に蹲うずくまり、地面と同じ温度になっていく、自分の体温。誰もそれを見もせず、手もさしのべず、まるでリティーヤなど存在しないかのように、無視していく。

　リティーヤはそれに何もできず。あらがえず──。

　指先から、心臓へ、ひたひたと死が上ってくる。

「やだあっ、やだやだやだやだやだやだやだやだあっ！」

　リティーヤはゼストガの腕にしがみついて、子どものように叫んだ。

「置いてかないで！」





３






　リティーヤは寒さが苦手だ。

　張りつめた緊きん張ちよう感かんを持つ冬の大気、骨から侵しん食しよくしていくようなその冷たさが苦手だ。静かな雪の夜が、夜のくせに白いその空が苦手だ。寮りようの部屋で布ふ団とんにくるまっていると、冷気と一いつ緒しよに忍しのび込む恐きよう怖ふでどうかなってしまいそうだ。意識が失われていくと同時に、頭まで雪に侵食されていくような気がしてくる。密ひそやかな死の猟りよう犬けんが、気がつけば足下にいるように思えてくる。

　冷気と雪は、リティーヤにとって『死』そのもの──凍とう死ししかけた九歳の記き憶おくに直結しているのだ。

　だが、あの時の絶望の正体は、冷気でも、雪でもない。

　孤こ独どくだ。




　感情の制せい御ぎよができなかった。

　不安と焦しよう燥そうが衝つき上げて、どうしようもなかった。

　指先が冷たい。足の先も、顔も、温度が下がっている。それなのに身体からだの奥が妙みように熱い。

「────」

　その熱が、急に膨ふくれ上がる。

　身体の奥から湧わいてきた熱がリティーヤの四し肢しに達する。

　頭の芯しんに、じわりと白い闇が広がる。

　覚えのある感かん触しよくに、リティーヤは混乱しかける。

　そんなことはないはずだ。

　魔術は封じられているはずだ──。

「置いていくわけないでしょう！」

　ゼストガの絶ぜつ叫きようが耳に痛かった。

　リティーヤはハッとして顔を上げた。熱は一瞬リティーヤのうなじの辺りを撫なで、その後は驚くほど速すみやかに引いていった。

　ゼストガと目が合った。彼はひどく真しん剣けんな顔をして、自由な方の手で、リティーヤの肩かたを摑んでいた。

「しっかりしてください！　何惚ぼけているんですか！　バカだバカだとは思ってましたがここまでとは知りませんでしたよ！」

「…………」

　今、さらりとひどいことを言われた気がしたが、ゼストガはリティーヤが何か言う前にまくし立てた。

「あなた僕のことなんだと思っているんですか？　それは確かに僕は魔導書調査委員会の人間で、あなたを研究室から引き離はなして北部まで連れて来た張本人ですよ。敵視されているのはわかってます。まあ、実際所属のことを考えたら、僕らはほとんど敵対していると言ってもいいでしょう。でもだからって僕があなたをこんなところに一人放り出していくと思うんですか？」

　リティーヤは剣けん幕まくに押される形で、ぎこちなく口を開いた。

「あ、あは、そうか、あたしが死んだら研究もできなくなっちゃいま……」

「だからそういうことじゃないんです！　僕は幾ら命令だろうと知り合いを見殺しにするような真ま似ねはしません！」

　リティーヤは驚いて目を見開いた。わずかに潤うるんだアイスブルーの目は雪原で凍こおり付いた二つの湖のようにゼストガを映した。

「僕はあなたを置いていったりしません」

　何を言ったらいいかわからなくて、リティーヤは口をぱくぱくさせた。

「じ、っけん、動物、って」

　脳のう裏りに浮うかんでいた幼い冬の日の光景が、瞬またたく間に色あせて頭の片かた隅すみに退いていく。

「は？」

　同時に胸を満たしていくのは穏おだやかな春の日差しのようなぬくもりだ。

「じっけん、動物、って、言ったのに。調査委員会の命令で、いま、一緒に、いるだけで」

「ああああああっ、もう！　だから僕がああ言ったのはあなたが僕の気持ちも考えずに愛あい想そなんて最初から関係ないだのなんだのと言ったからでしょう!?　そりゃあ調査委員会から命令があったらあなたなんて放置してどこにでも行きますけど、いつか離れていくかもしれませんけどっ、それでも！　それでも、今、僕はあなたと一緒にいてあなたを助けたいと思っているんです！　命令だとかそんなの今は関係ないんです。それだ……け……で」

　リティーヤはゼストガの胸に顔を埋うずめていた。コートについた雪が顔について冷たかった。雪が瞼まぶたや頰ほおの熱で解けて、涙なみだと一緒に顔を濡ぬらした。リティーヤは彼のコートの匂においをすんと吸い込み、涙声で呟つぶやいた。

「ありがと、ゼストガさん」

「──お礼は受け取っておきますがこういうふうにべたべたべたべた触さわるのはご遠えん慮りよください」

　ゼストガはそう言ったが、リティーヤを引きはがす気配はない。

　それに今は甘えて、リティーヤはもごもごと言った。

「うん、と。できれば、待ってください」

「何な故ぜ」

「今顔上げると、凍り付いてすごいことになりそう……」

「まったく……」

　ゼストガの声は呆あきれていたが、少しだけ、照れ臭くさそうでもあった。

　本当は、こういうことはいけないのだ、とリティーヤは思う。

　リティーヤはゼストガに甘えている。ゼストガは甘やかしてくれる。

　自分たちは距きよ離りのはかり方を間ま違ちがっている。

　自分たちの距離は、最近不意に離れたり、近づいたりする。そういうのは正直心臓に良くないし、たぶんあんまり正しくなくて、たまにこういう間違った距離を取ってしまう。

　自分たちは、自分は、間違っている。

　だからリティーヤは顔を上げた。

　鼻水がでろり、とコートについて糸を引いた。

「あ」

「うわああああっ、さっさと離れてくださいー！　何考えてんですかちょっと！」

　ゼストガも、いつも通りあしらってくれた。互たがいにほんの少しずつぎこちなかったのは、見て見ぬ振ふりだ。

「まったく、もう……そうそう、それからさっき僕が言おうとしたのは、リティーヤさんも疲つかれているようだし、仕方ないから、今日はどこか雪風をしのげる場所を探そう、っていうことです。〈流れ〉魔ま術じゆつで地形把は握あくして、そういう場所を探すんです。授業でもやったでしょう？」

「あーそういえば」

「まったくリティーヤさんは血の巡めぐりが悪いんですから」

　そう言って笑うゼストガは、いつも通り、ひどく嫌いやみで、リティーヤはまた泣きたくなるくらいほっとした。




　ゼストガが仮の宿として選んだのは、馬車の通る道から北へ少し逸それたところにあった、古いトンネルだった。元々は北の王都に続いていた主要道の一部と思われたが、今の状態からすると、廃はい棄きされかなりの年月が経たっているようだった。

　リティーヤは冷気が直接上ってこないよう、荷物の上に腰こし掛かけて、木箱から担かついできていた毛布をコートの上から巻き付けた。

「日が出るまではここにいるしかありませんね」

　ゼストガが呟いた。

　明かりもない状態で奥に入るのも恐おそろしかったため、彼らは多少の雪と風が吹ふき込むのには目をつぶり、トンネルの比ひ較かく的入り口に近い場所に座り込んでいた。雪が積もっているせいで、トンネルの外は白っぽく見える。

「ね、ゼストガさん」

　ゼストガはトンネル内に転がっていた枯かれ枝を集め、マッチで火をつけようと苦戦しているところで、マッチの火が灯ともっては消えて、そのたびに真剣な横顔が小さな炎ほのおに照らし出されていた。

「何ですか」

「聞かないんですか？　さっき、あたしがなんで取り乱したか、とか、そういうこと」

「聞かれたいのなら」

「でも、ゼストガさん、そういうの根ね掘ほり葉掘り聞き出そうとするじゃないですか」

「そうでしたか？」

「そうですよ。あなたの精神状態を把握しておくのは魔導書調査委員会から派は遣けんされている僕の重要な責務です、とかなんとか言って」

　リティーヤはわざわざゼストガの口真似をした。

　ゼストガは噴き出して、せっかくのマッチの火を消してしまった。

　疲れたのか、彼は火をつけるのを一いつ旦たんあきらめ、トンネルの入り口の方の、白い光を眺ながめて答えを返してきた。

「僕はそんないやみったらしい言い方はしません」

「じゃあどう言うんですか」

「あなたの精神状態なんか知ったことじゃありませんが、気分を紛まぎらわすにはいいかもしれないので話したかったら話してもいいですよ」

「……ゼストガさんて」

「はい」

「ほんと、やな人ですねえ」

　ゼストガは、くすりと笑ったようだった。

　リティーヤもつられて笑い、呟いた。

「ほんと、アーゼリカさんは善い人なのに。ゼストガさんてお父さん似なのかなあ」

「…………」

「あれ」

　ゼストガからの返答はない。妙みような沈ちん黙もくがある。

　ひょっとして自分は何かまずいことを言ってしまったのかと、リティーヤはどぎまぎした。

「あ、っと、いやいや、これはですね」

「……顔は母似だと、いつも言われてきました」

「あ、うん、そうですね、はい。綺き麗れいな顔してますよね」

「別に……気にしなくて大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ゼストガはリティーヤの様子に気づいたのか、そう言って笑った。

「父は僕が七歳の時に死にましたから、覚えていることは少ないんですけど。なんというか──まあ、印象的な人でしたね。借金取りが来ると僕を応対に出すんですよ。で、自分は裏から外に出て飲みに行って……最後は酔よっぱらってどぶ川に落ちて死にました」

「…………」

「そのくせ母は僕にビューロック家の歴史だの誇ほこりだのを叩たたき込むわけで。僕も、何が歴史で何が誇りだ、というふうに撥はね除のけられる年でもありませんでしたから、母の望むような、ビューロック家の名を汚けがさない人間たろうと真ま面じ目めに努力してました。そうはいっても、現実は銀行屋だの親族だのの靴くつを舐なめるような生活で、いったいどういう紳しん士しや貴族が育つものやら、と……まあ、そういうわけです」

　ゼストガの声は明るいと言っても良いような軽い響ひびきのものだったが、詳くわしくは語られないその幼少期の思い出が、彼のとても繊せん細さいな部分に結びついているのだということは、リティーヤにも容易に察せられた。

　リティーヤが黙だまり込んだせいか、ゼストガはふふ、と笑って、柔やわらかな、あきらめを含ふくんだ声で言った。

「別に珍めずらしい話じゃありません。領地経営で収入のある時代じゃなし、時流に乗り遅おくれた元・名家なんて、そんなものです。うちは幸い跡あとを継ついだ兄がやり手でしたから、もう借財はあらかた返し終えましたけど。……驚おどろきました？」

　リティーヤは、うつむき、もごもごと言った。

「……ゼストガさんのそういう話、初めてだったんで」

「そうですね。別に話すほどのことでもありませんから。似てるのかと言われたので、父の人となりを説明しただけです」

「すいません」

　それから、しばらくはまた風の唸うなる音だけがうつろなトンネルに響いていた。

　リティーヤは、小さく、丸く縮こまって、毛布で口元まで覆おおって、呟つぶやいた。

「……あたしは、ふつーの農民の子どもで、ほんと、なんにも考えないで生きてたんで、たぶん、ゼストガさんの子ども時代とは、全然違ちがったんだと思うんですけど。だからあんまりうまく言えないんですけど。でも……なんか……」

　リティーヤは、小さなゼストガを想像してしまった。幼いゼストガに、若く美しい母親は、古く立派な夫の家の歴史を、一つ一つ教えていく。子こ守もり歌代わりに、昔の偉い人じんたちの話をして聞かせる。幼い子どもにとって母の言葉はあまりに重く、あまりに絶対的で、幼いゼストガはそれを信じ、それに従う他ほかはない。しかし現実はさほど彼に優やさしくはなく──父親の命令で借金取りの相手をする頃ころには、彼はきっと心をよろう方法を知っていた。

　踏ふみにじられた矜きよう持じを捨てることすら許されず、母には笑え顔がおで、借金取りにはそつなく応対する、あまりに大人おとなびた子どもの姿が、目に浮うかんでしまう。

「……なんか、すごく……か、」

「リティーヤさん？」

「う」

　リティーヤは抱かかえた膝ひざの上に突つっ伏ぷして、わあん、と声を上げて泣き出した。

「り、リティーヤさん」

　ゼストガは驚いた声を出して、リティーヤの肩かたに手を置いた。

　リティーヤはぐすぐすとすすり上げながら呟いた。

「……か、可哀かわい想そう……っ」

「……はあ？」

「だ、だって、そんな、むちゃくちゃな環かん境きようで……」

「……別に、もう、昔のことですよ」

「でもっ」

　リティーヤは肩に置かれたゼストガの手を引っ摑つかんで、またすすり上げながら言った。

「可哀想！　小さいゼストガさんが可哀想です！」

「……リティーヤさん」

「ごめんなさい、今までゼストガさんのこと誕生した瞬しゆん間かんへりくつと皮肉で母親を言い負かすようなどうしようもない高こう慢まんちきだと思ってました……！　でも、そんな少年時代があったんなら、性格も歪ゆがみますよね……ぐす。ゼストガさんがゼストガさんになったのは、ゼストガさんのせいばっかりじゃなかったんだなあ、ぐすぐす」

「さりげなく気分の悪くなるようなことを言わないでください！」

　ゼストガが怒いかりに任せて、取り出したハンカチをリティーヤの顔に押しつけた。ごしごしと乱暴に擦こすられて、涙なみだと鼻水を一いつ緒しよに拭ぬぐわれ、リティーヤは顔が綺麗になったんだか汚れを伸のばされただけなんだかわからなくなる。

「げ、うわ、ゼストガさん痛いっ」

「いいから泣いたら顔拭ふきなさい、凍こおり付きますよ！」

「うう……」

　リティーヤが仕方なく指示に従って顔を拭いていると、ついでとばかりに荷物の中に入れていた食料──パンと魚の缶かん詰づめ程度だが──を押しつけられた。

「ゼストガさん、凍ってますけどこれ……」

「う……」

　ゼストガも持ってきたパンをかじってすぐに放ほうり出した。食べようと思えば食べられるが、ここまで冷たいと体温も下がってしまいそうだ。

「しかし何か口に入れておいた方が……チョコとかドロップとかないんですか、あなた。得意でしょうそういうの」

「ヤムセ先生じゃないんですから、そうそういつもは持ってませんよ──あ」

　リティーヤは自分が何の上に座っているか思い出して、立ち上がった。

　鞄かばんの中には、彼女がヤムセから言われて持ってきたケーキ缶かんがあるのだ。

「……それ、なんですか？」

　ゼストガが声をかけてきた。彼女がケーキ缶を見つめていることに気づいたらしい。

「えっと、ケーキなんですけど」

「は？」

「だから、その、ケーキ缶なんですけど」

「…………どうしてそんなものがここにあるんですか」

「いや、だって先生が持ってけ、って」

「はあ？　じゃあなんですか、そのケーキ缶はさっきの木箱の中にもあったわけですか？　僕が本来ゆったり快適に座れるはずだったスペースを奪うばい取ったというわけですか？　無機物ごときが！」

　最後のところでゼストガは妙に声に力を込めた。無機物にスペースを取られたことが悔くやしかったらしい。リティーヤは一応ゼストガの言葉を訂てい正せいした。

「中身は有機物です」

「……言われなくてもわかってます。とっとと開けましょう。缶を寄よ越こしなさい」

　ゼストガが手を伸ばしてきたので、リティーヤは慌あわてて缶を自分の背後に庇かばった。

「だめですよっ」

「どうしてですか」

「その、先生から、ききゅうのさいにあけろ、って言われてるんです」

　ゼストガが手を止めた。雪明かりだけではよくわからないが、たぶん、不ふ審しんそうな顔をしている。

「……危急の際って、どうして？」

「…………さあ？」

「今が危急の際だと僕は思いますが」

「でも、この先もっとおなか減る時があるかもしれないし！」

「それは…………というか危急の際って本当に空腹時のことなんですか？」

「は？」

「いえ、だってヤムセさんがわざわざ持たせたものなのに……」

　ゼストガは黙り込み、何か考えているふうだったが、結局首を振ふって自分の荷物に手を伸ばした。鞄の中を漁あさり始める。

「まあ、後で考えます。今は暖を取るのが先です。リティーヤさんも焚たきつけになるもの探してください。枝が乾かん燥そうしきっていないんだと思うんですけど、ちゃんと火が移る前にマッチの火が消えてしまうんです。落ち葉は湿しめっててダメですし、布か紙に火をつけて、それから枝につければ燃えるかも……」

「〈昼〉魔ま術じゆつ使えば一いつ瞬しゆんなのに……」

　ゼストガはリティーヤを振り返った。真意を探さぐるように顔を覗のぞき込んでくる。

「リティーヤさんの魔ま力りよくバランスは今非常に不安定なんです。そんな状態で魔術なんか、それも〈昼〉魔術なんか使わせられませんからね」

「わかってますけど……でも、こうやって」

　リティーヤは意識を目前の枯かれ枝と枯れ草に集中し、魔術を使う段取りを整えて呟いた。

「燃えろ、って魔術使うだけで──」

　その途と端たん、目の前に炎ほのおが生まれた。

　炎は枯れ枝を包み込み、リティーヤの前まえ髪がみをかすめ、毛布を焦こがして燃え上がった。

「え」

　ごうごうと、炎は勢い良く燃え上がり、腰こしを抜ぬかしたリティーヤは炎から逃のがれるようにのけぞるだけで呆ぼう然ぜんとし、ゼストガが事態に気づいてリティーヤを引っ張って炎から引きはがした。

「う、噓うそ、だってあたし今魔術封ふうじられて」

「いいから早く小さくしなさいっ、燃え尽つきるっ！」

「あ、はい」

　リティーヤは急いで炎の大きさを調節した。

　すぐに炎は小さなたき火と言える範はん囲いのものに収まり、それに照らされたゼストガはほっとした表情をした。

「しかし、いったいどういうことです？　リティーヤさん、あなた魔術封じは──」

「う」

「？　リティーヤさん？」

　リティーヤは自分の指先から急速に熱が失われていくことに気づいた。炎を目の前にしているのに、ちっとも身体からだが温まらない。それどころか歯の根が合わない。

〈昼〉魔術の反動、《凍こごえの呪のろい》だ。〈昼〉魔術を使った後、リティーヤは必ず意識を失って寝ね込こみ、夜は体温が下がり、昼は上がる、という状態を繰くり返すのだ。

「まったく、あなたって人は──！」

　ゼストガは叫さけびながらも、蹲うずくまったリティーヤを自分の毛布でくるみ込むようにして抱かかえた。

「ごめ……後、よろしく、ゼストガさん……」

　ゼストガは渋じゆう面めんになって、それでも頷うなずいた。




「ほんとこの人はアホですね」

　ゼストガはリティーヤを抱えて座っていた。

　炎は集めた枝を舐なめ、時折はぜるような音を立てていた。

　赤い炎に照らされてもなおリティーヤの頰ほおは白く、ぎゅっと目を閉じ、うなされる子どものように小さく丸くなった姿は、つい数分前まで盛んに罵ののしり合っていた相手のものとは思えない。威い勢せいの良さもなりを潜ひそめ、むしろか弱ささえ感じられる容姿を前に、ゼストガは困こん惑わくしていた。

「…………う」

　小さくリティーヤが呻うめいて、どこか痛むのか、いっそう小さくなって、ゼストガの胸に顔をこすりつけた。身じろぎしたせいだろう、柔やわらかな匂においがかすかに立った。色を失った唇くちびるが震ふるえてか細い息をゆるゆると吐はき出す。

「…………」

　ゼストガはコートの襟えりから覗く白い首筋を覆おおうように毛布を引き寄せてやってから、視線を逸そらした。

　リティーヤの体温異常は一時的に魔力のバランスが崩くずれたせいだ。《凍えの呪い》でバランスの崩れた魔力には平熱の人間の魔力が良い影響を与えるという研究結果が出ているし、今は夜でしかも外だ。低下する体温を補うためにも、ゼストガはこうしてリティーヤにできるだけ密着するようにしている。

　ゼストガは必要なことだけを考えるよう努めていた。考えることは幾いくらでもある。〈昼〉魔術を使った時の反動はその魔術の規模に比例する。火をつけただけなのだから、一日もすれば目覚めてくれるかもしれない。それでもリティーヤが目覚める前に薪まきは尽きる。朝になったら現在地を確かく認にんして、移動すべきだろう。ひぅ。リティーヤが腕うでの中で息を吸う。リティーヤの身体にできるだけ負担をかけずに移動するにはどうしたらいいのか。考えることが多すぎる。また身じろぎされる。毛布がずれて覗く首筋は汗あせばみ、金の髪かみが数本へばりついている。そうだった、それにブルーライドの《明日の子ら》の問題もある。だいたい。

　ゼストガはずれた毛布をもう一度リティーヤの身体にかけ直した。

　毛布を握にぎる自分の手が震えている。

　震えを必死に制せい御ぎよしながら、きっちり首まで毛布で覆う。

　ゼストガの身体は震え、心臓は常とは違ちがう、速い拍ひよう子しを刻んでいた。

　リティーヤのように魔力の異常があるわけではない。風か邪ぜで熱を出したわけでもない。

　幾ら女性の身体を抱だきかかえているからと言って、ここまで緊きん張ちようするわけがない。

　そもそもリティーヤが最初に《凍えの呪い》に陥おちいった時、そばにいて彼女に添そい寝したのはゼストガだ。それはまあ、全体的に華きや奢しやで胸も腰も平均以下の少女とはいえ、女性の身体であるし、その時も幾らか緊張し、少々妙みような気分になってしまったのは事実だ。男のさがというやつで、こればかりはどうしようもない。

　だが一晩ならまだしもその時は二日だ。熱が上がる昼間は放っておけたが、二晩も添い寝を続ければ身体は痛くなるし飽あきるしで、二晩目にはすっかり嫌いや気けがさして事務的にこなしてしまった。

　その時と今とは、明らかに違った。

「…………」

　息苦しさを覚えて、ゼストガはゆっくりと息を吐き出した。多少騒さわいだところでリティーヤが起きないだろうことは経験則で知っていたが、今はできるだけ自分の存在を小さくしたかった。この速すぎる鼓こ動どうも、震える手も、消えてなくなってしまえばいいのにと非論理的なことを思う。
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「違う」

　ゼストガは呟つぶやく。

　何を考えてもさっきから頭のどこかに響ひびいている、一回り年上の男の台詞せりふを否定する。

　幾らこの心臓がへたくそな太たい鼓このように鳴り響き、この手が思春期の繊せん細さいな少年のように震え、またこの胸から熱く激しくこみ上げてくるものがあろうとも、それが理由ではない。

「違う……！」

　だいたいそうなる理由がない。

　きっかけはどれだ。

　自分と彼女は敵対しているし、顔を合わせれば言い合いばかりだ。

　自分はもっとしとやかで優やさしくて美人な女性が良い。

　それに《学園》では、魔力バランスの崩れた子が生まれるという理由から、魔ま術じゆつ師し同士の婚こん姻いんは禁じられている──恋れん愛あいだって、実質的にご法はつ度とだ。

　そんな禁きん忌きを犯おかしたいなどと、この自分が考えるわけがない。

　整合性を欠いている。論理的ではない。

「…………ぁ」

　小さな声に、ゼストガはびくりとして腕の中を見下ろす。

　リティーヤは白い顔で荒あらい息をつき、固く目を閉じている。目覚める気配はない。

　だが、その固く閉とざされた瞼まぶたの下から、透とう明めいな液体がすうっと流れてきた。

　泣いているのだ。

　不意にゼストガは、最初に会った時も彼女が泣いていたということを思い出した。

　あれは半年前、初めて魔術の反動で倒たおれたリティーヤに、彼が添い寝をしていた時のことだ。夜半を過ぎ、ゼストガはうとうとしていたのだが、突とつ然ぜんリティーヤが悲鳴を上げたせいで跳とび起きたのだ。

　その時、部屋の小さなランプに照らされた彼女の顔は、確かに濡ぬれていた。

「よく泣く人ですね……」

　ゼストガはその涙なみだに自分の毒気まで抜かれてしまったように思い、ぽつりと呟いた。

　その声に混じるように、音が聞こえた。

　ゼストガはハッとして、自分の毛布をたき火の上にかぶせた。

　人の、ブーツの金具が凍こおった地面を削けずる音が聞こえたのだ。それに風の音が変わった。トンネルの入り口に立つことで、吹ふき抜ける風の音を変えるほどの人数が、たき火の奥にいる。

　ひょっとしたら近きん隣りんの住人かもしれないとは思ったが、それは次の瞬しゆん間かんには否定された。

　ぱん、という軽い音が響いたのだ。

　銃じゆう声せいだ。

　幸い弾だん丸がんはリティーヤにもゼストガにも当たらず、背後で硬かたい音と火花を立てた。

《明日の子ら》の人間か──？

　せっかくついた火を消したのは的にされるからだが、その判断は正しかったようだ。明かりが消えたとわかった途と端たん、それまで息を殺して入り口近くに固まっていた集団が、一度にわっと中へ入ってきた。

　ブルーライドに近づけば近づくほど危険は増す。ゼストガも心構えはあったし、多少の用意もしていた。

　入り口を抜けた集団が早さつ速そく罠わなにかかったらしく、闇やみの中から悲鳴が聞こえる。

　トンネルの入り口付近に、幾つか原始文字を書いておいたのだ。気づかずに踏ふみ込むと、足が凍り付くようなたぐいの。

「即そく席せきですけどうまくいきましたね……」

　小さく呟いて、ついでに混乱する敵集団に、魔術で作った氷交じりの突とつ風ぷうを叩たたき込み、さらに混乱をあおっておいてから、リティーヤを背負ってトンネルの奥へ駆かけ出す。

　──だが、幾らも進まないうちに、その足は止まった。

　地じ崩くずれでもあったのか、トンネルはその中ちゆう途とで土ど砂しやに埋うまっていた。トンネルの中でもちょうど外に近い部分だったのだろう、崩れた天てん井じようの一部からは空が見え、半ば雪雲に隠かくれた月が周囲の土砂と瓦が礫れきとゼストガを照らしていた。風が通るということは外につながっているのだろうと思っていたが、甘かったらしい。土砂を越こえれば外にもトンネルの奥にも抜ぬけられるだろうが、追われ、リティーヤを背負っている身でその余よ裕ゆうはない。

　リティーヤの吐と息いきが首筋に当たる。

　足音が、迫せまる。

　ゼストガは意を決して、リティーヤを足あし下もとに下ろし、襲しゆう撃げき者たちを振ふり返った。

　襲撃者たちのカンテラの光が──襲撃の直前は、布をかけるかフードを下ろすかして光が漏もれないようにしていたのだろう──徐じよ々じよに、確実に、近づいていた。





４






「ああああああっ！」

　ゼストガは立て続けに、〈夜〉魔術と〈流れ〉魔術を放った。〈夜〉魔術はゼストガに肉にく薄はくしようとしていた男の足の指を凍り付かせて転ばせ、〈流れ〉魔術はゼストガに魔術を使おうとしていた別の男の身体からだをかまいたちで切り裂さいた。血が飛び散ってトンネルの亀き裂れつから吹き込んできた雪を解かした。悲鳴を上げて転がり、あるいは膝ひざをついた男たちの背後から、また別の相手が顔を出し、魔術を放ち、ゼストガはそれを防ぎ、また別の魔術を放って──。




　ゼストガは争いごとが嫌きらいではない。

　相手を打ち負かして自分がより上位に行くのは気持ちがいいし、認められるのは快感だ。

　だが、殴なぐり合いとか、決けつ闘とうとか、そういった拳こぶしと拳のぶつかり合いは嫌いだ。殴られれば痛いのはともかく、殴っても拳を痛めるのは割りに合わない。

　それでも《学園》の魔術師は護身術の修得が義務づけられているし、実際ゼストガは魔導書調査委員会の対外活動班という所属上、身を守らねばならない危険にさらされることもある。

　だから、上司であるグレイビルはゼストガに魔術戦せん闘とうのこつを教え込んでいた。

　いわく、先手必勝、特に数的不利の際は接近される前に潰つぶせ。拙せつ速そくを尊べ。

　そう言って、とんでもない強度の魔術を息継つぐ暇ひまもなく次から次へと容よう赦しやなく打ち込むグレイビルを前に──確か何かの罠にかかった時のことで、敵は組織まるごと一つで、味方はゼストガとグレイビルしかいなかった──ゼストガは、いや、確かにあなたならそれができるでしょうけど僕じゃそんな凶きよう悪あくな魔術を立て続けに使うのは無理です、と思ったものだった。

　だが、今は上司の言葉がよく理解できる。

　魔術師としての腕うで前まえがどうだとか、魔ま力りよくがどうだとか、体調がどうだとか、そういう問題ではないのだ。

　先手を打たれれば追いつめられて負ける。

　接近を許せば囲まれて負ける。

　負けたら死ぬ。

　だから、無理だろうが何だろうが、できなければおしまいなのだ。

　今、血と雪と絶ぜつ叫きようの中で、ゼストガは初めてそれを理解する。

　あまり、理解したいことではなかったが。




　自じ慢まんの顔に痛みが走る。目のすぐ下だ。目が潰されるところだったのだが、ゼストガはそんなことに意識を割さく余裕はなかった。ただ機械的に防護結界を発動させ、目の前に、本当に目をえぐらんと迫っていた氷の砕さい片へんをはじき飛ばす。

　だがそれはおとりだ。

　ゼストガが魔術をはじく間に背後に回り込んでいた魔術師の手にはナイフ。

　魔術を放つよりも速く、その刃やいばはゼストガの背中に吸い込まれる。

「──がっ」

　悲鳴を上げたのは、ナイフを持っていた魔術師の方だ。

　背中に命中した、と見えた瞬間、ゼストガの姿は煙けむりのように消えていた。

　幻げん覚かくだ。

　本物のゼストガは、魔術師の背後に、呼吸を乱して立っていた。相手が幻覚に引っかかってくれている間に、背後に回って当て身を食くらわせたのだ。

　闇の中での乱戦に持ち込み銃じゆうの使用は封ふうじたが、相手は五人ほどいた。ゼストガのそばには火を灯ともしたカンテラが転がり、その光に照らされる範はん囲いには意識を失っている者が一人見えるだけだが、闇の奥からは傷を負って呻うめいている声も聞こえてくる。

　囲まれたら終わりの戦い、ゼストガは時にはリティーヤを背負い、動きながら戦った。魔術を放っては姿を隠し、移動し、やむを得ず戦う時は必ず壁かべを背にして囲まれないようにする。その繰くり返しでなんとか入り口近くまで逃にげてきた。ここまで戦えたのはひとえに相手が油断していてくれたおかげだ。

　ただし、息は完全に上がっていた。

「……ぁっ！　はぁっ！」

　獣けもののように荒い息をつく。心臓がばくばくと全力疾しつ走そうの後のように騒さわぎ立てる。

　うめき声の他ほか、周囲に人の気配はない。戦意を失って退いたか、立て直しを図はかっているだけか、それとも。

　こちらの様子を窺うかがっているか。

　静せい寂じやくが不気味だ。

　倒たおれている相手をちらりと見下ろす。毛皮のコートとブーツに身を固め、狩しゆ猟りように来た男──そういう外見をしている。この男だけでなく、ゼストガが見た男たちの誰もが、猟りよう師しか、さもなければ趣しゆ味みで狩猟をするべく野に来た人間に見えた。

　だが彼らは取引現場を目もく撃げきされた《明日の子ら》で間ま違ちがいはなかった。今ゼストガの目の前に倒れている男は、ゼストガとリティーヤが取引現場で目撃した男たちの一人だ。

　ゼストガは、ひとまず隅すみに横たえていたリティーヤのそばへ向かおうとした。

　その時、背後で凍った地面を踏む音が聞こえ、ゼストガは己おのれにできる最速で振り返った。

　だが、遅おそかった。

「っ！」

　腹を蹴けられて身体がよろめいた。咄とつ嗟さにリティーヤを庇かばって倒れる。そのままだとリティーヤの身体がゼストガと地面に挟はさまれて潰されるところだった。おかげで妙みような姿勢で倒れたゼストガは足を捻ひねり、起きあがるのが遅おくれる。

　そこへ、顎あごを蹴られた。

　何をされたか一いつ瞬しゆん理解できなかった。ただ、ハンマーで殴られたか、馬車に激げき突とつされたかというくらいひどい衝しよう撃げきがあって、意識が飛びかけた。

「やあ」

　男の声が聞こえてきた。耳元だ。一瞬遅れて、相手が自分の髪かみを摑つかみ、無む理り矢や理り顔を上げさせているのだとわかった。髪を引っ張られて頭が痛かったが、それ以上に先ほど蹴られた衝撃が残っていて、ぐらぐら目め眩まいがした。目が開かない。開いているが、見えないのかもしれない。とにかく闇やみだ。それから白い光。

「……《明日の子ら》か……」

　ゼストガは声を絞しぼり出す。相手は、ほう、しゃべれるのか、と呟つぶやいた。白い光が揺ゆれる。動きから、カンテラか何かを顔のすぐ近くにかざされているのだと思う。

　相手の、煙草たばこ臭くさい息をごく近くに感じる。

「逃がし屋に売られるとは、哀あわれだな」

　ゼストガはやっと相手の顔を認にん識しきした。見知らぬ顔だが、取引現場で見かけた一人のような気もする。距きよ離りが近すぎて、よく見えない。

　そいつはぎらぎらする目でゼストガを見つめていた。物言いは紳しん士しのそれだが、目は本ほん性しようを語っていた。ケダモノめ、とゼストガは胸中で唾だ棄きする。《明日の子ら》には仲間が散々な目に遭あわされていた。彼らは病的なまでに《学園》の人間を恨うらんでいて、トラブルにかこつけてはこちらに嚙かみついてくる。

「やはり……あのお嬢じようさんが僕らを売ったわけですか……」

「そういうことだ。さあ、渡わたしてもらおうか。ユローナの遺産を。逃がすことはできないが、少しは楽に殺してあげよう」

「く……ふっ、く」

　ゼストガはおかしくなって笑い出した。魔導書は偽にせ物ものだと教えてやったらどんな顔をするのだろうか。

　次の瞬しゆん間かん、ゼストガの頭は地面に激突していた。

　相手が手を放はなしたのだ。

　ゼストガが自力で顔を上げると、相手は隣となりに倒れているリティーヤに、その手を伸のばしていた。

「待て！」

「おまえらを歌わせる方法は知っている」

　相手の手には小さな折りたたみナイフがあった。

　ナイフの刃は先さきが、倒れて動かないリティーヤの頰ほおから耳にあてがわれる。

「仲間を傷つければいい。そうだろう？」

「アレはここにはない！」

　とにかく一かばちか、ゼストガはそう叫さけんだ。

　相手はナイフを引っ込め、ゼストガを見た。

　その探さぐるような相手の目を見み据すえ、ゼストガは頭を必死で働かせて言った。

「アレは途と中ちゆうで雪の中に隠かくしました」

「ほう……」

「僕を殺したら手に入りませんし、僕の仲間を傷つけても同じです」

「雪の中、ね。下へ手たな噓うそを」

「目印があるから見失うことはありません。噓だと思うなら僕らの荷物を調べてみればいい。お捜さがしのものは見つかりませんよ」

　これは本当だ。偽にせの魔導書はかさばるのでリティーヤに捨てさせていた。

　相手はゼストガの顔のすぐそばにしゃがんで、折りたたみナイフの刃を出したり畳たたんだりしていたが、やがてまたナイフの刃を出して言った。

「取引をするつもりか」

「あの男は目をつけられていますよ」

「ほう？」

「あなた方が引き込んだ男のことです。《学園》はあの男の裏切りに勘かんづいています。今のうちに始末してしまいなさい。あの男の代わりなら僕がやりましょう」

「……《学園》を裏切る、というのか？」

「ええ。そこの同どう僚りようも一いつ緒しよに。大だい丈じよう夫ぶ、僕はあの男よりは優ゆう秀しゆうです」

　時間を稼かせぎながら、ゼストガは必死に考えた。

　何か、何か手はないものか。そもそもあの指導教官は何を考えて魔ま術じゆつショーに彼女を送り込んだのだ。何も手を打たずに、他の組織の魔術師が大挙して押し寄せている会場に送り込むものだろうか。何か──。

　その時目に留まったものから、ゼストガは瞬く間に一つの仮説に辿たどり着いた。

　そうだ。

　あの指導教官が、何の準備も何の手も打たずに弟で子しを危険地帯に置くわけがなかったのだ。ならばあの中には何かが入っていなければならない。いったい何だ──どんなものがあの中に入っている？

　事態を、あらゆる危機を打開するもの。

　あらゆる状じよう況きようで、あらゆる対処をして、リティーヤを守るもの。飢うえから、寒さから、悲しみから、痛みから、敵の銃じゆう弾だんとナイフと魔術から、彼女を守るもの。

　脳のう裏りにひらめくのは、あの男が、彼女に最後にかけた言葉。

　そうだ。あの傲ごう慢まんな、誰より傲慢な男のことだ、それはおそらく──。

　確実ではない。賭かけになる。

　だが、試ためさないよりはずっといい。

「時間稼ぎだ。いいから殺せ」

　冷れい酷こくな声が背後から降ってきた。ゼストガとリティーヤはすでに囲まれていた。ゼストガと話していた男が、しかし、と言いかけたが、背後の声は冷たく言った。

「殺せ。女からだ」

　命じる声に従って、例の折りたたみナイフがリティーヤの首筋に当てられた。喉のど元もとを覆おおった頼たよりない布の中にすっと刃が入る。そしてそれが。

　白い肌はだに赤い傷をぱっくりと。

「させません！」

　怒ど鳴なり、ゼストガは最後の力で魔術を放った。圧縮された空気の刃がナイフを持った男の足をかすめる。

　しかしブーツが少し切れただけで、残りは背後に逸それた。

「ふん、破れかぶれか。男の方も押さえておけ」

　背後からそういう命令が聞こえる。ゼストガは自分を押さえつけようと伸ばされた手を振ふり払はらい、リティーヤの上に身体からだを投げ出した。

「……いいだろう、おまえから殺してやる。魔導書調査委員会には仲間が世話になったからな」

　恨みのこもった声で背後の男がそう囁ささやき、ナイフを持った男に拳けん銃じゆうを渡す。男はナイフから銃へ持ち替かえ、腕うでを伸ばしてゼストガの額に狙ねらいをつけた。

　ゼストガは相手の顔を睨にらみつけ、リティーヤを抱だき寄せた。

　そうして、トンネル内に、到とう底てい拳銃のものとは思えない、爆ばく音おんがとどろき渡った。




　音の正体は、魔術だった。

　爆風が銃の狙いをつけていた男の背後から生まれ、周囲にあったあらゆるものをなぎ倒した。もうもうと土つち埃ぼこりが舞まい上がり、それが晴れる前に、埃ほこりの中から二つの人ひと影かげが飛び出してきた。

「まったく、こっちはずっと準備してたってのに」

　吹ふき飛ばされた男の手から落ちた拳銃を後方へ蹴けったのは、小こ柄がらな黒くろ髪かみの女性──テヨルだ。

　そして、彼女の傍かたわらにゆらりと現れ、周囲を威い圧あつするのは。

「缶かんが開いていない状態で移動魔術を使えば、私たちが缶かん詰づめになります」

　抜ぬき身のサーベルをひっさげた、ヤムセだ。

「そもそも缶詰っていう設計自体に無理があったんだ。バドも何考えてたんだか」

「そのままならばセンターで取り上げられます。今は調査委員会も信用できませんでしたし、仕方がないと思います」

「なんだっていいですよ、もう……」

　ゼストガはため息混じりに呟いた。

「とっとと助けてください」

　長ちよう距きよ離り移動魔術によって忽こつ然ぜんと姿を現した二人の魔術師は、互たがいに顔を見合わせた。

　テヨルの手には、白い、リング状の石がある。サークレットほどの大きさで、数匹ひきのヘビが絡からみ合っているように見える。

　それは、ケーキ缶の中にあったものだ。ゼストガの魔術の狙いは最初から敵の魔術師ではなくて、その背後に転がるケーキ缶だった。魔術で切り裂さかれたケーキ缶から転がり出たのは、その石だ。

《道ガイド標ポスト》。

《道程ロードの主マスター》の魔術によって、彼らはここに現れたのだ。

『迎むかえに行く』

　言葉通り。

　あまりにヤムセらしい傲ごう岸がん不ふ遜そんな解決方法だった。

　貴重な発はつ掘くつ品を自分のポケットに無造作に入れて、テヨルはごきごきと首を鳴らした。

「んじゃ行くか、ヤムセ」

　ヤムセはこともなげに頷うなずいた。

「さっさと終わらせましょう」

　言うと同時に動作もなしに魔術を放つ。さっきの、周囲の敵をひと薙なぎした爆風が、彼を中心に再び発生し、風に飛ばされた男たちの中にはトンネルの壁かべにしたたかに身体を打ち付け、あっさり意識を失う者もいる。反はん撃げきして魔術を使ってくる者もいるのだが、それはテヨルが使ったらしい防護結界にはじかれて、ヤムセを髪かみの毛一筋すら傷つけられない。

　ああ、まったく次元が違ちがう。

　おかしくなって、ゼストガは、はは、と乾かわいた笑えみを浮うかべた。

　それをちらりと見やって、ヤムセが言った。

「礼を言う」

　そして、戦意を失いつつある敵の一団に、また魔術を叩たたき込む。

　ゼストガは、思いもよらない言葉に驚おどろいて、ヤムセの背中を見守った。

『礼を言う』

　あの鉄面皮が礼。

　卑ひ劣れつな方法で弟子を奪うばい、窮きゆう地ちに陥おとしいれたゼストガに礼。

　それほどまでに、この腕の中の弟子が大切ということなのだろうか。

　ゼストガはあらためてリティーヤの顔を見下ろした。

　彼女は、何にも気づかず、ただ目を閉じ、こんこんと眠ねむり続けていた。




　リティーヤはよく笑い、よく泣く娘むすめだ。

　彼女を怒おこらせるのが楽しかった。

　彼女との言い合いが楽しかった。

　彼女のくるくる変わる表情を見るのが楽しかった。

　自分のために怒おこったり、泣いたりする彼女を見るのは、心ここ地ちよかった。

　それが他人に向けられることが、ひどく腹立たしかった。それならいっそ傷つけて、自分のつけた傷きず痕あとを眺ながめて笑ってやりたかった。

　気がつくとそう思うようになっていた。

　直接的なきっかけはわからない。そもそもないのかもしれない。

　だが、何にせよ、ゼストガはあの戦いのさなか、白い顔でなすすべもなく眠り続けるリティーヤを見て、強く、強く思ってしまったのだ。

　守りたいと。

　何を犠ぎ牲せいにしてでも、何を置いてでも、彼女だけは守らなければならないのだと。

　温かな思いが湧わいて、胸に広がり、四し肢しを満たし、心臓がひときわ力強く脈打って、指先の震ふるえがいっそう激しいものになった時、彼はその事実に打ちのめされつつも、はっきりと認めた。認めるしかなかった。




　これは恋こいだ。




　敗北感に限りなく近い思いを抱き、ゼストガは戦おののく己おのれの指先を握にぎり込んだ。
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　リティーヤは見知らぬ家の暖だん炉ろの前で目を覚ました。

　揺ゆり椅い子すに毛布にくるまって寝ねていたのだ。毛布から顔を出し、まだぼうっとする頭で周囲を見回す。

「あれ」

　ぼんやりと目を開けたリティーヤは、ああ、自分はまだ夢を見ているのだな、と思った。

　目の前に、椅子に腰こし掛かけ、足を組んだヤムセがいて、本を読んでいた。

「おお……先生、どうも」

　寝ぼけながら、リティーヤはへらっと笑った。

　ヤムセはリティーヤを一いち瞥べつすると、またすぐに本に視線を戻もどした。

　しばらくして、ぼそりと言う。

「ロードマスターが」

「はい？」

「逐ちく一いち実じつ況きようするのだ」

「はあ」

「使い魔まで、様子を見ながら。やれ騙だまされて雪原に放ほうり出されただの、泣いているだの」

「はあ……？」

　リティーヤは、どうせ夢だと思っていたので、ヤムセが持っていた飲みかけのハチミツ入りのショウガ湯を奪って、それをふうふうと冷ましながら啜すすった。

「あたしの様子をですか」

「そうだ」

「…………」

「ずいぶん、泣いたな」

「…………」

　ショウガ湯が熱かった。

「先生……」

「なんだ」

「これ、もしかして現実？」

　ヤムセは怪け訝げんそうな顔で、リティーヤを見た。

「おまえは寝ぼけているのか」

「……そのようですね」

　リティーヤは、また一口、ショウガ湯を啜った。

　そこは、大きな、古い家だった。

　家具には長い間大切に使われてきたとわかるつやがあって、かぎ針編みのカバーがかけられている。カーテンは重く、隙すき間まから覗のぞく雪景色にも拘かかわらず、部屋全体にはとても暖かな印象があった。

「リティーヤ？　もう大だい丈じよう夫ぶなのかい？」

　扉とびらを開けて入ってきたのは、テヨルだった。

　テヨルはリティーヤに駆かけ寄ると、勢いよく首根っこに抱だきついた。

「ほんと良かった！　ロードマスターからはぐれたって聞いた時はどーしよーかと思ったよ！」

　ふんわりと柔やわらかい感かん触しよくとほのかな甘い匂においがして、リティーヤはなんとなく照れた。

「お、重いですよう、テヨルさん」

「テヨル、後は頼たのみます」

　ヤムセは本を置いて立ち上がり、テヨルとすれ違ちがうように部屋を出て行こうとする。

「あれ、なんだよ。話くらい……」

「馬車の用意をしてきます」

　なおも何かヤムセに言おうとしていたテヨルに、リティーヤが声をかけた。

「あの、なんで先生とかテヨルさんとかがいるんですか？　ここってどこなんですか？」

「うちらはロードマスターの魔ま術じゆつで飛んできたんだ。ここはあんたたちが避ひ難なんしてたトンネルの近くの家。ロードマスターの知り合いの家だから、安心していいよ」

「ロードマスターの魔術？　……って、そ、そうだ、ゼストガさんは！」

「大丈夫。ちょっとケガしてたけど、骨も折れてないし、ヤムセが今朝のうちに治したから」

　ヤムセは肉体を支配する〈流れ〉魔術の専門家で、治ち癒ゆの魔術もお手の物だった。リティーヤは少しほっとして、それから、首を捻ひねった。

「あれ？　ゼストガさん、ケガなんてしてたんですか」

「ああ……そっか、あんた意識なかったんだ。あのね、あんたが意識失った後、《明日のチルド子らレン》の襲しゆう撃げきがあったんだよ」

「…………！」

「あたしたちが駆けつけるまで、ゼストガがあんたのこと守ってくれたんだ」

「別にそんなに大したことはしてません」

　声は、扉の方から聞こえてきた。

　ゼストガは、戸口にもたれかかるようにして立っていた。

「なんだよ、そんなとこいないでさっさと部屋入れよ」

　テヨルの声は晴れやかだ。リティーヤを助けてもらったことで、だいぶん彼への悪意とか敵意とかいうものが薄うすれたらしい。

　だが、ゼストガは相変わらずの皮肉っぽい言い方でそれを断った。

「のんきに話している暇ひまはありません。《明日の子ら》はひとまず蹴け散ちらしただけなんです。まだまだ元気なのが僕らを追ってくるかもしれないんですから、リティーヤさんが意識を取り戻したのなら、早々に研究センターに戻らなければ。この家の方にも迷めい惑わくがかかります」

「あっそ」

　テヨルは不服そうにゼストガを睨にらみつけてから、リティーヤに向き直ってその頭を撫なでた。

「意識戻ったばっかりで悪いけど、あんたを置いてくわけにはいかないんだ。ヤムセが馬車を用意してるから、一いつ緒しよにセンターに行こう」

「はい。大丈夫です」

　テヨルが準備のために部屋を出て、ゼストガもそれに続こうとした時、リティーヤはゼストガを呼び止めた。

「あの、ありがとうございました」

　ゼストガは立ち止まって、ちょっとリティーヤを見つめた。

「あたしのこと守ってくれたんですよね？　ケガしちゃったって聞きました」

「もう大丈夫です」

　ゼストガは素っ気なく答えたが、何か思いついた様子で、つかつかとリティーヤの方に歩いてきた。

「これが」

　ゼストガがポケットから差し出したものを見て、リティーヤは、あっ、と声を上げた。

　それは透とう明めいな石がはまった複雑な作りのネックレスで、リティーヤの記き憶おく通りならば、意識を失うまで彼女の首にぶら下がっていた魔術封ふうじだ。慌あわてて確かく認にんするが、やはり今彼女の首に魔術封じはない。

「どうやら、僕の知らない間に封じは解かれていたようです。この封じにはもう力はありません。何か心当たりはありませんか？」

「こ、心当たりって」

「封じを解くためには幾いくつかの手順が必要です。リティーヤさんにできるとは思えませんし、偶ぐう然ぜんに解けるものでもありません。誰か、封じに触ふれた者はいませんでしたか？」

「いや……こっちこそ知りたい、っていうか……」

　リティーヤはふと、魔術ショーであの赤と緑のマフラー男に胸むな元もとを触れられたことを思い出した。あのとき、男は魔術封じがなんだかんだと言ってはいなかったか……？

「…………」

　まさか、という思いが強くて、とりあえず口を噤つぐむ。

「何か思い出したら言ってください」

　そう言い、ゼストガは封じを懐ふところに入れる。

「あれ？　魔術封じしなくて良いんですか？」

「できません。この封じは完全に破られているので、センターに戻ってやり直さなければいけないんです。それまで気をつけてください」

　ゼストガはそう言い残して部屋を出て行った。

　残されたリティーヤは、突とつ然ぜんの事態の転てん換かんに驚おどろき、ただぽかんと口を開けてその背を見送っていた。
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　リティーヤは、用意されていた制服に着き替がえると、コートを着て帽ぼう子しとマフラーと手て袋ぶくろとブーツに身を固めて外に出た。家の女主人がパンとチーズを一切れ食べさせてくれたので、その時には少なくとも気力は回復していた。

　雪は止やんでいた。太陽はその日一番高い位置にあって、白い雪を輝かがやかせている。まぶしさに目をすがめ、リティーヤは雪をかかれた階段を下り、踏ふみ固められた細い道に立った。少し歩いた木こ陰かげに馬車が停とまっている。

　馬車は、リティーヤたちが木箱に入って乗ってきたような幌ほろのついた荷馬車で、御ぎよ者しや台だいにヤムセが座り、幌の下にそれ以外の人間が、荷物と一緒に座ることになった。空間にはかなりゆとりがあった。

　センターに戻もどる道中、リティーヤは隣となりに座ったテヨルから、テヨルたちの方のいきさつを聞き出した。

　研究室が告発された後、テヨルらはロードマスターを捜さがしたらしい。

　ところが、やっと連れん絡らくの取れたロードマスターは、《学園》への帰き還かんをいやがった。

「……なんで？」

　リティーヤは呆ぼう然ぜんと尋たずねた。テヨルは肩かたをすくめた。

「さあ？　あの人の考えてることなんて、そんな簡単にはわからないよ。口では色々言ってたみたいだけど、それだけがあの人の考えとは限らないし。とにかく、あの人はあんたと会ってみたいから、ブルーライドまで来させろって言い出した。でも、ヤムセが切れて」

「ああ……」

　告発されたから戻れ、と伝えたはずなのに、ブルーライドまで弟で子しを連れて来い、などと言われたらそれはあのヤムセのことだ、カンカンに怒おこったに違いない。

「で、ヤムセはロードマスターががめてた《道ガイド標ポスト》を、缶かん詰づめにしてあんたのとこ送ったんだ。ロードマスターは契けい約やくしてる《道標》の場所は感覚でわかるから、あんたに会えば、あんたが持ってるのもわかる。まあ、要するに脅おどしだよ。あんたを助けないと貴重な《道標》がなくなっちゃうよ、っていう。保険兼けん嫌いやがらせ、みたいなもんだってさ」

「そういえば、危急の際に開けろ、っていうのは……」

「それは保険の保険。あの缶詰開けないと《道標》も使えないからさ。もしもロードマスターに会えなかった時は、移動魔術でロードマスターに飛んでもらえるし、危ない時はヤムセ自身が行かせてもらえるかなー、くらいのつもりだったんだけど……ホラ、あいつの手紙って異様に短いだろ？　今回のも説明不足になっちまって……」

　そこでテヨルは、ちらりとゼストガを見た。

「まさか、あんな事態になるなんてさ。……あんたがいて、良かったよ」

「いえ」

　ゼストガはテヨルの向かいに座っていた。彼はぽつりと呟つぶやいた。

「でも、やっぱり《道標》だったんですね」

「へ？　やっぱり……って、あんたたまたま缶壊こわしたんじゃないの？」

　ゼストガは、たまたま、などと言われたせいか、不服そうに眉まゆをひそめた。

「以前、発はつ掘くつ品から《道標》が行方ゆくえ不明になっていたんです」

「……は？」

「魔導書調査委員会の管理する遺い跡せきからですよ──それで、その時捜そう査さ線上に上がった最重要参考人がロードマスターです。そもそも、《道標》と再契約できる魔ま術じゆつ師しが地上に何人もいるわけがありません。誰がどういう経けい緯いで盗とったにせよ、最終的にロードマスターのところに辿たどり着くはずです。ところが、その時の捜査ではしっぽを摑つかめず──」

　ゼストガはそこまで言って、はあ、とため息をついた。

「いえ、どのような経緯でロードマスターがそれを手に入れたかなんて、どうでもいいことです。とにかく、僕はそういったようなことを思い出して、ヤムセさんならもしも手元に《道標》があったらそうするかもしれないというふうにちらりと思っていたのです。ヤムセさんが策もなくリティーヤさんを魔術ショーに送り込むとも思えませんでしたから。……そうは言っても、本当のところは事態が動けば僕としては缶の中身はなんでもいい、くらいのつもりでしたから、狙ねらってやったとは言えませんけど」

「なんだ、やっぱりたまたまじゃないですか」

「……リティーヤさん、あなた僕が命の恩人だって忘れてませんよね？」

　テヨルは少しばつが悪そうに頭を搔かいた。

「そのことについては、あたしからも礼を言うよ」

「お礼の言葉でしたらもう十分いただきました」

　ゼストガはそっぽを向いて言った。耳がわずかに赤い。どうやら照れているらしい、というのはテヨルもわかったらしく、苦く笑しようしていた。

「あっ！　そうだ、ゼストガさん、あたしの魔術封じですけど、実は……」

　テヨルが訝いぶかしげな顔をしてリティーヤを見る。

「何のことだい？」

「あ、えっと、魔術封じされてたんです、あたし。魔導書調査委員会の研究班に」

　テヨルは目を丸くしてリティーヤを見て、それからその視線をゼストガに向けた。

「どういうことだい？」

　その声に込められた怒りを感じ、リティーヤも思わず身をすくませた。怒りを向けられているゼストガは、顔を幾らか青ざめさせた。

「……い、以前リティーヤさんの魔ま力りよくが暴走しまして。その対策として、一時的に……」

「そんな話は聞いてないよ！」

　テヨルがゼストガに摑みかかった。




　幌ほろ馬ば車しやがセンターの前に着いた時、ゼストガはすでにぐったりとして、動こうとしなかった。

「ぜ、ゼストガさあん」

「ほっときな、リティーヤ！　さっさとセンターに残ってる研究班の連中締しめ上げてやるんだから！」

「い、いや、テヨルさん落ち着いて……あたしは大だい丈じよう夫ぶですし」

　テヨルが馬車を降りると、リティーヤはゼストガにまた声をかけた。

「大丈夫ですか？　もしもーし」

「放ほうっておいてください……」

　ゼストガはテヨルに蹴けられた背中が痛むのか、うつぶせになったまま消え入りそうな声を出した。確か顔も殴なぐられていたはずだ。

「…………」

　とりあえず、銀ぎん髪ぱつの向こうに見える腫はれた頰ほおをつついてみる。

　と、悲鳴を上げて跳とび起きた。

「痛いじゃないですか何するんですか！」

「いや、起きるかなあと」

「起きますよ！　ええ起きますとも！　なんですかいったい！」

「あの、ですね。あたし、ゼストガさんだって、あたしの魔術封じたくて封じたわけじゃないって、わかってますからね」

「…………」

「だって、だから、パフェ一いつ緒しよに食べましょう、って言ってくれたんですもんね？　あたしのこと、励はげまそうと思って」

「……別に、あれはただの気まぐれです」

「うん、まあ、そういうことにしておきます」

「……イラッとくる言い方ですね」

「ゼストガさんの真ま似ねっこです」

　しゃがんでいるリティーヤと、ゼストガの見上げる視線が合った。

「……僕があなたを痛めつけようと思ってやったわけではない、と思うのですね？」

「はい……」

　ゼストガの手が、突然そこでリティーヤの腕うでを摑んだ。リティーヤは反射的にびくりと震ふるえ、身構える。

　ゼストガは彼女の目を怖こわいくらいの真しん剣けんさで見つめて言った。

「あなたは間ま違ちがっています、リティーヤさん。僕はあなたを傷つけたいと何度も思っているんです。出口をなくして、困らせて、いっそ泣かしたいと思っているんです」

「…………」

　リティーヤは掌てのひらにじっとりと汗あせをかく。視線を逸そらしたいのに逸らせず、ただその場に凍こおり付き、相手の目を見つめていた。

「……でも、助けて……くれた……」

　何を言っていいのかわからず、そんなことしか言えず、リティーヤは唇くちびるを嚙かむ。

　ゼストガは、リティーヤの腕から手を放し、顔を背そむけた。

「お礼の言葉はもうたくさんです。そう言ったでしょう」

「じゃあ」

　リティーヤは、せっかく離れた彼のその手を摑んだ。

「じゃあ、どうしたらいいんですか」

「…………」

「あ、あたしは嬉うれしかったんです。ゼストガさん、すごくあたしのこと助けてくれた。最後まで、ずっと、自分が傷ついても、守ってくれた。あたし、嬉しかったんです。置いていきません、って言ってくれたことも、ゼストガさんが、お母さんとお父さんのこと話してくれたことも、色々、全部、嬉しかったんです」

　リティーヤは汗ばむ手でゼストガの手を握にぎり、強く握り、いつまでもそっぽを向き続ける彼の頰をもう片方の手でつねり上げ、無む理り矢や理り自分の方を向かせた。

「人の話、ちゃんと聞いてるんですかっ」

「……聞いてます」

「じゃあ、どうしたらいいか、教えてくださいっ」

「ものを」

「は？」

「欲しいものが」

　ゼストガの手が伸のびて、リティーヤの、緊きん張ちようと羞しゆう恥ちと混乱で熱を持った頰に触ふれた。

　彼は肘ひじをついて起きあがった。

「欲しいものがあるんです」

　くすぐったいような熱いようなとろけそうな感かん触しよくが額にあって、頰にあって、耳元にあった。唇には触れない辺り、逃にげ道を残してくれているということなのだろうか。

「……ゼストガさん、何考えてんですか」

　声は震えた。

「何考えてるんでしょうね」

　耳のごく近くでそう囁ささやかれて、リティーヤは身を硬かたくする。

　こんなのは間違っている。

　こんな距きよ離りは間違っている、とリティーヤは思う。きっとゼストガだって思っているだろう。

　髪かみを背中によけられ、あらわになった首筋にゼストガの唇が触れる。

　だから、間違っている。間違っていて全然これっぽっちも正しくない。こんなのはダメだ。

　リティーヤは、動けない。

　──沈ちん黙もくを破ったのは第三者だった。

「リティーヤ」

　リティーヤはそれで金かな縛しばりが解けたように突とつ然ぜん自由を取り戻もどし、ゼストガの手を振ふり払はらった。

　振り返ると、ヤムセが馬車の後ろから覗のぞいていた。

「降りてセンターの中に入れ。ここは寒い。ゼストガは私が看みておく」

「はい」

　リティーヤはすぐに馬車を降りて、踏ふみ固められた雪の上にブーツの跡あとをつけた。




　リティーヤと入れ違ちがいで馬車に乗り込んだヤムセは、横を向いて寝ね転ころがるゼストガの背中側に座った。

「冷やせ」

　水すい筒とうの水で湿しめらせたタオルを差し出すと、ゼストガは思いの外素す直なおにそれを受け取って、腫れた頰に当てた。

　ヤムセはゼストガから視線を逸らし、幌ほろの後方から覗く雪原を眺ながめて、独り言のように呟つぶやいた。

「本気なのか」

　何について、とは言わなかった。

　ゼストガは背を向けたまま、はいともいいえとも言わなかった。

　ヤムセはその後ろ姿が面おも白しろくなく、彼の後頭部を裏うら拳けんで殴った。

「つ」

「泣け」

「男の子ですから泣きません」

　冗じよう談だんだったのだろうか。笑う気にもなれず、ヤムセはただ静かに言った。

「あれは泣くだろうな」

「僕のせいだと？」

「……嫌いやだな」

　ヤムセは独り言のように呟いた。

「嫌だ。あれが泣くのはうるさい」

「ヤムセさんの方が絶対泣かしてます」

「私は指導教官だ」

「…………」

　幾いくら泣かしてもおとがめなしとは。それは便利な肩かた書がきだ、とゼストガは思った。思ったが、口にしないでやった。この台詞せりふはいつかどこかのために取っておこう。

「泣くぞ」

　ヤムセは、静かに呟いた。

「あれはな。きっとひどく泣くぞ、ゼストガ」
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　馬車から数歩離れたところで、リティーヤはしばらく動けずにいた。

　ゼストガに摑つかまれた腕を見つめていた。彼の唇の感触はできるだけ思い出さないように努めた。自分の感情が嵐あらしの海のように乱されるとわかっていたからだ。今だって抱かかえきれないくらいなのに、これ以上暴れられたら堪たまったものではない。

　次し第だいに冷たい空気がコートの中に入り込んできて、ようやく、行かなければ、と思う。

　顔を上げると、馬車の方は振り返らずに、建物へ向かって歩き出した。

「テヨルさん？」

　先に建物の中に入った先せん輩ぱいに呼びかけつつ、正面玄げん関かんのドアに手をかける。

　ドアは抵てい抗こうなく開いて、中に入ったリティーヤの後ろで閉まった。

「テヨルさん？　えーと、誰か……」

　声に答える者はいない。玄関ホールのコートかけには幾つかコートが見えるから、中に誰もいないということはないはずだが。

「誰かいませんかー。なんか大変なことになっちゃってー」

　リティーヤはホールから廊ろう下かに出た。思えばリティーヤはこの研究センターを抜ぬけ出していたのだ。心配させてしまっただろうな、と思うと、急に罪悪感が湧わいてきた。

　建物の一階には研究資材を置く部屋と食堂などがある。研究施し設せつは二階で、宿舎は渡わたり廊下でつながった隣となりの建物だ。リティーヤはとりあえず、食堂に至るドアを開けてみた。

　入った途と端たん、背後でドアが閉まる。

　閉めたのではない。閉まったのだ。

「！」

　リティーヤは驚おどろいて振り返り、ドアノブに触れた。回らない。

「あら、見た顔ね」

　その声は、食堂の奥おくから聞こえた。

　リティーヤは、身体からだごと振り返った。

　食堂には十名ほどが一度に食事を摂とれるテーブルがあって、暖だん炉ろがあって、それなりに居い心ごこ地ちが良いよう作られていた。窓は広く取ってあって、明るい日差しが部屋いっぱいに入り、暖炉には火が入っていなかったが、ずいぶん暖かかった。

　その大きなガラス窓の前に、少女が一人、立っていた。

「あん……た……」

　二つに分けて結ゆい上げたプラチナブロンドは、前見た時とは少し違う形にセットされている。しかしその華はなやかさは変わらない。磁器人形のように白い肌はだ、紅を引いた赤い唇。身につけるのは、黒を基調にレースを大量に使ったやたら丈たけの短いドレス。

　ただ、目元が仮面で覆おおわれていた。

　まるで仮面舞ぶ踏とう会で身につけるような、羽根飾かざりと宝石で美々しく飾られた大おお仰ぎような仮面だ。

　色は漆しつ黒こくと黄金──獣けものをイメージしているらしく、目元や鼻筋に模様がある。

　そうしてその肩かたには、どういうわけか大きなライフル銃じゆう。

「アンタ、生きてたの」

　冷たく呟くその少女は、リティーヤがアーゼリカの紹しよう介かいで出会った、ロリロナだった。仮面をしていたって、恰好と声ですぐにわかった。

　リティーヤは、我に返って怒ど鳴なった。

「ちょっと、あんた！　おかげでこっちは遭そう難なんしかかったのよ！」

「あ、そ」

「あ、そ、じゃないの！　そりゃ街の外には出られたけどっ」

「ふーん」

「っていうか……あんたなんでここにいるのよ」

「探たん索さく」

「はあ？」

　ロリロナは仮面をつけたまま、リティーヤを値ね踏ぶみするように眺めていた。

「……な、何？」

「うん、アンタにしようっと。とろそうだし」

「へ？」

「人ひと質じち」

　ロリロナはそう言うと──。

　肩に担かついでいたライフル銃をぐるんと回転させて両手で持ち直すと、その銃じゆう床しようをリティーヤの頰ほおめがけて振り上げた。

「っ！」

　リティーヤは咄とつ嗟さに腰こしをついてそれを避よけた。

「な、ななななな」

「あ、逃にげないでよ」

「ちょ、ちょっと待てええええええ！　なんなの、あんたなんなの！　押し込み強ごう盗とう!?　謝礼が足りなかったっていうの？　でもあんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで降ろしておいて後金もらえると……いやっていうかあんたゼストガさんの話だとあたしたちのこと《明日の子ら》に売ったって……それでいて後金要求はあんまりよ！　社会のルール知ってんの!?」

　その場にゼストガがいたら、社会のルールをあなたが口にしないでください、程度のことは言われただろうが、残念ながらそこにいたのはリティーヤと、ロリロナだけだった。

「お金じゃないの」

　椅い子すを搔かき分けながら逃げようとするリティーヤに、ロリロナは人形のように無表情に言った。

「《明日の子ら》とぶつけて、潰つぶし合わせたのに。無事に戻もどってきちゃうんだもの」

「え？　ええええ？　何のこと？」

「アンタってほんと頭弱いのね」

　ロリロナは無造作にリティーヤの方に歩いてくる。

「あのね、アタシはここに捜さがし物に来たの。最初は《明日の子ら》が持ってると思ったけど、そうじゃなかった。それでここに来たの」

「な、何？　何を？」

「遺産よ。ここの職員がアタシたちに売ることになってたの。でも《明日の子ら》が邪じや魔まに入った。だからアタシたちは実力行使に出るしかなくなった。……でもね」

　ロリロナは、突とつ然ぜんそこでおかしくて堪らない、というふうに、可愛かわいらしく笑った。

「ね、あれって偽にせ物ものだったんでしょう？」

「!?」

「あのね、本物を見たことある人がアタシの仲間にいたの。その人が言うには、取引現場にあったのは、偽物だって。ちらっと見ただけだったけど、確かに偽物だって言ってた。なんでもね、放つ気配が違ちがうんですって。本物は、もっと冷たくて……ぞくぞくするくらい美しいそうよ。見た目は同じでもね」

「な……」

「それでね、あれが偽物だったってことは本物が施設のどこかにあると思うんだけど……アンタ、知らない？」

　ずい、と銃口がリティーヤの方を向く。ここで知らないと言えば殺されるのだろうか、と思いながら、リティーヤはつばを飲み込んだ。

「あの……もちょっと、何かこう、手がかりがないと」

「アタシもそれ以上は知らない」

　ロリロナは呟つぶやいて、思案げにリティーヤの顔を眺ながめた。

「…………本当に何も知らなそうね。いいわ、アンタを人質に他ほかに聞く」

「えっ、げっ」

　ロリロナの手が、なめらかに動いてリティーヤの太ももに狙ねらいを定める。撃うって動けなくするつもりだ。いや、というかそんなところを撃たれたらショックか出血多量で死ぬんじゃなかろうか。リティーヤは慌あわて、会話の間に準備していた魔ま術じゆつを放つ。

「う、動くなっ」

「!?」

　ロリロナの身体が固まった。リティーヤの〈流れ〉魔術で肉体を支配されたのだ。

「……っ、はあっ！」

　一いつ瞬しゆんの後、ロリロナは気合いの声とともに自由を取り戻す。

　リティーヤはその間に、テーブルの上にあった花か瓶びんを相手に投げつけつつ叫さけんでいた。

「はじけろ！」

　だが、魔術を放つ寸前、わずかに戸と惑まどう。リティーヤは今花瓶を破は裂れつさせ、その欠片かけらでもって相手の肌を切り裂さくつもりだった。そんなことをすれば、当たり前だが相手を傷つけることになる。自分と同年代の少女の身体を傷つける、という現実に、リティーヤは恐きよう怖ふを覚えてしまったのだ。

　結果として、破裂の遅おくれた花瓶はロリロナに避けられ、床ゆかに当たって砕くだけ散ってしまった。

「バカね」

　冷たく言い放つロリロナは、花瓶が掠かすってずれた仮面を脱ぬぎ捨て、踏ふみ込み、リティーヤの頰を今度こそ銃床で殴なぐった。

「！」

　リティーヤは床に叩たたき付けられ、椅子を巻き込んで壁かべにぶつかった。

「何考えてるの？　手加減したつもり？　ほんとアンタって最悪」

　ロリロナが吐はき捨て、リティーヤの顎あごの下に銃口を差し入れ、無む理り矢や理り顔を上げさせた。

　顎から頰にかけてを襲おそった衝しよう撃げきは平手やら拳こぶしやらによる打ちよう擲ちやくの比ではなく、リティーヤは一瞬意識が飛びかけていたが、かろうじて目を開け、覗のぞき込んでくるロリロナを見上げた。

「あん……た……なんなのっ」

　しゃべると余計頰が痛んだ。

　ロリロナは、そのとぎれとぎれの問いに、にんまりと笑って答えた。

「《風と八月党》」

《風と八月党》。

　どこかで聞き覚えのある名前だった。リティーヤが思い出そうとする間、ロリロナは、無む邪じや気きとすら言って良いような、嬉うれしそうな笑え顔がおで語った。

「《始原のキツネ》がアタシたちの主あるじ。あの方の言葉がアタシたちの信念」

　痛みも忘れて、あ、とリティーヤは声を上げた。

「《キツネ》信しん奉ぽう者の……!?」

「あら。知ってたの？」

「つぅっ……フレアバタンの、連中、とも……つながってた、って……!?」

　ロリロナは鼻で笑った。

「フレアバタン？　あんな失敗したやつらと一いつ緒しよにしないで。アタシたちはあいつらとは違う──全然、ね。ああ、そっか、アンタ、アタシたちのことをあの連中と一緒だと思って甘く見てるのね？　バカじゃない？　アタシたち、もう《明日の子ら》も、このセンターの人間も、みーんな潰してきたのよ？」

「つ……？」

「潰したの。センターには夜のうちに結界を張ってね、一いち網もう打だ尽じん──《明日の子ら》なんて、アンタらを追って街の外に出たやつら以外は、皆みな殺ごろしよ。だってアタシたちが遺産に近づくのを邪魔したんだもの。それくらい当然でしょう？」

「……っ、当然なんかじゃない！」

　ロリロナは膝ひざをつき、これまでにない至近距きよ離りでリティーヤの顔を覗き込んだ。額と額が、鼻と鼻がぶつかりそうな距離だが、リティーヤはそれでも自分にできる限り鋭するどく相手を睨にらみつけた。

　仮面を取ったロリロナの目を覗き込み──違い和わ感かんを覚える。

　その色は、氷の最さい奥おうに輝かがやく、静かな青。

　自分と同じ、アイスブルー。

　何な故ぜだかどきりとして、リティーヤは口を噤つぐむ。相手も同じだったらしく、何か言いたげに顔をしかめた。

　──チャンスだ。

　リティーヤはロリロナよりも一瞬早くそれに気づいて、急いで魔術のイメージを膨ふくらませた。一瞬のことで、咄嗟に浮うかんだイメージに頼たよるしかなく、その時浮かんだイメージは、案の定自分が背負い込んでしまった運命そのものだった。

「燃えろ！」

「──っ!?」

　ロリロナが悲鳴を吞のみ込み、後ろにひっくり返る。リティーヤと自分との間にあった絨じゆう毯たんから、突とつ然ぜん炎ほのおが上がったのだ。炎は到とう底てい自然とは言い難がたい速度で、ロリロナの方へ正確に伸び、窓まど際ぎわに逃のがれた彼女を囲むように広がった。

「くっ……」

　ロリロナは熱気に顔をしかめ、驚きよう愕がくに目を見開いている。それはそうだ。〈昼〉魔術を使える人間など存在しないはずなのだから。

　リティーヤも、しまった、と思ったがもう遅おそい。

　今はとにかく助けを呼ぶのが先だ──。

「先生！　テヨルさん、誰か──」

　リティーヤはふらつく足で立ち上がり、ドアの方へ走った。

　だが、彼女がドアを開けて外へ出るより早く、窓ガラスが割れて、破は片へんが室内に飛び込んできた。

「っ！」

　リティーヤは堪たまらず蹲うずくまって顔を庇かばう。

「何をしている」

　男性の声が聞こえて、リティーヤは窓の方を見る。

　割れた窓の向こうに、これから舞ぶ踏とう会にでも行くかのように、コートを着て、帽ぼう子しを被かぶり、目元をやはり仮面で隠かくした男が一人立っていた。

「遺産は手に入れた。行くぞ」

「この女炎を出した！」

「何──」

　あ、やばい、とリティーヤは思った。誘ゆう拐かいされかねないパターンだ。

「リティーヤ！」

　その時、声とともに、リティーヤの目の前にあったドアが開いた。

　現れたのはテヨルだ。彼女は室内を一いち瞥べつすると、窓から入ってきた男を睨み据すえた。

「てめえら何者だ！」

　だが、炎はテヨルらとロリロナらの間を裂くように燃え広がり、息をするのも苦しくなっていた。二つの人ひと影かげはすぐに煙けむりと炎の中に見えなくなり、リティーヤもテヨルに引きずられて部屋を這はい出た。

《凍こごえの呪のろい》のために襲ってきた寒気を感じながらも、リティーヤは、意識を失う前の一瞬に、あの青い目を思い返した。

　綺き麗れいな目だった。自分の顔を鏡で見てもそうは思わないのに、同じ色があの少女の目にあるだけで、やたら綺麗な色に見えた。

　氷の海に沈しずむように、リティーヤの意識は静かに、暗くなっていった。
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　氷だ。

　青い光を宿した氷が二つ、所在なげにころんと転がっている。

　少しそれを眺ながめて、リティーヤは、ああ、そうじゃない、と思った。

　それは諦てい観かんを映してぼんやりと開かれた二つの目だった。

　幼い日の、彼女自身の目だった。

　リティーヤは雪の街で一人行き倒だおれた自分の前にしゃがみ込み、その頭を撫なでてやった。

　何か言葉をかけたかったが、思い浮かばなかった。

　不意に幼い彼女が視線を上げる。

　つられて十六歳のリティーヤも顔を上げる。

　目の前に一つの影があった。

『ここがおまえの──』

　おまえの死に場所か。

　影はそう尋たずね、おかげでやっと氷のような幼い瞳ひとみに恐怖が浮かぶ。

　きびすを返す影へ向かって、凍えていた子どもは手を伸のばす。

　その、翻ひるがえったコートの裾すそを摑つかむ。




　リティーヤは目を開けた。

　伸ばした手が空を切っていた。

　そこはウィンドフィールズ研究センターで彼女に与あたえられた寝しん室しつだった。彼女はベッドに寝ねていて、部屋に明かりはなかったが、居間に通じるドアが半分開いていて、そこから光が漏もれていた。

　ドアを開けて、部屋を覗のぞき込む影があった。

「どうした」

　静かな問いに、リティーヤは虚こ空くうに突つき上げられた自分の手を見つめつつ答えた。

「何か……わかりかけてたような」

「何について？」

「すごく大切なこと……何か、摑みかけてた。わかりかけて……」

　だが、小さな確信はリティーヤの指の間からするりと抜ぬけ出て、闇やみに紛まぎれてしまった。

「……なんでもない」

　ふと、今この戸口に立っている影が自分の指導教官だと再認にん識しきした。

　思えば、《学園》で彼と離はなれてからひと月が過ぎていたのだ。

　色々言わねばならないことがあった気がしたが、最前の夢のせいか、言葉は出てこず、リティーヤはただため息をついて、言い忘れていたことを口にした。

「ほんとに迎むかえに来てくれましたね」

　笑えみを含ふくんだ、呆あきれたような声になって、自分でも驚おどろいた。

　相手は少々面めん食くらった様子で、む、と唸うなるように答えただけだった。

「……寝ます」

　リティーヤは布ふ団とんを被り直した。

　ドアが閉まる音が聞こえ、部屋は闇に包まれた。

　身体からだの震ふるえはすでに治まり、熱も常より少し低いだけのものになっていた。

　それでも何か──心の奥底にぞくりと冷たいものを感じて、リティーヤは胸むな元もとを押さえた。

　夢の中、自分は手を伸ばしていた。

　いつだってそうだった。家族を捜さがし、虹にじドロさんを捜し、《学園》に辿たどり着き、センターに連れて来られてからも、研究室という自分のあるべき場所を摑もうと必死に手を伸ばしていた。その結果、招いたのはあまり良いとは言えない事態だったが──。

　とにかく、自分という人間は、いつだって何かを摑もうとしていたのだ。

　ならば。

　ならば、あの零れい下かの世界で、幼いリティーヤに〈昼〉魔ま術じゆつという運命を与えた時、キツネはいったい何を考えていたのか。

　そうして、あの影は──あの男もまた、リティーヤを抱だき上げた時、何を思っていたのか。

　彼らもまた、あの日何かを摑もうとしたなんてことが、あるのだろうか。




　リティーヤが《凍えの呪い》から回復したのは、ロリロナら《風と八月党》によってユローナの魔導書が奪うばわれた二日後のことで、センターの食堂はまだ戦いの傷きず痕あとを生々しく残していた。ガラスの割れた窓は板を打ち付けられただけで放っておかれていたし、焦こげ跡あともそのままだった。

　ブルーライドの《明日の子ら》はロリロナの言葉通り壊かい滅めつ状態だった。トンネルでヤムセらに返り討うちにされ、捕つかまった者は数人いるものの、まだろくな情報はないらしい。

　現地警察の事情聴ちよう取しゆなどを終えて、リティーヤらが《学園》に帰り着いたのは、それからさらに二週間後のことだった。




　研究室はまだ閉へい鎖さされていたので、リティーヤらはバドの私室に集まっていた。

　リティーヤはヤムセらの集まる書しよ斎さいに、茶器を載のせたワゴンを押して入った。

「お待たせしましたー」

　勢い良くドアを開けて部屋に入る。ワゴンの上で茶器が互たがいにぶつかり音を立て、部屋の主であるバドが、嫌いやそうに眉まゆをひそめた。

「壊こわさないでくれたまえよ」

　リティーヤは、今は調査委員会の庇ひ護ご下から外れていた。何しろ、調査委員会の管かん轄かつだった研究センター職員が他組織とつながっていたのだ。捜そう査さも入るし、捜査の入っている間は魔導書調査委員会といえどもおとなしくしている他ほかない。リティーヤの魔術を暴走させてしまった問題もある。それに、ロードマスターが戻もどり、バドらからの事情聴取も一段落つき、ヤムセの教官資格も回復していた。

　そういうわけで、研究室は相変わらず閉鎖中ではあるが、リティーヤはひとまずヤムセの責任下に戻ったのだった。

　リティーヤは、およそひと月ぶりに顔を合わせたバドに自信満々で茶を持って行った。彼は大きな机の向こうにいて、ヤムセは暖だん炉ろのそばの椅い子す、リティーヤの後から部屋に入ったテヨルはヤムセの向かいのソファに腰こし掛かけた。

　バドは出された茶を慎しん重ちように一口啜すすり、次の瞬しゆん間かん眉み間けんを押さえて俯うつむいた。

「く……。君の辞書に成長という言葉はないのか……？」

「淹いれ方は割と普ふ通つうだったよ……って、これいったいどの茶葉使ったんだい？　なんか、色が……どす黒い？」

　リティーヤの監かん督とくをしていたテヨルが、そう言って茶を覗き込んだ。

「あ、これは『グ・エロ・ブチョグチャ』です」

「……なんだって？」

「『グ・エロ・ブチョグチャ』です。これを飲んでる時にトドガエルの鳴き声がふっと頭に浮うかんだので。ブチョグチャっていうのがトドガエルの声でしょう？　あたしがセンターにいた時にブレンドしたお茶なんです。なんかこう、パンチのある味のものが飲みたくて色々入れてみました。あ、グ・エロっていうのは入れたものに由来してまして──」

「…………」

　ヤムセは『色々』の中身に耳を塞ふさぎ、無言で茶の中に砂糖を入れ続けた。

「とにかく、だ」

　バドが茶を飲む前より幾いく分ぶん疲つかれた様子で言った。

「無事にこうしてまずい茶を飲めて俺は嬉うれしいよ。調査委員会はそうはいかないようだがな」

「…………」

　魔導書調査委員会は色々と鬱うつ陶とうしい、面めん倒どうな存在ではあったが、研究センターの職員や研究班の魔術師たちはリティーヤにはすでに顔見知りだった。ロリロナらの襲しゆう撃げきが魔導書の入手を最優先としたものだったためか、センターへの襲撃では死者こそ出なかったものの、その時かけられた〈夢〉魔術の影えい響きようで今も昏こん睡すい状態の者がいる。魔導書を持ち出した職員に至っては、《明日の子ら》とともに殺されていたらしい。

　血が流れたのだ。

　リティーヤは古王国の首都フレアバタンで、《風と八月党》と同じ《キツネ》信しん奉ぽう者が行ったことを思い出した。彼らの手で、リティーヤの親友がたくさんの血を流した。それは、リティーヤにとってどのような理由があろうとも決して許すことのできない行いだった。今思い出しても血が熱く、頭の中がカッと白くなる。

　あの時のように、また血が流れた。今度は、とてもたくさんの血が。

　……肺はい腑ふから、熱く焼けた石炭がこみ上げてくるような感覚があった。

　あ。

　まずい。

　リティーヤは意識を白く染めそうになった衝しよう動どうを、寸前で押しとどめる。深呼吸し、感情の乱れを鎮しずめると、周囲の視線が自分に集中していた。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

「あ、はい」

　ヤムセの問いかけに、リティーヤはぽりぽりと頭を搔かいた。

「魔術封ふうじ効かなくなっちゃった……って、どういうことなんでしょうね」

「知らん」

　ヤムセは面倒くさそうに言った。

　リティーヤは魔術封じが効かなくなっていた。センターでも、《学園》に戻ってからも、何度も試ためしたのだが、いつもさっぱりかからなかった。

　リティーヤは、唯ゆい一いつ封じに触ふれたことのある相手の顔を思い浮かべる。

「あいつ、何かしてったのかなあ……」

「……あいつ？」

　ヤムセが耳ざとく聞き返してきた。

「あ、はい。調査委員会には言い損そこなったんですけど、実は──」

　リティーヤはショーで会った赤と緑のマフラーを巻いた『キツネ』のことを説明した。

　最初は普通に聞いていた三人の様子が、話が進むに連れてなんだか妙みようなものになっていく。

　話し終えた頃ころには、バドは頭を抱かかえ、テヨルは遠くを眺ながめて、ヤムセは無言で砂糖水のようになった茶を啜っていた。

「え……っと、あたし何かまずいこと……」

「いや、君のせいではない。君の問題ではないのだ」

　バドが頭を抱えたまま、呻うめいた。

「？　それってどういう……」

「やあ、おそろいだね、みんな」

　その時、書斎のドアを開けて入ってきた人物があった。

　リティーヤはその声に覚えがあった──のんきな口調に、聞き覚えがあった。

　驚いて振ふり返ると、そこには一人の男性が立っていた。

　年の頃は、二十代か。《学園》の純白の礼服に身を包み、にこやかに微笑ほほえんでいる。ヤムセほどではないが、頭の位置は結構高く、すらりとしていた。肌はだは男性の割りにはずいぶんきめ細かくて綺き麗れいで、髪かみは白いが、ぼさぼさではなくてきちんと短く切られ、整えられている。櫛くしを入れたせいか、さらさらだ。

　そしてその顔や、体つきや、所作のすべてには、引き込まれるような優ゆう雅がさと、抑よく制せいの利きいた華はながあった。

　彼は、その深い海のような、緑とも、青とも見える不思議な色の目で、室内にいた、テヨル、ヤムセ、バド、それからリティーヤの顔を見た。

　怒ど鳴なりつけようとしていたリティーヤは、相手のあまりの変化に驚おどろいて、いや、むしろ腰こしを抜ぬかして、ただ指を突つきつけて言葉を失っていた。

「どうも、ロードマスター。また珍めずらしい恰好してますね」

　挨あい拶さつ代わりなのか、幾らか皮肉っぽい調子でバドが言った。ヤムセ、テヨルもそれぞれ挨拶の言葉を口にしている。

　リティーヤだけは、声も出せなかった。

「ボクは嫌だって言ったんだけどね。これから式典があるからって、無む理り矢や理り着せられちゃった」

「どうりで。どうせならいつもそのお姿で過ごしてみてはいかがですか？」

「嫌だよ。わかってるくせに、もうバドは相変わらずだねえ」

「いたいけな生徒をだまくらかすロードマスターほどではありません」

　白はく髪はつの、若い男の視線がリティーヤに向いた。

「こんにちは、リティーヤ。あらためて、挨拶しようか」

「…………え、だ、その、声」

　声が同じなのにこの外見の差はなんなんだ。リティーヤはそう言いたかったのだが、言葉が声にならなかった。

　相手の方で、勝手に解かい釈しやくしてくれた。

「うん、ボクね、実はキツネじゃないんだ。ちょっと勘かん違ちがいされたから、そのままごまかしてみたんだけど。だってほら、その方が面おも白しろいのかな、って」

「あ、お、おもしろ、って」

「大丈夫、ほら、ゆっくり深呼吸して、ね？」

　男はリティーヤに微笑みかけて、その手て袋ぶくろ越ごしにも美しい、形良い手を、彼女の肩かたに置いた。

　その瞬しゆん間かん、リティーヤは彼に言ったこと──あんたは命の恩人だけど思い通りにはさせないんだから、という宣戦布告──とか、やったこと──胸を触さわったからと殴なぐった──とかを頭にどっと蘇よみがえらせてしまい、

「ひ」

　息を吞のみ、

「ひょあああああああああああ！」

　叫さけんで、手近にあったクッションで相手の顔を殴りつけてしまった。

　ついでに危あやうく〈昼〉魔ま術じゆつを発動させてしまいそうになるが、それはさすがにぎりぎりで踏ふみとどまった。

　背後から彼女を羽は交がい締じめにしたヤムセが、耳元で口早に囁ささやいた。

「落ち着けリティーヤ。現実を見るんだ」
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「だ、あたし、え、えええ」

　リティーヤは顔から火が出る思いで、その場にしゃがみ込み、頭を抱えた。

「あ。大丈夫？」

　男は──ロードマスターは、殴りつけられたクッションを抱えて、リティーヤにそう朗ほがらかに声をかけてきた。

「な、なんでこんな……っ」

「うん、まあ、お互たがい悪気はなかった、ってことで、水に流そうか」

　バドが苛いら立だちを抑おさえかねた様子で口を挟はさんだ。

「あなたの場合、悪気の一つや二つはあったでしょう……いえ、今はそれは置いておきましょう。あなたがロードマスター本人であることを黙だまってリティーヤに接せつ触しよくしてたのも、リティーヤを放ほうって移動魔術でいきなり帰ってきたのも、別にこの際文句は言いません。きっと俺にはわからない深遠な理由でもあったのでしょう」

「え？　あんまりな……」

「ロードマスター、あるってことにしておいてください。バドが憤ふん死しします」

　テヨルが立ち上がり、バドの方に茶ちや菓が子しを持って行ってやりながら言った。バドは二人の会話を聞こえなかったことにして声を張り上げた。

「でも、魔術封じの件については一言言わせていただきますよ！　いったいどういうことですか、あなたはリティーヤに何をしたんですか！」

　ロードマスターはワゴンにあったジャムティー用のジャムを物色しながら答えた。

「あ、あれもう耐たい性せいついたからかからないよ。まれにそういう子いるんだよね。でも良かったねえ。やっぱり魔術師だもんねえ、あの扱あつかいはあんまりだよねえ」

「……………！」

　バドが椅い子すを蹴けって立ち上がったのを、見計らったように近づいていたテヨルが肩を押さえつけて座り直させた。

「バド、落ち着きな。ロードマスターはちょっと非常識なだけだ」

「ちょっととかつけてごまかすな！　いいか、リティーヤだって何の理由もなしに魔術封じされてたわけじゃないんだぞ!?　それを……っ！　たとえ《Ａエース》の位階だろうと副学長だろうと室長だろうとこんな人間の存在が社会的に容よう認にんされて堪たまるか！　この人には誰かが一から人間としての常識というものを教えてやらねばならんのだ！」

「ねえ、ヤムセ、リティーヤってさあ、結構魔ま力りよくはある方なんだね。ボクとの追いかけっこでちゃんとショーまで辿たどり着けたもん。使い方悪いんだよ、ちゃんと教育してあげないと」

「って人の話を聞いてくださいあなたって人はああああああああ！」

「それで、リティーヤは合格ですか？」

　ヤムセは、静かに尋たずねた。

　バドはテヨルに右手首を取られて脇わき固めを決められ、リティーヤは座り込み、ロードマスターはにこやかに微笑んでいた。

「リティーヤをショーまで呼び出したのはテストのためでもあるのでしょう？　あなたは言った──自分はリティーヤを知らない。良い機会だから、まずはリティーヤを知り、見定める、と。それはつまりテストです。リティーヤがあなたの支し援えんに値あたいするかを調べるためのテストでしょう」

「参るな。そういう言い方をされちゃうと」

　ロードマスターは参っているようには見えない態度で答えた。

「この子をあらためて観察したかったのは事実だ。でも、別に研究員の選別をしたかったわけじゃない。落らく胆たんさせられたからって、研究室から追い出すつもりはなかったよ。幾いくら魔導書調査委員会がうるさいからって、ボクは修しゆ行ぎよう不足だからね、そこまでダメ室長にはなれないんだ。ま、それでも合格か不合格か、って言うなら、ちょっとこの子は考えなしすぎるかな。魔導書調査委員会の若い子、ゼストガだっけ？　あの子に頼たよりすぎだって感じもしたし──」

　そこでバドの手から茶のカップを取り上げて喉のどを潤うるおす。

「でも、そもそも魔導書調査委員会の監かん視しをくぐり抜けてショーに辿り着いたのでそれは相そう殺さい。それにキツネ論が面白かったからボクとしては結構満足」

「キツネ論？」

　テヨルが訝いぶかしげに聞き返した。リティーヤも何のことかよくわからない。いや、それどころではなかった、という表現が正しい。

　ロードマスターはにっこりと笑って言った。

「ま、とにかく今後もよろしく、ってことで」

「…………だ、そうだ。リティーヤ」

　ヤムセにそう言われたが、リティーヤは嬉しいとも思わなかった。

　嫌けん悪お感の方が先に立っていた。

「それってなんですか」

　リティーヤはロードマスターの顔を見み据すえて言った。

「そんなので、ゼストガさん巻き込んで、ケガさせて、ほんと、死ぬところだったのに！　ゼストガさんがいなきゃ、あたしほんとに死ぬところだったし、ゼストガさんだって、必死であたし助けてくれたのに、なのに、それが……っ」

「でもほら、缶かん詰づめあるのはわかってたし。あと、君の様子は一応見てたから」

　そう言って、ロードマスターは窓の方を指さした。

　鳥が──あらゆる種類の鳥が、窓まど枠わくに並んでいた。

　スズメもカラスもいた。小さなタカや、例のヒザノサラクダキまでちょこんと座っていた。

「夜はフクロウとか、ネズミとかも使ったけど──」

「最低っ！」

　リティーヤは、このままではまた魔力を暴走させてしまいそうで──部屋を飛び出した。

　ヤムセは念のためにリティーヤを追って部屋を出て行き、バドは不ふ機き嫌げんそうにロードマスターを睨にらんでいた。テヨルは仕方なしに、付き合いの長い者の責務として、ロードマスターに確かく認にんした。

「容疑って晴れたんですか？」

「うん。《明日の子ら》に潜せん入にゆうしてたってことになったし──」

　ってことになった、という表現が少し気になったが、聞き流した。きりがない。

「今回の件は、すぐに片がつくと思う。春の調査旅行に影えい響きようが出ない程度には。リティーヤの脱だつ走そうについても、あのままセンターにいたら裏切り者に売り払はらわれてた可能性があるため逃にがした、ってことにしたし──でも、魔導書調査委員会がこれでおとなしくなるかっていうと、ちょっとまだわからないね。それに内部調査局とのつながりも気になる。あの子たち、いつの間にあんなに仲良くなっちゃったの？」

「さあ。でも、魔導書調査委員会が内部調査局の弱みを握にぎったとか聞いてます」

「ええー。なんだ、情けないなあ。バド、キミ戻もどったら、調査局に」

「絶対、嫌いやです」

　バドは大きく、分厚い机の向こうに戻って、本の整理を始めた。この部屋が彼らのたまり場になって以来、部屋がいつも散らかしっぱなしなのだ。綺き麗れい好きな彼には耐たえられない。

「なんだ、残念」

　ロードマスターは、本当に残念に思っているのか少々疑わしい、ごく穏おだやかな笑え顔がおでそう言った。

「……ロードマスター」

「ん？　なんだいテヨル」

　ロードマスターはテヨルの顔を覗のぞき込み、その頰ほおにかかる一筋の髪かみをつまんで、耳にかけてやった。

「観察という目的ならば、リティーヤのそばにいて、助けてやっても良かったのでは？　どうして、あの子を放ほうって自分だけ先に戻ってきたんですか？」

「ああ……そうだねえ」

　ロードマスターは、思案げに顎あごに手を当てた。

「なんだかね、懐なつかしい人に間ま違ちがわれちゃったから。ちょっと、むかっと来ちゃったのかもしれないね。大人おとなげなかったとは思うよ。それでカッとなって、放ってきちゃったんだなあ。確かに、使い魔と《道標》があったとはいえやり過ぎたかも。あと、観察する方に熱中しちゃったというか」

「……懐かしい？」

　ロードマスターは、聞き返すテヨルに、いつも通りの笑みを見せた。

「ちょっとね──さあ、ボクはそろそろ行かないと、怒おこられちゃうから」




　リティーヤは勢いに任せて、正魔術師用の居住棟とうを出た。

　居住棟は研究室のある第四研究棟の北にある。この辺りは《学園》の中でも高位魔術師の居住棟が多く、メインストリートが近い割りには驚おどろくほど静かで、学生も少なかった。

　リティーヤはとりあえずメインストリートに出て寮りようの部屋にでも戻ろうかと思ったが、細い獣けもの道みちのような雪道を歩いている時に、前から近づいてくる人物に気づいて立ち止まった。

「ゼストガさん……」

　どうも、と久しぶりに顔を合わせたゼストガは軽く頭を下げた。




　立ち話もなんだからと、ゼストガはリティーヤを中央食堂のカフェスペースに誘さそった。

　以前リティーヤが無理を言って使わせてもらった屋外の席は、さすがにもう撤てつ去きよされていたので、リティーヤはゼストガと屋内のテーブル席に座り、スペシャルパフェをつつくことにした。

「アーゼリカさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　リティーヤの問いに、ゼストガは苦く笑しようを漏もらした。

「反省はしてるみたいですよ。兄から連れん絡らくがありました。しばらくは外出禁止だそうで」

　アーゼリカは、リティーヤを助けるようヤムセらに頼たのまれていた。

　ところが、彼女は少々目立ちすぎた。リティーヤも後から教えられたことだが、あの手の魔ま術じゆつショーでは、場を壊こわしそうな目立つ人間は一通りチェックされるのだそうだ。夫人は初日から参加していたから、《学園》の魔術師の関係者というのも知れわたっていた。《風と八月党》は、リティーヤたちが夫人に相談した時点で、亡なき夫君が昔付き合いのあった人物の娘むすめだ、というふれこみで、すでに夫人にロリロナを接せつ触しよくさせていたのだ。

　アーゼリカは、リティーヤを助けようとして、さらなる災難を招いたことになる。

　きっと、ひどく気にしているだろう。

　リティーヤはため息をついた。

「今度ちゃんと会ってお話ししたいです……アーゼリカさん、ショックだったろうなあ……」

「良い薬です」

「……ゼストガさん相変わらずひどーい」

「で、リティーヤさん。最近は魔術暴走させたりバドさんの胃に穴開けたりしてませんか？」

「してませんっ」

　やがて運ばれてきたパフェに、スプーンを突つき刺さして食べ始める。

　ゼストガはコーヒーを啜すすりながらそれを眺ながめる。

　しばらく、食器とスプーンのぶつかる小さな音だけがしていた。

　パフェを半分ほど崩くずしたところで、リティーヤは向かいに座る相手の様子を窺うかがった。

　ゼストガは、ぼんやり窓の方を見ている。

　なんだか、あまりにらしくない顔をしているので、リティーヤはついつい憎にくまれ口を叩たたいてしまった。

「ゼストガさん、すんごい気の抜ぬけた顔してる」

「…………」

　ゼストガは不快そうにちょっと眉まゆをひそめて、視線をリティーヤに向けた。

「リティーヤさんはいつもながら間の抜けた顔をしてますね」

「もう！　あたしは心配してあげてるんですよー」

「仕方がないでしょう」

　ゼストガはため息混じりで呟つぶやいて、また視線を窓の方へ向けた。

「内ない偵ていしていたロードマスターを誤って告発した上に、こちらに内通者がいた、という結果になってしまったんです。リティーヤさんのおかげでね」

「なんでもあたしのせいにしないでください。ゼストガさんってその内通者を捕つかまえようと動いてたんでしょ。だったらあたしが関かかわってても関わってなくても、結果は変わりませんよ」

　ゼストガは、面めん倒どうくさそうにちらりとリティーヤを見た。

「あのですね、遅おそかれ早かれ問題になるでしょうし、ヤムセさんとかバドさんとか辺りはもう気づいてるでしょうから言ってしまいますけど、魔導書流出の件について、魔導書調査委員会は内々で調べて終わらせるつもりだったんです。僕一人に命令が下ったのはそういう理由もあったんでしょうね。当然上層部への報告もまだでした。ところがリティーヤさんが関わったせいで大事になって、内通者まで始末されて、魔導書も奪うばわれた……魔導書調査委員会が事前に魔導書流出を把は握あくしていたことは状じよう況きようを見れば明らかですから、これは結構問題になりますよ。流出をもみ消そうとしたんじゃないかって──」

「実際もみ消そうとしたんじゃないですか、それ」

「……まあ、その辺は内部調査局との共同捜そう査さだったとかなんとかごまかすと思いますが」

　とにかく──とゼストガはため息混じりに言った。

「リティーヤさんの大暴れによって、僕ら魔導書調査委員会はちょっと面倒な事態に陥おちいっていて、ロードマスターは僕らへの憂うさを晴らすと同時に、自分は内通ではなく内偵していて、その内偵によって魔導書流出の件を知り、現場を押さえようとしたのだと主張できるようになったのですよ」

「あ……ああああああっ、じゃああまさかあの人そこまで考えて……！」

　リティーヤはロードマスターの顔を思い浮うかべて、頭をかきむしった。研究室に戻りたくて必死で、ゼストガに迷めい惑わくをかけながらもなんとか無事に研究室に戻れたと思ったら、その研究室の責任者に自分がからかわれ、利用されていたとわかったのだ。……いや、今回の告発事件での調査委員会の狙ねらいは最初からリティーヤにあったわけだから、ロードマスターがリティーヤに対して何らかの悪感情を抱いだいても──面めん倒どう臭くさい新人が来ちゃったなあ、とか──仕方ないとは思うが、それにしたってゼストガまで巻き込まれていい気分はしない。

「ロードマスターがそこまで考えて、場を引っかき回すという目的でリティーヤさんをショーに招いたのだとしたら……いえ、まあ、いずれにしろ、おかげでリティーヤさんの担当も一時的に外されて、しばらく顔を見ないで済んだのは僕の人生的にとても有意義なことだったとは思うのですが」

「寂さびしかったくせにー」

「リティーヤさん、厚こう顔がん無む恥ちって言葉知ってますか？」

　リティーヤはむっとして、ゼストガを無視してパフェの制せい覇はを再開することにした。

「リティーヤさん」

「ふーん、聞こえません」

「僕ね、最近ちょっとショックなことがあったんです。《明日の子ら》の事件とは別口なんですけど」

「はいはい」

　リティーヤは適当に返事をしながら、パフェのチョコレートソースにまみれたラズベリーを拾い上げて、口に放ほうり込んだ。

「それが、本当に、ずいぶんショックなことだったんです。なんだか、その衝しよう撃げきから回復する自信がありません」

「……ふーん」

「ねえ、リティーヤさん」

　ゼストガは、冷めたコーヒーを前に、頰ほお杖づえをつき、窓の方を見ながら言った。

「駆かけ落ちでもしましょうか」

　何でもないように。

　だからリティーヤも、ふぅん、と何でもない返事をした。

「知ってますか、ゼストガさん」

「はい？」

「駆け落ちって現実逃とう避ひの手段じゃなくて、好きな者同士が手に手を取り合って逃にげることを言うんですよ」

「逃げてることに変わりありませんが？」

　リティーヤはバニラのアイスクリームを口に運んで、その冷たさと焼け付くような甘さを味わいながら、きっぱりと言った。

「あたしは逃げたくない」

「…………」

　ゼストガは、窓の外を眺めていた。

　リティーヤも、パフェだけを見つめていた。




　ゼストガが勘かん定じようを済ませてカフェを出て行った後も、リティーヤは同じ席に座ってパフェを見つめていた。

　パフェは無様に溶とけて、ガラスの器うつわの底に溜たまっていた。スポンジが、アイスを吸ってすっかり重く沈しずんでいる。

　ゼストガが座っていた椅い子すに、無言で腰こし掛かけたのはヤムセだった。

　リティーヤは顔を上げなかった。

　ヤムセも、上げさせようとはしなかった。

　ただ。

「前に」

　ぽつぽつと、子どものような頼たよりなさで、リティーヤは話し出した。

「テヨルさんだったか、ヤムセ先生だったか、言ったじゃないですか。あたしの淹れたまっずいお茶を一口でも飲むって、アイだなあ、みたいなこと。あの辺が、まあ、きっかけになってですね」

　ヤムセは黙だまって聞いていた。

「あははー、また適当なこと言ってー、とかってその時は思ったんですけど。でも、考えてみたら、まあ、色々今まで変だなーって思ってきたことにも、それで説明できちゃうって言うか。それで、あ、もしかして、そうなのかな、とか、いや、でも、ゼストガさんだしそれはないよなー、とか、思ってたんですけど」

　つっかえつっかえ、思いを吐と露ろしていく。

「やっぱりそうなんだよね、ってわかったのは、この前の、馬車で。ちょっと、話した時のことで。先生が、入ってこなかったら、あたし、ほんと、どうしたらいいかわかんなくて固まってたと思う」

　そこで口を閉じる。

　奥歯をかみしめ、顔を上げる。

　ヤムセと目が合った。

「……は、はは、何言ってんだろ、あたし」

「…………」

「今は、ほら、あれですよね、《風と八月党》ってのが持ってったユローナの魔導書ってどんなのだったんだろー、とか、キツネと何か関係あるのかなー、とか、そういうの。あたし、キツネ研究するって決めたし！」

「……リティーヤ」

「あーあ、パフェも溶けてぐちゃぐちゃー」

「今はいい」

　それまで黙っていたヤムセが、静かに言った。

「研究のことも、ユローナのことも、今は、いい」

「…………」

　リティーヤはうつむいた。

「……あたし、あたしは」

　握にぎりしめて腿ももの上に置いた拳こぶしに、涙なみだが落ちた。

「わ、わかんないけど。あたし、ほんと、バカだし、わっかんないけど」

　涙は止まらなかった。

「守ってもらったの、すごく、嬉うれしかったんです。その他ほかにも、一いつ緒しよに逃げた時、不安もあったけど、ゼストガさんのこと、結構わかって、面おも白しろくて、もっと知りたいな、とか思って。なんだゼストガさんのこと結構好きだなあたし、とか思って。もっとちゃんと話せば良かったなあとか。でも、こんな」

　息を吸って、叫さけぶように言った。

「こんなふうに、つらいのは、どうして……!?」




　今でも思い出せる。きっとこれから先、何度でも思い出す。

　彼はあの時逃げなかったのだ。

《学園》の魔導書調査委員会の本部で、リティーヤが二度目に魔ま力りよくを暴走させた時。

　リティーヤが傷つけてしまうのを恐おそれて、逃げて、と言ったのに、彼は逃げなかったのだ。

　逃げずに、やけどを負いながら、彼女の腕うでを強く握り、真しん剣けんな目で、叱しかったのだ。

『しっかりなさい！』

　真っ直すぐな、とても力強い目で。













『ゼストガから、おまえに、渡わたしてほしいと言われた』

　リティーヤは泣き疲つかれてぼんやりした頭でベッドに座っていた。

　寮りようの前まで送ってくれたヤムセが、そう言って持たせてくれた封ふう筒とうが、膝ひざの上に載のっていた。

「…………」

　リティーヤは封筒に手を伸のばした。

　中には一枚だけ紙が入っていた。

「あれ？　これ、あたし……」

　それはリティーヤについての身上調査書の一部であるらしかった。

　そうして。

「ファル……クロウ……」

　そこに兄の今の名前と肩かた書がきを見つけて、凍こおり付いた。







「レッドロック家の……養子……!?」








あとがき






　こんにちは、喜多みどりです。

　天然師弟の暴走ファンタジーもおかげさまで新章スタート！　ここまで書き続けてこられたのも、読んでくださる皆みな様さまのおかげです。というわけで、まずは感謝の言葉を。

　ありがとうございます！




　さて、この巻では、今まで名前だけ出ていた某ぼう室長を始め、新キャラをちょこちょこ登場させてみました。中でもロリロナは主人公と同年代の女の子なので書いていても楽しいです（衣い装しようも含ふくめて趣しゆ味みに走ってますしね……）。対等だったり上だったり下だったりする人間関係を色々に考えるのが好きなので、新しいキャラクターたちが既き存そんのキャラクターたちとどういう関係を築いていくのか、私自身楽しみにしてます。

　ちなみにアーゼリカは雑誌掲けい載さいの短編からの再登場キャラです。そのうちそっちの話も短編集としてまとまる予定です。短編は短編で好き勝手に書かせていただいてますので、どうぞお楽しみに～。

　で、表紙の彼ですが。

　まあ、彼の感情にもここら辺で一応の決着をつけておきたかったもので、今回メインに書かせていただきました。見届けていただけると嬉うれしいです。勿もち論ろん、感想もいただけるとなお嬉しいです！　方向感覚がないのか学習能力がないのか、私はしょっちゅう立ち止まったり迷ったり落ち込んだりするのですが、そういう時、皆様のちょっとした一言が一番の力になるのです。

　次の巻ではずいぶん長く引っ張ってしまっていたリティーヤの兄貴とかの話もしつつ……久しぶりに真ま面じ目めに天然師弟を書くつもりです。いや、久しぶりなんて言うと今まで真面目じゃなかったのかー、という話になってしまいますが、これまで彼らはなんだかんだと離はなれていることが多かったので。でも、やっぱり彼らを書きたくて始めたシリーズですから。終局に向けて、あの師弟を書き進めないと意味がありません。

　ユローナの遺産、ロードマスターの秘密、あの人とかその人とかの狙ねらい、師弟の選せん択たく。語りたいこと、読んでもらいたいことがたくさんあります。ここまで続けられたのは読者の皆様のおかげであり、すべてを語り終えるためにも、皆様のお力が必要です。

　これからも、よろしくお願い申し上げます。




　最後になりましたが、凄すごい室長と可愛かわいいロリロナを書いてくださった宮城先生、適切なツッコミとフォローをしてくださった担当編集者の木藤女史、ありがとうございました。特に本文イラストの一枚目と四枚目には打ちのめされました……！　次もよろしくお願いいたします！

　それでは皆様、願わくばまた次の巻で。


喜多　みどり　　
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